
住居廃絶後の埋没中の窪地に一括投棄されたもの

か。13個体以上の蛸壺が検出された。住居検出時に

は土坑などの掘り込みの掘削線は確認されなかった

ため、埋没途中に廃棄されたものと考えられる。

住居内床面上からは土師器碗・土師器壺・土師器高

坏・叩き石・作業台として使用されたと考えられる

台石などの遺物が出土した。

Fig．117に出土遺物を示した。

1は土師器の塊である。休部から直線的に立ち上

がる口縁部を持ち、体部の造りは薄手である。鹿部

付近には放射状に開く刷毛目調整が施される。復元
Ph．144SC－0924カマド支脚石検出状況（南西から）

口径14．2cm、器高6．4cmを測る。焼成は良好で色調は褐色を呈する。

2は土師器の壺口縁部片である°　復元口径18．6cm、頸部径14．0cm、残存高3．5cmを測る。摩滅によ

り内外器面共に器面調整痕は失われていた。

3は土師器の高坏脚部片である。坏部と脚部裾部は欠損しており脚柱部のみが残存する。残存高は

3・9cmを測る。脚柱には縦方向のヘラ磨きが施される。4は土師器の支脚である。残存高6・Ocmを測る。

ナデ調整によって成形される。色調は褐色を呈する。5は土師器の器台である°　残存高7．0cmを測る。

外器面には縦方向の刷毛目調整が施されており、内器面にはナデ調整が施される。焼成は良好で、色調

は淡橙色～赤褐色を呈する。6～11は土師器の蛸壺である°　これらの蛸壺はSC－0924埋土上層部分で検

出されたもので、住居自体に伴うものではなく、住居埋没途中の窪地に一括廃棄されたものである。6

Ph．145SC－0924遺物出土状況・蛸壷（南西から）
淋　”1

Ph．146SC－0924遺物出土状況．蛸壷（北東から）
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Fig・117SC－0924出土遺物実測図（S＝1／4）



は口径5．4cm、器高7・5cmを測る。紐通し孔は穿孔されておらず、体部は指ナデ調整によって成形され

る°色調は褐色を呈する。7は口径4．7～4．9cmを測り、器高は7．1cmを測る。8は口径4・0cm、器高

7．6cmを測る。

9は口径5・4～5・6cm、器高6．5cmを測る。10は

口径4・4～4．6cm、器高7・2cmを測る。11は口径

4・2～4．4cm、器高6．6cmを測る。いずれも指ナデ

調整によって成形され、孔は外器面方向から穿孔

されており、孔端部はナデ調整が施される。焼成

は良好で、色調は褐色～橙色を呈する。これらの

出土遺物より住居の年代は6世紀中頃から後半頃

の時期が考えられる。

SC－1110（Fig．118）

C－11区で検出した方形竪穴住居である。C－11区

は畑地開墾により大幅に地下げされる箇所である。

現状での平面形は方形で246cmX228cm、検出面

から住居床面までの深さは20cmを測り、検出面の

標高は6．60m前後を測る。住居の主軸はN－68。一

W方向を採る。住居内からはカマド．主柱穴など

は検出されなかった。住居西側隅部には深さ10cm

前後の土坑が取り付く。住居床面上中央部には直

径40cm前後を測る土坑が検出される。住居床面か Fig．118SC－1110遺構実測図（S＝1／40）

ら柱穴底面までの深さは40cm前後を測る。住居内には暗灰褐色砂

質土が上層に堆積し、下層には暗褐色粘質土が堆積する。

Fig．119に出土遺物を示した。

1は中世の土師器坏である。埋没途中に混入したものである。

復元口径12．1cm、底径7．2cm、器高3．0cmを測る。鹿部は糸切り

され、板目圧痕が加えられる。焼成は良好で色調は褐色を呈する。

2は須恵器蓋の摘み部である。3．4は須恵器坏である。3は復

元口径12・2cm、残存高1．4cmを測る。口緑部の返りは低く身は浅

い。4は復元口径16・8cm、残存高4．2cmを測る°共に焼成は良好

で、色調は濃灰色を呈する。5は須恵器の長頸壺の口縁部片であ

る。復元口径10・6cm、残存高2．0cmを測る。6は須恵器壺の言縁

部片である。復元口径18．0cm、残存高4・2cmを測る。

これらの出土遺物より、この住居の年代は7世紀初頭の時期が

考えられる。

－L－l財一・一　一一1－－／

10cm
2　　－　　－　　土　一　　一　　・　　　　一　－1

Fig．119SC－1110出土遺物実測図（S＝1／4）
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SC－1252（Fig．120）

Ⅰ－13区で検出した方形竪穴住居である°　住居東側は調査区外に延びるため、完掘はできなかった。

検出された部分からは平面形が方形で一辺460cm前後の規模を測る住居が復元できる。南北方向で

は360cm分の住居壁が検出されたが、北側は削平のため消滅する。検出面から住居床面までの深さ

は5cm前後の浅い残存であり、検出面の標高は5・40m前後を測る。住居の主軸はN－41。－W方向

を採るものと考えられる。壁溝は丘陵方向側である西側壁部分のみに検出される。主柱穴は四本柱で

あるが、東側の柱穴は調査区外のため検出されなかった。各柱穴は直径30～40cm前後を測り、住居

床面から柱穴底面までの深さは20～50cm前後を測る°　住居埋土は住居の残存が浅いため、床面直上

に堆積する暗褐色粘質土層の一層が観察されただけである。住居南側には黄褐色粘質土を用いた貼床

が見られる°　貼床は5～10cm程度行われている°

住居中央部付近と北側には不定形の浅い土坑が検出される。土坑内には暗黄褐色粘質土が堆積して

おり、滑石製臼玉や未製品、滑石屑が出土する°　加工用の石器などは検出されなかったが、滑石加工

を行うための作業用土坑としての性格が考えることができる。

Fig．120SC－1252遺構実測図（S＝1／40）
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カマドの痕跡などは調査を行った部分からは検

出されなかった。削平により消滅しているものと

考えられる°　遺物は住居床面上から土師器高坏・

土師器壷などが出土した°

Fig・121に出土遺物を示した。

1は土師器高坏坏部片である。復元口径

17・4cm、残存高4．2cmを測る。口縁部は端部でわ

ずかに外反する°　器面調整は摩滅のためにほぼ失

われている。色調は橙色を呈する。2．3は土師

器壺口縁部片である°　2は復元口径13．2cm、頸部

径12・6cm、残存高

4．0cmを測る°　内器

面はナデ調整の痕

跡が観察される。

色調は褐色を呈す

る。3は復元口径

18・4cm、残存高

3．6cmを測る°　器面

調整は摩滅され消

滅する°色調は淡　－⑳－

橙色を呈する。4　8知7　l

は土師器壺胴部片　？一÷－1　）‥二二室田

である°　頚部径は

Ph．147SC－1252完掘状況（南西から）

－
′ l

13・2cm、残存高　　　　　　　　Fig・121SC－1252出土遺物実測図（S＝1／1．1／4）

7．4cmを測る。外器面には縦方向のヘラ磨きが施され、頸部付近はナデ調整によってナデ消される°

内器面にはヘラ削りが施され、頸部下には指頭圧痕が残る。焼成は良好で、色調は褐色を呈する。5

は土師器高坏脚部片である。脚柱部のみの出土で、残存高は5．2cmを測る。ナデ調整が施される。色

調は褐色を呈する。6は土師器壺の言緑部片である°　復元口径31．4cm、残存高7．0cmを測る。摩滅

により器面調整は失われている。色調は褐色を呈する°

7は滑石製の白玉である°　直径4・2～4．6mm、残存器厚1．5mm、重量0．06gを測る°　8は滑石製臼玉

未製品である。残存長7・5mm、残存幅5．8mm、残存厚3．1mmを測る。穿孔された方形チップであり、円

形に研磨される工程直前のものである。この他にも白玉未製品・滑石屑が30g前後出土している。

これらの出土遺物より住居の年代は6世紀中頃の時期が考えられる。

SC－1255（Fig．122）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

A区とした調査区の北西端部に位置するK・L－11区で検出した方形竪穴住居である。K・L���ｾh,ﾘｷP

陵裾部の低位面上に位置しており、現地表面より1mほどの深さを測る遺構面での検出を行った。

住居の周囲三方は農水路などにより削平され、住居南側壁と東側壁の一部のみが検出されただけであ

る。検出された部分より平面形が方形で一辺420cm以上の規模を測る住居を復元することができる°

住居南側では検出面から床面までの深さが30cmを測る°　住居を検出した遺構面の標高は4・80m前後

を測る°　住居の主軸はN－31。－E方向を採るものと考えられる°　壁溝は残存する部分では検出され

なかった°　またカマドの痕跡なども検出されず、既に削平された箇所に付設されていたものと考えら
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れる。住居内では主柱穴は検出された°　主柱は四本柱であり、各柱穴は直径30～50cmを測る。住居

床面から柱穴底面までは40～50cm前後の深さを測、柱穴内には暗褐色粘質土が堆積していた。

住居埋土は上下二層に分層された。上層には暗灰褐色砂質土が堆積する。丘陵側からの流入層であ

り、北東側に向かって厚く堆積する。下層には暗褐色粘質土が堆積していた。

住居からは土師器・須恵器・滑石製品などの遺物が出土した。

Fig．123に出土遺物を示した。

Fig・122SC－1255遺構実測図（S＝1／40）

Ph・148SC－1255調査状況（南西から）
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1・2は須恵器坏である。2は復

元口径11．0cm、残存高4．0cmを

測る。鹿部はヘラ削りで調整され、

体部はナデ調整される。焼成は良

好で、色調は濃灰色を呈する。

3・4は土師器甑の把手片である。

胴部中程にナデ調整によって貼り

付けられたものが、接合部より剥

落したものである。色調は共に橙

色を呈する。5は埋土下層から出

土した滑石製白玉である。直径3．9

～4・Omm、残存器厚1．5mm、重量0．04

gを測る。6は滑石製子持勾玉片

である。体部は中程より欠損し、

残存する部分も遺存状態は悪い。

背面の子勾玉は残存しているが、

三言－

＼　　ト　　　ー　　　一　　一一一一」

Fig．123SC－1255出土遺物実測図（S＝1／1．2／3．1／4）

側面に配される子勾玉は基部の痕跡が観察できるのみである。また腹面の子勾玉も基部の痕跡が残る

のみである。残存長5．2cm、残存幅4．6cm、残存厚1．9cm、重量45．2gを測る。

これらの出土遺物より住居の年代は6世紀後半から6世紀末の時期が考えられる。

SC－1257（Fig．124）

K－12区で検出した方形竪穴住居である。SC－1258に切られ、住居北側隅部は消滅する。現状での

平面形は方形で330cmX312cmを測る。検出面から住居床面までの深さは10～15cm前後を測る。

住居を検出した遺構面の標高は4．90m前後を測る。住居の主軸はN－31。－W方向を採るものと考え

られる。住居内からはカマド・壁溝などは検出されなかったが、住居床面中央部付近から直径1m前

後を測る円形土坑が検出された。土坑は住居床面から深さ20cm前後を測り、土坑内には暗灰褐色粘

質土が堆積する。土坑からは土師器碗片などの遺物が出土したが、いずれの遺物も小破片であり摩滅

されていた。

柱穴は住居内では検出されず、屋外に掘削されたものと考えられる。削平により既に消滅しており、

検出されなかった。住居内には炭化物を多く含む暗灰褐色砂質土が堆積していた。

Fig．126に出土遺物を示した。

Ph．150SC－1257．1258調査状況（南東から） Ph・151SC－1257調査状況（南から）
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12は土師器高坏の坏部

片である。口径13・8cm、

残存高6．1cmを測る。口縁

吉田ま如意形を呈する。焼

成は良好で色調は橙色を

呈する。13は土師器高坏

脚部片である。坏部は欠

損しており、残存高5・9cm、

底径9・8cmを測る。

23・24は須恵器の坏で

ある。23は復元口径

10．2cm、器高4．9cmを測

り鹿部はヘラ削りで調整

される。焼成は良好で色

調は灰褐色を呈する。24

は復元口径10．8cm、器高

4．4cmを測る。色調は渡灰

色を呈する。この他の出

土遺物は細片であり図化

できなかった。 Fig．124SC－1257遺構実測図（S＝1／40）

これらの出土遺物より住居の年代は5世紀後半の時期を考えることができる。

SC1258（Fig．125）

K－12区で検出した方形竪穴住居である。住居北東側は農水路の掘削によって床面以下の高さまで削平

され消滅する。現状での平面形は南北方向に延びる長方形で548cm以上×442cmを測る。検出面から住

居床面までの深さは10～25cmを測り、検出面の標高は4・40m前後を測る°住居の主軸はN－30°－W方

向を採る。住居内東側には380cmX350cmの規模の周溝が掘削されており、西側壁壁溝がつながる°　掘

り下げ時には住居の切り合いの可能性も考えられたが、土層観察から一つの住居とした。周溝内には南

北方向の溝が掘削され、壁溝・周溝に連接して住居外に延びる排水溝と考えられる。住居内周溝の中央

部には浅い土坑が掘削される°　土坑内には暗黄褐色粘質土が堆積しており、滑石臼玉・未製品・滑石屑

Ph．152SC－1258遺物出土状況（南東から）
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Ph．153SC－1258完掘状況（南東から）



などの遺物が出土する。

カマドは住居北西側に痕跡が検出される。壁体は破壊されており、カマド基鹿部の土坑周辺に白色粘

土塊・焼土・炭化材が散乱する°　炭化材は30cm～1m程度の残存であり、住居に対して垂直に倒れ込

んでいた壁材と考えられる。主柱穴は周溝内に検出され、二本柱である。各柱穴は直径30～40cm前後

を測り、深さは30～40cm前後を測る。周溝周囲のベッド状に高まる床面はベッド状遺構の可能性も考

えられる。この床面からは柱穴の検出はなかった°住居埋土は大別して三層に分層される°　上層より暗

灰褐色砂質土、暗灰褐色砂質土と暗褐色粘質土の混合層、焼土と炭化物．炭化材を多量に含む暗灰褐色

砂質土の順に堆積する。周溝周囲の床面には一部暗黄褐色粘質土が貼り付けられていた。住居床面上に

は土師器塊．土師器高坏．土師器壺・須恵器などの遺物が散乱した状態で検出された。

Rg126．127に出土遺物を示した°

1・2は土師器の塊である。1は口径12．4cm、器高6．8cmを測る。内器面には横位のヘラ磨きが施さ

れ、重複するように放射状のヘラ磨きが施される°　2は口径12・0cm、器高5・7cmを測る。内器面に放射

状のヘラ磨きが施される。いずれも言緑部は内反し、色調は橙色を呈する°　3～6は土師器高坏坏部片

である。3は復元口径13・6cm、残存高5．6cmを測る。4は復元口径13．8cm、残存高5．3cmを測る°　言縁

部は如意形を呈する。5は復元口径16・2cm、残存高5・7cmを測る。口緑部は端部で外反し、外器面には

ヘラ磨きが施される。6は残存高4．4cmを測る。色調は褐色を呈する。7～10・14は土師器高坏脚部片

である。7は底径14・2cm、残存高5・7cmを測る。内面には刷毛目調整が施される°　8は坏部を欠損する

高坏で、底径9．6cm、残存高12．8cmを測る°　9は底径9．6cm、残存高6．1cmを測る。10は底径10．4cm、

残存高71cmを測る。14は底径8．8cm、残存高9・5cmを測る。

11．15～20は土師器高坏である。11は口径14・6cm、底径9・8cm、器高10．7cmを測る。15は復元口

Ph・154SC－1258完掘状況（北から）

Ph・156SC－1258遺物出土状況（北西から）

Ph．155SC－1258完掘状況．近景（北から）

Ph．157SC－1258遺物出土状況（北東から）
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径14．2cm、残存高10．6cmを測る。16は復元口径14．8cm、残存高11・4cmを測る。17は口径14．0cm、底

径11・8cm、器高11・2cmを測る。18は口径13・4cm、底径8．8cm、器高9．5cmを測る。19は口径14．2cm、

底径9・8cm、器高9．9cmを測る。20は口径13．4cm、残存高9．9cmを測る。15・16の口緑部は外反するも

のであるが、他の高坏は口縁部は直立または内反する。16・18の坏部内器面には放射状のヘラ磨きが施

される°　いずれの高坏も焼成は良好で、色調は橙色を呈する°　21・22は土師器小壺である。21は復元

口径10．0cm、残存高4・2cmを測る°外器面には刷毛目調整が、内器面にはヘラ削りが施される。22は床

面上から逆位の状態で出土した壺である°　復元口径10．8cm、器高11．0cmを測る。内外器面は指押さえ

と指ナデで調整される。焼成は良好で色調は橙色を呈する。

155　A区の概要

Fig．125SC－1258遺構実測図（S＝1／40）
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Fig．126出土遺物実測図1（S＝1／4）



Ph．158SC－1258遺物出土状況（北東から） Ph・159SC－1258遺物出土状況（北東から）

25は須恵器趣の頸部片である。波状紋が施されている。26は須恵器壺の口縁部片である。復元口径

13．0cm、残存高3．5cmを測る°27は須恵器坏である。復元口径13．2cm、残存高2．0cmを測る。

28・29．32は土師器壺である。28は口径9・8cm、胴部最大径15・4cm、残存高8・5cmを測る。29は復

元口径15．0cm、残存高4．9cmを測る。32は口径14．4cm、胴部最大径19．2cm、残存高15．5cmを測る°

外器面には縦方向の刷毛目調整が施され、一部がナデ消される。色調は橙色を呈する。

30は土師器二重口縁壺である。復元口径22・8cm、残存高3．8cmを測る。色調は褐色を呈する。

31は土師器甕である。復元口径22．8cm、残存高9．7cmを測る°外器面は摩滅により調整痕はほぼ失わ

れるが、内器面にはヘラ削りが施される°色調は淡褐色を呈する。

35は礫石錘である。重量は168．98gを測る。長軸7．3cmX短軸6・6cm、器厚2・8cmを測る。

33・34は滑石製有孔円盤である。33は直径2．4cm、器厚0．4cm、孔径3mm、重量3・61gを測る。一部

が欠損するが、平面形は八角形に研磨される。34は直径1．8cm、器厚0．4cm、孔径5～7mm、重量2．27

gを測る。側面は丁寧に研磨され平面を八角形とする。

36～72は滑石製白玉である。次ページの表に各法量・重量を示した。74～79は滑石製白玉未製

品である°　穿孔時に欠損したものと、穿孔後に廃棄されたものがある。

－◎一一◎一一◎一一⑥一 －⑳一一◎…◎一一⑩一一◎一一◎…◎－
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62　　　63　　　64　　　65
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◎
OD

66

Fig．127出土遺物実測図2（S＝1／1・1／2）
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Ph．160SC－1258遺物出土状況（北西から） Ph・161SC－1258遺物出土状況（北西から）

長 径 × 短 径 × 器 厚 重 量 長 径 × 短 径 × 器 厚 ：重 量 長 径 × 短 径 × 器 厚 ：重 量

3 6 4 ．7 × 4 ・5 × 2 ．9 8 0 ・1 1 4 9 15 ・5 × 5 ．4 × 2 ・2　 ：0 ．0 9 6 2 14 ．5 × 4 ．5 × 2 ．6　 ：0 ．0 7

3 7 4 ．9 × 4 ．7 × 2 ．2 5 0 ．1 0 5 0 5 ・2 5 × 5 ．2 × 3 ．1 ：0 ．1 3 6 3 5 ・2 × 5 ．2 ×－3 ．0 ：0 ．1 5

3 8 5 ．9 × 5 ・8 5 × 2 ．3 0 ．1 3 5 1 15 ．3 × 5 ・1 × 3 ・3　 ：0 ・1 4 6 4 15 ・4 × 5 ．4 × 4 ・9 5 ：0 ・1 1

3 9 5 2
7

5 ．1 × 4 ．9 5 × 1 ．8 5 ：0 ．0 6 6 5 15 ．5 × 5 ・5 × 3 ・4 5 ：0 ・1 64 ・0 × 3 ．9 5 × 2 ．2 ：0 ．0 8

4 0 6 ・2 × 6 ．2 × 3 ．2 0 ．2 3 5 3 5 ・3 × 5 ・2 × 4 ．8　 ：0 ．1 5
1

6 6 5 ・1 × 5 ・1 × 2 ・3 ：0 ・0 7

4 1 5 ・2 × 5 ．1 × 3 ．2 5 0 ・1 4 5 4 14 ．4 × 4 ・4 × 2 ．0　 ：0 ．0 5 6 7 －5 ・1 × 4 ．5 × 2 ・7 ：0 ．0 8

4 2 4 ・8 × 4 ．7 × 2 ．4　 ：0 ．0 8 5 5 4 ．4 × 4 ．3 × 1 ・7　 ：0 ．0 4 6 8 l
5 ・4 × 5 ・3 × 2 ．7 5 ：0 ．0 8

4 3 5 ．2 × 4 ．9 5 × 2 ．9 0 ．1 2 5 6 6 ．2 × 5 ・8 × 2 ．2 5 ：0 ．1 2
l

6 9 4 ．6 × 4 ．4 × 2 ・9 ：0 ・0 7
1

4 4 5 ．3 5 × 5 ・3 × 1 ．8 5 0 ．1 0 5 7 －4 ．6 × 4 ．2 × 2 ．2　 ：0 ．0 8 7 0 14 ．9 × 4 ・0 × 1 ．8 ：0 ・0 5

4 5 4 ．2 × 4 ．0 × 2 ．3　 ：0 ・0 4 5 8 4 ．8 × 4 ・6 × 2 ．4　 ：0 ・0 5 7 1 「5 ．3 × 4 ．2 × 3 ・0 5 ：0 ．0 8

4 6 5 ．5 × 5 ・5 × 4 ・4 0 ・2 5 5 9 5 ．2 × 5 ・2 × 3 ・2　 ：0 ．1 2
1

7－2 4 ．9 × 4 ．5 × 2 ．6 ：0 ．1 8

1
4 7 4 ．6 × 4 ・5 × 3 ．7 5 0 ・1 6 6 0 ，5 ・0 × 4 ．6 × 2 ・1 5 ：0 ．0 3 7 3 15 ．6 5 × 5 ・5 × 2 ・6 ：0 ．0 4

4 8 5 ・1 × 5 ・0 × 2 ・3 0 ．1 1 6 1 5 ．5 × 4 ・6 × 1 ・2 5 ！0 ・0 6
「
1
1
．

SC－1258出土滑石臼玉計測表

この住居からはこの他にも臼玉未製品・滑石屑が出土している。

これらの出土遺物よりと他の住居との切り合い関係より、SC－1258とした住居の年代は5世紀末か

ら6世紀前半頃の時期を考えることができる。

SC1263（Fig．128）

J10区で検出した方形竪穴住居である。畑地開

墾により住居床面以下の高さまで削平されている。

住居北東側は農水路によって消滅し、北西側は中

世の溝によって消滅する。検出されたのは住居東

側の壁溝と柱穴だけであった。検出された部分か

ら復元できる平面形は方形で、一辺480cm以上の

規模が推定される。住居の主軸はN－42。－W方

向を採るものと考えられる。削平が著しくカマド

などは検出されなかった。壁溝は幅25cm前後を測 Ph・162SC－1263完掘状況（北西から）
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り、深さ5cm前後が残存する°壁溝内には暗褐色土が堆積する°検出された主柱穴は四本柱であり、

各柱穴は直径30～60cm前後を測り、検出面から柱穴底面までは40～70cm前後の深さを測る。北側

二本の柱穴は農水路の肩で検出され上部は削平されていた。柱穴内には暗褐色粘質土が堆積する。柱

穴内からは土師器壺言縁部片が出土するが遺存状態は不良であった。住居は床面以下まで削平されて

いたため遺物の出土は少量であり、いずれも細片資料で図化できなかった。

Fig・128SC－1263遺構実測図（S＝1／40）

159　A区の概要



SC1264・SC－1643（Fig．129）

SC－1264はL－10区で検出した方形竪穴住居である。住居北側は調査区外に延び、完掘はできなか

った。中世の自然流路であるSD－1000によって住居中央部より西側は床面以下の高さまで削平される。

住居は南側隅部、東側壁の一部と主柱穴が検出されただけである。検出された部分から復元できる住

居の平面形は方形であり、一辺5．10m以上の規模が推測される。残存が良好な住居東側壁部分で検出

面から住居床面までの深さは5cm前後を測る°　検出面の標高は4・60m前後を測る。住居の主軸は

N－46。－E方向を採るものと考えられる。壁溝は残存する住居東側部分から検出される。現状で幅

は30～40cmを測り、住居床面より20cm程度の深さで残存する°　壁溝内には暗褐色土が堆積する。

主柱穴は四本柱であるが、北東側の柱穴は削平により柱穴底面まで消滅しており、三本の柱穴が検出

される。各柱穴は直径40～50cm前後を測り、検出面からの深さは50－60cm前後を測る。

壁溝埋土と柱穴内から土師器高坏・滑石製白玉などの遺物が出土した。

Fig130にSC－1264の出土遺物を示した。

Fig・129SC－1264・SC－1643遺構実測図（S＝1／40）
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1は住居柱穴より出土した土師器高坏脚部片である。脚柱部はナデ調整が施されており、残存高は

6・Ocmを測る。色調は橙色を呈する°　2～23は滑石製臼玉である。住居・壁溝埋土より出土したも

のである。各法量・重量を次の表に示した。長径・短径はmm、重量はgである。

長 径 × 短 径 ×器 厚 ：重 量 長 径 × 短 径 大 器 厚 ！重 量 長 径 ×短 径 ×器 厚 ：重 量

2 15 ・5 5 × 5 ．1 × 1．4 －：0 ．0 7 1 0 15 ．7 × 5 ．6 5 × 2 ・2 ；0 ．1 2 1 8 l5 ．－3 × 5 ．3 × 1．9　 ：0 ．0 8

3 1 5 ・1 5 × 4 ．3 8 × 2 ．0 －：0 ．0 5 1 1 5 ．5 ×－5 ・4 × 2 ．4 ：0 ．1 4 1 9 5 ・6 × 5 ．6 × 2 ．5　 ：0 ・0 9

4 5 ・3 5 ×－4 ．8 × 2 ・4 ！0 ・1 2 1 2 －5 ．4 × 5 ．2 5 × 1 ・9 ：0 ．0 7 2 0 5 ．5 × 5 ・3 × 1・4 ：0 ．田6

5 15 ・1 × 4 ．9 5 × 1．6 ：0 ．0 4 1 3 l5 ．5 × 5 ．4 × 1．9 5 ：0 ・0 9 2 1 15 ・7 5 × 5 ．5 × 1．1 ：0 ．0 5

6 5 ．1 5 × 5 ．1 7 × 2 ．6 ：0 ・1 3 1－4 5 ．6 × 5 ．6 × 2 ．1 ：0 ．1 2 2 2 5 ・3 × 5 ．2 × 1．1 9 ：0 ．0 6

7 5 ・1 × 5 ・1 × 2 ．0 5 ；0 ・0 9 1 5 5 ．4 5 × 5 ．0 5 × 2 ．5 ：0 ・1 3 2 3 5 ・5 9 × 5 ．5 × 1．8 2 ：0 ．0 8

8 l5 ．7 × 5 ・6 × 2 ・8　 ：0 ．1 7 1 6 ．5 ・5 5 × 5 ．0 × 2 ・1 2 ：0 ・0 8 l
l
l

9－ 5 ・1 × 4 ．6 × 1 ．9 ！0 ．0 8 1 7 5 ・3 × 5 ・2 × 2 ・8 ；0 ．1 4 1
1
l

SC1643（Fig・129）

SC－1264に切られる住居である。SD－1000により住居の大半が流失するため、正確な規模は判然

としない°　住居東西側の壁の一部と柱穴が検出される。住居北側は調査区外に位置するため、完掘し

ていないが、検出された部分より一辺520cm前後の方形住居が復元される。壁溝内には暗褐色土が

堆積する°　主柱穴は四本柱であり、柱穴の直径は30～40cm前後を測り、検出面から柱穴底面までは

30～40cm前後の深さを測る°柱穴内には暗褐色粘質土が堆積し、柱穴間は1・5m前後の間隔でほぼ

正方形に配置される。SC－1264の柱穴間は2．6m前後を測り、SC－1643より広い間隔を持って柱穴が

配置される°　削平が著しく遺物の出土はなく、住居の時期は判定しがたい。

－◎一一㊥一一◎一一◎一一⑩－ 1◎一一◎一一鯵－構－◎一一◎－
ロ芸ロ2m30①4口蓋⊃5ロコ6ロ訂7ロ：ロ8ロ①9　□訂10江Dllロヨ012ロ式⊃13

－◎一一⑳一一⑲一一◎一一◎一一㊨一一◎‥⑳一一◎一一◎ノー。　。。品

□訂14ロコ15ロコ16□訂17ロコ18巧019⊂玉ロ20⊂鰐口21⊂忘ロ22日試⊃23

Fig－130SC－1264出土遺物実測図（S＝1／1・1／4）

SC1268（Fig・131）

K－8・9区で検出した方形竪穴住居である。自然

流路であるSD－1271によって住居中央部は南北方

向に削平される。現状での平面形は方形で長辺

320～350cm、短辺320cm前後を測る°　検出面か

ら住居床面までの深さは10～20cmを測る。検出

面の標高は5．70m前後を測る。住居の主軸はN－

11°－W方向を採る°　住居内からは壁溝．カマド

などの付帯施設は検出されなかった。住居内には

暗灰褐色砂質土が堆積しており、叩き石等の石器

と共に土師器碗・土師器壺などの遺物が検出され

た。住居内からは柱穴が複数検出されるが、主柱

161A区の概要

Ph・163SC－1268完掘状況（南東から）



穴は不明確であった。

Fig133に出土遺物を示した。

1は土師器塊である。復元口径12・8cm、器高4．8cmを測る。口緑部は体部より直線的に開く。外器

面鹿部には指頭圧痕が観察され、内器面には断続する板ナデ調整が施される。色調は淡橙色を呈する。

2は土師器壺胴部片である。残存高は3．7cmを測る。内器面には指頭圧痕が残る。3は土師器高坏脚

部片である。残存高は5．5cmを測る。脚部は坏部接合部より裾部に向かって直線的に開く。色調は褐

色を呈する。4・5は土師器甑の把手片である。胴部に差し込み式で接合されるもので、接合部より

剥落する。6・7は住居埋土より出土した滑石製臼玉である。直径4．3～4．5mm、器厚1．4～2．7mm、重

量0・05～0．08gを測る。この他にも臼玉破損品が数点出土している。

Fig・131SC－1268遺構実測図（S＝1／40）

SC－1269（Fig．132）

L－8・9区で検出した方形竪穴住居である。SC－1268に接して検出されたが、住居の切り合い部分は

自然流路によって攪乱されていた。前後関係は判然としないがSC－1268→SC－1269の構築順序が推測

される。住居南東部側はSD－1271によって流失し消滅する。残存する住居床面部分も東側に向かって

削平が深くなり、傾斜がつく。検出された部分より平面形は方形、一辺340cm以上の規模を測る住居

が復元できる。検出面から住居床面までの深さは10～15cm前後を測り、検出面の標高は5・50m前後

第二章　調査の記録162



を測る。住居の主軸はN－33。－W方向を採るものと考えられる。壁溝は住居西側壁部分にのみ検出

された。住居北側隅部で壁溝は浅くなり消滅する。深さ5cm前後の深さを測り、壁溝内には暗褐色

土が堆積する。住居内には暗灰褐色砂質土が堆積していた。丘陵側からの流入層である。

住居北側壁中央部付近からはカマドの痕跡が検出された。住居廃絶時に破壊されており、カマド壁

体などは検出されず、白色粘土塊が70×40cmの範囲に厚さ5cm前後で堆積している状況が検出さ

れた。白色粘土を除去した住居床面上には被熱による硬化面が検出される。硬化面周辺には灰・焼土

が散乱する。支脚は検出されなかった。

主柱穴は住居平面よりやや東側にずれるように検出された°　四本柱であり、柱穴の直径は20～

40cm前後を測る°　検出面より柱穴底面までは20～60cm前後の深さを測る。

Fig・133に出土遺物を示した。

8は土師器高

坏脚部片である°

脚柱部のみの出

土であり、縦方

向のナデ調整が

施される。残存

高は5．0cmを測

る。色調は橙色

を呈する。9は

礫石錘である°

長軸は7・5cm、

短軸は5・icIn、

器厚1・2cm、重

量は67．8gを測

る。

Fig．132SC－1269遺構実測図（S＝1／40）

－③一　一⑳一

口誌6　　庄D7

Fig・133出土遺物実測図（S＝1／1・1／2・1／4）

生。＿田口　　　土Ocm
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SC1354（Fig．134）

G－11区で検出した方

形竪穴住居である。住

居全体が大きく削平さ

れる°　住居東側隅部と

主柱穴のみが検出され

た。住居を検出した遺

構面の標高は6．80m前

後を測る。住居の主軸

はN－52°－W方向を採

るものと考えられる°

壁溝は住居東側隅部付

近からのみ検出された。

壁溝内には暗褐色土が

堆積する。床面以下の

高さまで削平されてお

り、住居に伴う施設は

検出されない。主柱穴

は四本柱で、各柱穴は

直径20cm前後を測る。

検出面から柱穴底面ま

では30～40cm前後の深
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Fig．134SC一1354遺構実測図（S＝1／40）
さを測る。柱穴内には暗

褐色粘質土が堆積しており、土師器小壺などの遺物が出土し

た。

Fig．135に出土遺物を示した。

1は土師器の小壷である°　口径6．6cm、胴部最大径9．6cm、

器高9．2cmを測る。外器面には刷毛目調整、内器面には指頭

圧痕が観察できる。出土遺物より住居の年代は4世

紀代の時

期を考え

ることが

できる。
5cm

Fig．136SC－1355遺構実測図（S＝1／40）
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Fig・135SC－1354出土遺物実測図（S＝1／2）

SC1355（Fig136）

G－10区で検出した方形竪穴住居である。住居床

面以下の高さまで削平され、主柱穴が検出される

だけである。柱穴より住居の主軸はN－38°W方

向を採るものと考えられる。柱穴は直径20～

30cm、検出面から柱穴底面までは15～30cm前

後の深さを測る。柱穴間は1．8m前後を測る。
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SC－1619（Fig．137）

E－9区で検出した方形竪穴住

居である。主柱穴のみが検出さ

れた°　柱穴より住居の主軸は

N－68°－W方向を採るものと

考えられる。柱穴は直径30cm、

検出面から柱穴底面までは

40cm前後の深さを測る。

SC1620（Fig・138）

G－11．12区で検出した方形

竪穴住居である。主柱穴のみが

検出された°　柱穴から主軸は

N－19。－W方向採ると考えら

れる。柱穴は直径20～30cm、

検出面から柱穴底面までは

30cm前後の深さを測る。柱穴

間は1．6～1．8mを測る。

SC－1621（Fig・139）

F－13区で検出した方形竪穴

住居である。主柱穴のみが検出

二一一一一一一‥一一一一一一一
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Fig．137SC－1619遺構実測図（S＝1／40）

された。柱穴より住居の主軸はN－21。－W方向を採ると考えられる°　柱穴は直径40－50cm、検出

面から柱穴底面までは20～35cm前後の深さを測る。柱穴間は2・3～2・4mを測る。削平が著しく住居

からの遺物の出土はなかった。

0　　　　　　　　　　1m
一一一．－1一一一一・一　　一一　一1　　　　　　　　　　一・一・一．・一一一一一．一一一」

Fig．138SC－1620遺構実測図（S＝1／40）
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Fig．139SC－1621遺構実測図（S＝1／40）



SC－1622（Fig．140）

F－13区で検出した方形竪穴住居である°　畑地開

墾により住居床面以下の高さまで削平され、主柱穴

が検出されるだけである。柱穴より住居の主軸は

N－35。－W方向を採るものと考えられる。柱穴は

直径30～40cm、検出面から柱穴底面までは10～

40cm前後の深さを測る。柱穴間は1・5～1．6mを測

る。削平が著しく住居からの遺物の出土はなかった。

SC－1624（Fig．141）

F－12区で検出した方形竪穴住居である。SC－

0401に切られる住居であり、畑地開墾により住居

床面以下の高さまで削平される。住居北側壁の一部

と主柱穴が検出された。検出された部分より一辺4　　　Fig．140SC－1622遺構実測図（S＝1／40）

m以上の規模を測る方形住居が復元される。住居の主軸はN－25°－W方向を採るものと考えられる°

壁溝には暗褐色粘質土が堆積する°主柱穴は四本柱であるが、南西側の柱穴は中世の井戸SE－1240に

よって消滅する。柱穴は直径20～40cmを測り、検出面から柱穴底面までは10～40cm前後の深さを

測る。柱穴内には暗灰褐色砂質土と暗黄褐色粘質土の混合層が堆積する°住居床面以下までの削平で

あり、住居に

伴う施設の検

出はなかっ

た。

検出面の標高

は6．80m前後

を測る。削平

が著しく住居

からの遺物の

出土はほとん

どなく、土師

器の細片が数

点のみ出土し

たが、図化で

きなかった°

Fig．141SC－1624遺構実測図（S＝1／40）
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SC－1626（Fig．142）

Ⅰ－5区で検出した方形竪穴住居

である。畑地開墾により住居床

面以下の高さまで完全に削平さ

れ、検出されるのは四本柱の主

柱穴だけである。柱穴より住居

の主軸はN－70。－W方向を採

るものと考えられる。検出面の

標高は7・20m前後を測る。柱穴

は直径30～40cm、検出面から

柱穴底面までは15～30cm前後

の深さを測る°　柱穴内には暗褐

色粘質土が堆積する。検出時に

は柱痕が観察でき、これより柱

穴に使用された材の直径は

20cm前後であることが分かる。

柱穴間は2．9～3・Omを測り、完

存していればかなり大型の住居

であったと考えられる°

削平が著しく住居からの遺物

の出土はなかった。

SC－1633（Fig．143）

Ⅰ－8区で検出した方形竪穴住居である。開墾によ

り住居は床面以下の高さまで削平され、主柱穴が

検出されるのみである。検出面の標高は7．30m前

後を測る°　柱穴より住居の主軸はN－44。－W方向

を採るものと考えられる°　柱穴は直径20～30cm、

検出面から柱穴底面までは10～25cm前後の深さを

0　　　　　　　　　1m
3－－－－－－－－二一一一一一一一一」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　」

Fig・143SC－1633遺構実測図（S＝1／40）

167　A区の概要

Fig．142SC－1626遺構実測図（S＝1／40）

Ph．164SC－1626検出状況（北から）

測る°　柱穴間は1．5～2．0mを測り、東西方向に

延びる平面形のやや小型の住居が復元される。

削平が著しいため、この住居からの遺物の出土

はなかった°



（二）掘立柱建物
A区の古墳時代の調査では、9棟以上の掘立柱建物が検出された。建物としてまとめきれない柱穴

も多数検出されており、復元できなかった建物も相当数存在するものと考えられる。6世紀代の竪穴

住居を切るように構築されたものが多く、掘立柱建物は7世紀代に属するものが多い°

SB－0555（Fig・144）

E－11区で検出した掘立柱建物である。SC－0387を切るように建てられた2×2間の掘立柱建物で

ある。検出面の標高は5．50m前後を測る。建物規模は南北長2．9mX東西長2．5mを測る平面長方形を

呈する。柱穴の掘方は直径60cm前後の円形で、検出面から柱穴底面までは10－60cm前後を測る。

柱穴底面には柱圧痕が残り、これより直径20cm前後の柱材が使用されたことが分かる。建物の主軸

はN－70。－E方向を採る。埋土は暗褐色粘質土で、埋土より土師器・須恵器の小破片が出土する。

Fig・144SB－0555遺構実測図（S＝1／40）

SB－0925（Fig．145）

M－3・4区で検出した1間×2間の掘立柱建物である。SC－0898を切るように建てられる。土層の観

察より、7世紀初頭に位置づけられるSC－0898が完全に埋没した後に建物の柱穴は掘削されている。

建物を検出した遺構面の標高は7．40～7．50m前後を測り、東側に緩やかに下る緩斜面上での検出であ

る。建物規模は南北長3．0～3・5m前後×東西長2・3mを測る平面長方形を呈する。
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柱穴の掘方は直径40cm前後の円形で、検出面から柱穴底面までは40～60cm前後を測る。柱穴底

面には径20cm前後の柱圧痕が残る。建物の主軸はN－20。－W方向を採る。柱穴埋土は暗灰褐色砂

質土と暗黄褐色粘質土との混合層で、土層観察から廃絶後に柱が抜き取られていることが分かる。埋

土より土師器．須恵器の小破片が出土する。

Fig・145SB－0925遺構実測図（S＝1／40）

Ph．165SB－0925検出状況（北西から）

169　A区の概要

Ph・166SB－0926検出状況（北西から）



SB－0926（Fig・146）

L・M－4区で検出した掘立柱

建物である。SC－0899を切る

ように建てられる1間×2間

の据立柱建物である。

検出面の標高は7・30～7・50m

前後を測る。建物の規模は南

北長2．3mX東西長1．9mの平

面長方形を呈する。柱穴掘方

は直径40～50cm前後の円形

で、検出面から柱穴底面まで

は20～50cm前後を測る。主

軸N－13°－W方向を採る。

柱穴埋土は暗褐色粘質土で埋

土より土師器．須恵器の小破

片が出土する。
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Fig．146SB－0926遺構実測図（S＝1／40）

SB－1308（Fig．147）

調査区東端部であるJ・K－12．13区で検出した掘立柱建物である。SC－0924を切り、SB－1352に先行

する掘立柱建物で、2間×2間の総柱建物である°検出面の標高は4・90m前後を測る。建物の規模は

南北長2．8mX東西長3．0mを測り、平面は東西方向に延びる長方形を呈する。柱穴の掘方は直径50～

70cm前後の円形を呈し、検出面から柱穴底面までは50cm～1．1m前後の深さを測る。建物の主軸は

N－67。－E方向を採る。柱穴の底面には直径20cm前後の柱痕跡が残る。柱穴埋土は上層が暗褐色粘

質土で、下層には暗灰褐色砂質土と暗黄褐色粘質土との混合層が堆積する。柱穴の埋土より土師器・

須恵器の小破片が少量出土する。

Ph．167SB－1308・1352検出状況（北東から） Ph・168SB－1308・1352検出状況（南西から）
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Fig．147SB－1308遺構実測図（S＝1／40）

SB1352（Fig．148）

J・K－12・13区で検出した掘立柱建物である。SC－0924を切るように建てられる1間×2間の掘立柱

建物である。建物を検出した遺構面の標高は4・80～510m前後を測る°　丘陵裾部の東に向かって下る

緩斜面上で検出した。建物の規模は南北長2．0mX東西長3・8mの平面は東西方向に延びる長方形を呈

する°建物の主軸はN－60。－E方向を採る。柱穴の掘方は直径20～40cm前後を測る円形を呈し、検

171A区の概要



出面から柱穴底面までは30～60cm前後を測る。柱穴埋土は暗褐色粘質土で、埋土中より土師器・須

恵器の小破片が出土する．

Fig．148SB－1352遺構実測図（S＝1／40）

SB1625（Fig・149）

ト5区で検出した掘立柱建物である。SC－0048・SC－0049を切るように建てられた掘立柱建物であ

る。西側には不定形の土坑が掘削され柱穴の一つが消滅するが、現状より1間×2間の建物と考えら

れる。

建物が検出された遺構面の標高は8．50m前後を測る。建物の規模は南北長2・8mX東西長2．2mの

Ph・169SB－1308．1352検出状況（北東から） Ph・170SB－1625検出状況（南西から）
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Fig・149SB－1625遺構実測図（S＝1／40）

SB1629（Fig．150）

F．G－10．11区で検出した掘

立柱建物である°　SC－1354を

切るように建てられる1間×

2間の掘立柱建物である。遺

構検出面の標高は7．00m前後

を測る。建物の規模は南北長

2・8mX東西長2．5mを測り、

平面は南北方向に延びる長方

形を呈する。主軸はN

28。－E方向を採る。柱穴の掘

方は直径25～50cm前後を測

る円形を呈し検出面から柱穴

底面までは10～25cm前後の

深さを測る。柱穴内には暗褐

色粘質土が堆積しており、埋

土中からは土師器の小破片が

少量出土する°

173　A区の概要

平面が南北方向に延びる長方

形を呈する。建物の主軸は

N－20°－E方向を採る。柱穴

の掘方は直径20～30cm前後

を測る円形を呈し、検出面か

ら柱穴底面までは深さ20～

40cm前後を測る。検出時には

直径20cm前後の柱痕跡が観

察された。柱穴の埋土は暗灰

褐色粘質土で、埋土より土師

器の小破片が少量出土した°

Fig．150SB－1629遺構実測図（S＝1／40）



SB－1630（Fig・151）

H－6区で検出した掘立柱建物である。1間×1

間の建物であり、検出時には竪穴住居の主柱穴の

可能性も考えられたが、掘立柱建物と判断した。

検出面の標高は8．00m前後を測る。建物規模は南

北長3．2mX東西長2・3～2・6mを測り、平面形は南

北方向　に延びる長方形を呈する。主軸はN－

22°－E方向を採る。柱穴の掘方は直径30～40cm

前後を測る円形で、検出面から柱穴底面までの深

さは10～25cm前後を測る。
Ph．171SB－1630検出状況（南東から）

Fig．151SB－1630遺構実測図（S＝1／40）

Ph．172掘立柱建物検出状況（南から） Ph1173掘立柱建物検出状況（南から）
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SB1632（Fig・152）

J－7区で検出した掘立柱建物である°1間×1間の建物で、遺構検出面の標高は6．80m前後を測る。

建物規模は南北長2・OmX東西長3．0mの平面形長方形を呈する。柱穴掘方は直径50cm前後の円形で、

検出面から柱穴底面までは60～80cm前後を測る。主軸はN－49。－E方向を採る。

Fig．152SB－1632遺構実測図（S＝1／40）

（三）土坑
調査では住居・掘立柱建物などの他に、多くの土坑が検出され

た。廃棄土坑・住居外の作業用土坑なども検出されるが、特に重

要と考えられるものを抜粋して報告する°

SK－0864（Fig・153）

K－6区で検出した土坑である。直径70cm前後の円形の土坑で検

出面から底面までは10cm前後の深さを測る。検出面の標高は7．00

m前後を測る。土坑内からは土師器塊が重ねられた状態で出土し

た。土坑内には暗褐色土が堆積する。

Fig．154に出土遺物を示した。
ノ1

1～3は土師器塊である。

175　A区の概要

Fig．153SK－0864遺構実測図（S＝1／40）



1は口径12．0cm、器

高5・9cmを測る。口

縁部は端部でわずか

に外反し、外器面は

横ナデで調整され、

内器面は横方向のヘ

ラ磨きが施される。

焼成は良好で色調は

橙色を呈する。2は

口径13．4cm、器高

6．1cm測る。口縁部

は休部より内反する。

外器面には刷毛目調

整が施される。3は

口径14・Ocm、器高

6．7cmを測る。口緑

部は強く内反する。

外器面には横方向の

ヘラ磨きが施され、

内器面には放射状の

ヘラ磨きが施される。

∈

Fig．154SK－0864出土遺物実測図

（S＝1／4）

Ph・174SK－0864遺物出土状況（北西から）

Ph．175SK－0864遺物出土状況（南東から）

4は土師器高坏であ

る。口径14．4cm、底径10．0cm、器高10・4cmを測る。わずかに内反する口緑部を持ち、坏部内器面

には横方向のヘラ磨きが施される°　色調は橙色を呈する。これらの出土遺物よりこの土坑の年代は6

世紀前半頃の時期が考えられる。

Fig155
SK11226土層　1　暗褐食砂質土

2．貴褐色砂質土

Fig．155SK－1226遺構実測図（S＝1／20）

SK－1226（Fig．155）

ト13区で検出した土坑である。長軸

1・7mX短軸11mを測る楕円形の土坑

で、検出面から底面までは20cm前後

の深さを測る。検出面の標高は5．50m

前後を測る。土坑内より土師器甑が潰

れた状態で出土する。

Fig．156に出土遺物を示した。

1は土師器高坏坏部片である。残存

高は9．7cmを測る。2は土師器甑であ

る。把手は差し込み部より欠損してい

る。口径27．4cm、底孔径10．8cm、器

高18・9cmを測る。外器面には縦方向

の刷毛目調整が施され、内器面はヘラ

削りが施される。色調は橙色を呈する。
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Ph．176滑石製石錘出土状況・近景（北東から）

Fig・156SK－1226出土遺物実測図（S＝1／4）

Ph．177滑石製石錘出土状況（北東から）

（四）その他の出土遺物（Fig・157・Fig．158・Fig・159）

これまでは住居・掘立柱建物・土坑などの遺構とその遺物について報告を行ってきたが、それ以外に

も重要と思われる出土遺物についての説明を行いたい。これらの遺物の大半は遺構検出時に検出・出土

したものである。

1・2は土師器塊である。1は復元口径11．0cm、器高5．7cmを測る。2は復元口径16．4、器高5・5cm

を測る。3は土師器高坏坏部片である°復元口径13・8cm、残存高3．3cmを測る。口縁部は如意形を呈す

る°　4～8は土師器高坏脚部片である。

9は製塩土器である。底径6．2cm、残存高7．2cmを測る°　脚部にはヘラ磨きが施され、色調は暗赤褐

色を呈する°10～14は土師器高坏脚部片である。10は底径10・8cm、残存高5．8cmを測る°13は裾部に

向かって直線的に開く脚部を持つ。底径13．6cm、残存高8．0cmを測る。

15・21は土師器の鉢である。15は孔径16・6cm、底径5・8cm、器高9．3cmを測る°　色調は褐色を呈す

る。21は復元口径16・Ocm、残存高8．0cmを測る°16～20は土師器壺の言縁部片である。22～26は土師

器壺の上半部片である。22は復元口径14．6cm、残存高11・5cmを測る。内器面には指ナデ調整痕が残る。

27は手担土器である。28は蛸壺である。口径5．0－5．2cm、器高8．2cmを測る°

29～31は土師器甑の把手片である。いずれも胴部にナデ付けられる把手である。

32・33・41は須恵器坏蓋である°　32は復元口径14．2cm、器高4．0cmを測る。41は復元口径16・4cm、

器高3．0cmを測る。34～40は須恵器坏である。34は口径11・Ocm、器高4．6cmを測る°　39は口径12．4cm、

器高4．4cmを測る。

42・43は須恵器趣の口縁部片である。42は復元口径13・6cm、残存高4．5cmを測る。頸部には波状紋

が施される。43は復元口径14．0cmを測る。44は須恵器壺の言緑部片である。
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45・46は須恵器趣の胴部片である。45は胴部径9．4cm、残存高7・2cmを測る。46は胴部径9．8cm、残

存高7．2cmを測る。櫛状工具突端部により刺突文が施される。47は須恵器壺の口縁部片である。

48は須恵器甕の胴部片である。49は須恵器平瓶である。断面が方形の把手が接合される。50は須恵

器蓋である°　51～55は須恵器壺の口緑部片である。
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Fig・157その他の出土遺物・古墳時代1（S＝1／4）
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Fig．159－56は滑石製有孔円盤の鏡模倣品である。残存長4．1cm、残存幅5．2cm、器厚0．9cm、重量23．9

gを測る°他の小型の有孔円盤と同じく外形は八角形を意識して削り出されている°二つの穿孔は両方

向から行われており、縁辺部は面取りされる。57は滑石製勾玉である。穿孔は行われていない。全長

1・8cm、全幅1・15cm、全厚0・5cmを測る。58は中世の溝であるSD－1025から出土した滑石製の子持勾玉

である。溝の西側方向に存在する流失した住居などの遺構から流入したものと考えられる。両端部は欠

損しており、腹面に配置された子勾玉がかろうじて残存する°　残存長41cm、残存幅2．85cm、残存厚

1・55cmを測る。60は滑石製石聖である。残存長10．1cm、全幅4・5cm、器厚1．3cmを測る°

60は有溝の滑石製石錘である。紐掛け用の溝は十字形に器面を全周する°　59は滑石製石錘である。長

軸両端部に紐掛け用の切り込みを施す°　全長8．4cm、全幅4．3cm、残存厚1．7cm、重量73・3gを測る。

61・64～66は滑石製の有頭石錘である。この項で説明を行ったが、弥生時代中期頃に属する遺物であ

る。61は残存長12．6cm、胴部直径3・3～3・5cmを測り、重量は156．9gを測る。64は全長8・6cm、全幅

1・5cmを測る。65は全長10・2cm、胴部直径2・Ocmを測る。66は両端部が欠損する°
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78・89はガラス製の小玉である。78は淡緑色の色調を呈し、直径3mm、器厚3．5mmを測る。89は濃緑

色を呈し、直径3．5mm、器厚2．5mmを測る。いずれも遺構検出時に出土したものである。

87・88は滑石製白玉未製品である。方形チップに穿孔が行われたもので、円形に研磨する工程を残す。

欠損のため廃棄されたものか。67～77・79～86は滑石製臼玉である。以下の表に各法量・重量を示す°

A区遺構検出面出土滑石白玉計測表（単位はmm、g）

1長 径 ×短 径 ×器 厚 ：重 量 l長 径 ×短 径 ×器 厚 ：重 量 l長 径 × 短 径 × 器 厚 ：重 量

6 7 8 ・1 × 7 ．8 × 3 ・7 5 i o ・3 5 7 4 7 ・8 × 7 ・4 × 4 ・8 i o ・4 3 8 2 4 ．8 × 4 ．7 × 2 ．5 5 i o ・0 8

6 8 6 ・8 × 6 ・7 －× 5 ・2 ：0 ．3 2 －7 5 9 ．3 × 8 ・9 5 × 3 ．0 5 ：0 ・4 1
1

8 3 4 ．2 5 × 4 ．2 × 1 ．7 ：0 ．0 6

l
6 9 17 ．8 × 7 ・6 × 3 ．6 ：0 ．3 8 7 6 16 ．6 5 × 6 ．3 5 × 3 ．0 ：0 ．1 7 8 4 14 ・9 × 4 ・1 5 × 2 ．2 ：0 ・0 8

7 0 7 ．8 × 7 ．2 × 2 ・6　 ：0 ．1 6 7 7 5 ．9 × 5 ．9 × 3 ．0 9 ：0 ．1 7 8 5 4 ・9 ×4 ・7 × 1 ．7　 ：0 ．0 6

7 1 6 ．9 5 × 6 ．7 × 3 ．5 ：0 ．2 1
1

7 9 5 ．5 × 5 ・4 5 × 2 ．2 ：0 ・0 7

1
8 6 4 ．3 × 4 ．2 × 1・6 5　－：0 ・0 4

l
7 2 16 ・0 5 × 6 ．0 × 3 ．5 ：0 ．2 0 8 0 15 ．8 5 × 5 ．5 × 3 ．1 5 ：0 ・1 7 1

－
1

7 3 8 ・3 × 7 ．5 × 5 ．8 9 ；0 ・6 7 8 1 5 ・2 × 5 ．0 × 2 ・5 ；0 ・0 8 1
1
．

（五）礫石錘（Fig．160・Fig・161・Fig・162・Fig・163）
A区の調査では、百点以上の礫石錘が出土している。これは該期の生活形態が漁労に比重を置いたも

のであったことを裏付けるものであろう。これまでに説明しきれなかった遺構から出土した礫石錘の出

土地点・法量・重量を以下の表に示す°

三苫遺跡第5次調査A区出土礫石錘一覧表

図 面 番 号 出土 遺 構 法 量 （c m ） 重 量 （g ） 図面 番 号 出土 遺 構 法 量 （c m ） 重 量 （g ）

F ⅰg ・1 6 0－1 S P －0 0 0 4 6・5 × 5 ．4 × 1．4 、 6 2．0 1 F ig ・1 6 2 －3 7 S D －1 0 2 5 7．9 × 6 ．1 × 1・9 1 1 6．8 8

F ig ・1 6 0－2 S P －0 0 6 2 5・8 × 4 ．5 × 1．1 4 2・2 7 F ⅰg ・1 6 2 －3 8 S D －1 0 2 5北 側 包 含 層 5．0 × 5 ・1 × 1・4 4 6 ・4 9

F ig・1 6 0－3 S P－0 3 9 7 床 面 上 9．2 × 5．7 × 2・5 1 8 2．5 4 F ig ．1 6 2 －3 9 S D 11 0 2 5 （L －1 0 ） 6．9 × 5 ．5 5 × 1．4 9 0 ．9 0

F ig．1 6 0－4 S K －0 5 2 5 6 ．8 × 5・5 × 2．0 1 0 7．0 3 F ig ．1 6 2－4 0 S D －1 0 2 5 5．4 × 7．5 × 2．1 5 1 3 2．1 5

F ig・1 6 0－5 S D －0 7 0 6 ’ 7 ・3 × 5．6 × 1．6 1 0 5．9 6 F ig ．1 6 2－4 1 S X －1 3 0 2 7．9 × 6 ・6 × 1．8 1 6 8．4 3

F ig．1 6 0－6 S C －0 8 7 6 7 ．5 × 6．2 × 2・0 1 1 3．8 4 F ig ．1 6 2 14 2 S X －1 3 0 2 5．8 × 5 ・3 × 2・2 8 6 ．0 4

F ig．1 6 0－7 S K －1 1 0 1 7 ・2 × 5．5 × 2・0 1 1 2．4 6 F ig ．1 6 2－4 3 神 社 表 採 2．9 × 3 ．5 × 1・3 1 3 ．7 7

F ig・1 6 0－8 S P－1 1 4 6 7 ．4 × 6・1 × 2．2 1 3 4．5 8 F ig ・1 6 2－4 4 神 社 表 採 7 ．4 × 6・9 5 × 2．4 1 7 7・2 1

F ig．1 6 0－9 S K －1 2 1 3 8 ・2 × 6・6 × 2 ．4 1 7 8．4 4 F ig ・1 6 2一4 5 神 社 表 採 7 ・9 × 6．5 5 × 1．6 5 1 6 6．2 5

F ig ・1 6 0 －1 0 S D 一1 2 6 2 5 ．2 × 4 ．2 × 1 ・3 4 4．7 5 F ig ・1 6 2－4 6 神 社 表 採 6 ．8 5 × 6 ・8 × 1・8 1 0 2．5 0

F ig ．1 6 0 －1 1 S K －1 2 7 0 7 ・2 × 6．5 × 2 ．0 1 6 0・6 7 F ig ．1 6 2－4 7 神 社 表 採 6 ・7 × 6．0 × 2．1 1 3 0 ．8 3

F ig ・1 6 0 －1 2 S K －1 4 7 3 7．8 × 7．2 × 2 ．0 1 5 7・7 3 F ig ．1 6 2－4 8 神 社 表 採 7 ．4 × 6・8 5 × 1．8 1 1 9 ．8 1

F ig ．1 6 0 －1 3 S P －1 6 3 5 5・5 × 5・3 × 1・1 7 8．8 8 F ig ・1 6 2－4 9 神 社 表 採 9．6 5 × 7．5 5 × 2．2 5 2 5 4 ・1 2

F ig ・1 6 0 －1 4 S P －1 6 3 5 8 ．0 × 6・9 × 2 ．5 1 9 9．8 8 F ig・1 6 2－5 0 南 端 遺 構 検 出 9 ・1 × 6．7 5 × 2・0 2 1 0 ．0 1

F ig ．1 6 0 －1 5 －S D －1 0 0 0 下 流 域 7・5 × 6．5 × 1．5 1 3 3．4 5 F ig・1 6 2－5 1 包 含 層 5・8 5 × 3．5 × 2 ．7 7 3．2 6

F ig ．1 6 0 －1 6 S D －1 0 0 0 付 近 包 含 層 8．7 × 6・5 × 2 ．3 1 9 9．8 5 F ig．1 6 2－5 2 遺 構 検 出 6 ・9 × 5．3 × 1．4 7 1・0 6

F ig ．1 6 0－1 7 S D －1 0 0 0 付 近 包 含 層 6．4 × 4．9 × 1・9 9 3 ・2 7 F ig・1 6 2－5 3 北 側 谷 部 9．0 × 6．7 × 2．1 5 1 8 6 ．1 1

F ig ・1 6 0－1 8 S D －1 0 0 0 付 近 包 含 層 5・7 × 3 ・9 × 2 ．4 9 1．0 2 F ig．1 6 3－5 4 北 側 谷 部 7．8 × 5 ・6 × 1．9 5 1 3 0 ・4 0

F ig ・1 6 1－1 9 S K －1 1 0 0 8・0 × 7 ．0 × 1．9 1 7 6 ・7 8 F ig ・1 6 3 －5 5 北 側 谷 部 5・9 × 5・4 × 1．7 7 4．2 9

F ig ・1 6 1－2 0 S K －1 1 0 0 8・1 × 6 ．8 × 2．4 1 9 2 ．7 0 F ig ．1 6 3 －5 6 北 側 谷 部 4 ．3 × 6 ・0 × 1．2 5 5．2 8

F ig ・1 6 1－2 1 S K －1 1 0 0 6・4 × 6 ．1× 1・6 5 1 3 3 ．5 0 F ig ．1 6 3 －5 7 北 側 谷 部 5．8 × 8 ・3 × 1．7 1 4 5．7 7

F ig ・1 6 1－2 2 S K －1 1 0 0 7・0 × 7 ・2 × 1．9 1 3 1．6 4 F ig ．1 6 3 －5 8 北 側 谷 部 6．8 × 6 ．3 × 1．6 1 2 5．2 9

F ig ．1 6 1－2 3 S K －1 1 0 0 6・2 × 5 ．8 × 2．3 1 2 3 ．2 6 F ig ．1 6 3 －5 9 北 側 谷 部 8．2 × 7 ．1 × 1．5 1 5 5．2 1

F ig ．1 6 1－2 4 S D －1 0 0 0 7．5 × 4 ・9 × 1．8 1 3 4 ．8 2 F ig ．1 6 3 －6 0 北 側 包 含 層 6・4 × 7 ．4 × 1・4 7 6・0 0

F ig ．1 6 1－2 5 S D －1 0 0 0下 流 域 7．3 × 6 ．4 × 1・5 1 5 1．6 5 F ig ．1 6 3 －6 1 北 側 包 含 層 5．4 × 5 ・3 5 × 2・0 8 1 ・2 5

F ig．1 6 1－2 6 S D －1 0 2 5北 側 包 含 層 7 ・8 × 6．5 5 × 1・8 1 2 7．3 2 F ig ・1 6 3 －6 2 北 側 包 含 層 5．6 × 7．2 × 2．1 5 1 2 4．0 0

F ig．1 6 1－2 7 S D －1 0 2 5北 側 包 含 層 6 ．5 × 6．8 5 × 1．9 5 1 4 3・2 1 F ig ・1 6 3－6 3 北 側 包 含 層 7．0 × 6 ．3 × 1．8 1 4 2・3 2

F ig・1 6 1－2 8 S D －1 0 2 5 6 ・0 × 6・4 × 1．7 1 1 1．3 5 F ig ．1 6 3－6 4 北側 谷 部 9・0 × 8・6 5 × 3．4 4 2 1・9 1

F ig．1 6 1－2 9 S D －1 0 2 5 5 ・7 × 5．7 × 1．5 1 0 0・1 3 F ig ．1 6 3 16 5 北 側 包 含 層 6．8 × 9 ・9 × 1．7 2 0 3・8 8

F ig．1 6 1－3 0 S D －1 0 2 5 8 ．7 × 7．3 × 2・8 2 2 3・9 6 F ig ．1 6 3 16 6 北側 包 含 層 7 ・3 × 6 ．0 × 1．9 1 2 9 ・2 1

F ig・1 6 1－3 1 S D －1 0 2 5 （L －1 0 ） 6 ．0 × 6．2 × 2．3 1 2 3・4 0 F ig ・1 6 3－6 7 北側 包含 層 6 ・1 × 6．5 × 1 ．7 1 0 5 ・2 0

F ig．1 6 1－3 2 S D －1 0 2 5 6 ．5 × 6．－5 ×2 ・2 1 3 2・4 7 F ig ・1 6 3－6 8 北 側谷 部 7 ・9 × 5．8 × 2 ．8 1 9 3 ．6 4

F ig．1 6 1－3 3 S D －1 0 2 5 （L －1 0 ） 6 ．9 × 6．5 × 1．3 1 2 4．0 2 F ig ．1 6 3－6 9 S D －1 0 2 5 （L －1 0） 4 ．7 × 3．2 × 1・3 2 3．8 5

F ig ・1 6 ト 3 4 S D －1 0 2 5 5．3 × 6．6 × 2 ．7 1 3 5．4 0 F ig ．1 6 3－7 0 S D －1 0 2 5 4 ．3 × 2．7 5 × 1 8 2 7．5 6

F ig ．1 6 1－3 5 S D －1 0 2 5 7．2 × 5．5 × 2 ．7 1 3 6．8 1 F ig ・1 6 3－7 1 S D －1 0 2 5 5・0 × 3．6 × 1．4 5 3 1．0 1

F ig ．1 6 ト 3 6 S D －1 0 2 5 7．2 × 6・0 × 2 ・2 1 0 3．0 2
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Fig．160その他の出土遺物・古墳時代4（S＝1／2）
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Fig．161その他の出土遺物・古墳時代5（S＝1／2）
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Fig．162その他の出土遺物．古墳時代6（S＝1／2）
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Fig．163その他の出土遺物・古墳時代7（S＝1／2）
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e．古代・中世の調査
A区では、調査区の南側と西側部分にて古代．中世に属する遺構と遺物が検出される。A区に隣接

する第2・3次調査地点においても古代・中世に属する遺構と遺物は検出されているが、検出はわずか

であり該期の景観は不明確な点が多かった。第1次・第4次調査では古墳時代以前に遡る遺構の検出

はほとんどなく、古代．中世の遺構が中心となって検出されていた。特に第1次調査では、古代の掘

立柱建物2棟・生産遺構などの集落址が検出され、「厨戸」の可能性が指摘されている。また、第5

次調査地点の西側には古代からの伝承が残る綿津見神社が建立されており、A区においても該期の遺

構の検出は予想されていた。

古代の遺構は掘立柱建物等が検出される。前項の古墳時代での報告において説明を行った掘立柱建

物等は7世紀初頭をその年代の上限として考えられるが、実際には8世紀前後の時期まで存続してい

たものと考えられ、第1次調査で検出された掘立柱建物・生産遺構などと同一の集団によって営まれ

たものと考えられる°　第2・3次調査においても数棟の掘立柱建物が調査されており、主軸方向を揃

えるものが検出される。A区において検出された掘立柱建物もほぼ同一方向の主軸を採っており、規

則的に配置された建物群が復元される。その用途・性格については本調査では明らかすることはでき

なかったが、第1次調査で報告された「厨戸」の可能性が考えられよう。

中世の遺構は、掘立柱建物・井戸．溝・廃棄土坑・土坑墓・建物としてまとめきれなかった柱穴群

などが検出された。これらの遺構は調査区の全域で検出されるが、特に調査区南側に集中して検出さ

れた。B．C－6・7・8とした地区では濃密に重複する柱穴群が検出され、復元される建物は柱筋を揃え

数回の建て替えが行われている。これらの建物はN－30。－E前後の方向に主軸を採り、南北長8m

以上、東西長3m前後を測るものが復元される。また、同様の建て替えが行われたことを想定できる

建物がB・C－10・11とした地区においても検出される（Ph・178・Ph179）。建物の主軸は同一方向を

採り、建物もほぼ同規模のものが復元された。これらの建物の背面にあたる西側には開墾によるもの

と思われた段が造成されているが、段の下には中世の区画溝（SD－1248）が検出され、段は中世の段

階に造成されたものであることが判明した。方形区画の溝を掘削し、その範囲内に建物を複数配置し

ている状況が検出される。敷地内には石組井戸（SE－0154・SE－1642）が2基、桶を井筒として使用

したと考えられる井戸1基（SE－0241）等の遺構の他に、廃棄土坑（SK－0155・SK－1100）が検出

される。調査区東側においても方形の区画溝（SD－1025）が検出されるが、溝内は削平が著しく建物

遺構などの検出はなかった。これらの遺構の検出により中世の段階に周辺域に方形区画を持ち規則的

に建物を配置する屋敷地群が展開していたことが明らかとなった。

Ph・178掘立柱建物検出状況（北東から） Ph．179掘立柱建物検出状況（北東から）
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（一）建物・土坑

古代に属する遺構については前項の古墳時代で報告を行っているため、中世の遺構．遺物を中心に

説明を行う。前述の方形区画を伴う屋敷地についての個別の遺構実測図は割愛した°　付図2を参照し

てもらいたい。中世に属する遺構は前述したとおり、掘立柱建物・井戸．廃棄土坑・土坑墓・溝等が

検出されている。全体の遺構配置については詳細な検討を行っていないため、該期の景観復元はでき

ておらず、今後の課題としたい°

SK－0018（Fig・164）

J・K－2区で検出された掘立柱建物である°　丘陵東側斜面の標高10・5m前後の地点で検出される。

丘陵斜面を長方形に削り込み、内部に掘立柱建物を造営する。東側は畑地開墾により2mほど掘り下

げられており、建物の西側部分の柱穴列のみが検出された。現状では南北3間部分の柱穴列4．8m分

と南北2間分の柱穴列3．6m分が検出される。建物の山側である西側部分には幅2m前後の溝を巡ら

せ、その内部の一段高い場所に建物を建てる。建物の主軸はN－4°－W方向を採る。検出された二

列の柱穴列は廟付建物などの同一建物の可能性も考えられたが、柱間隔が異なることや、柱筋が通ら

ないことから、西側の柱穴列は柵などの施設と考え、東側の柱穴列が2間×2間の建物であると考え

Fig・164SK－0018遺構実測図（S＝1／80）
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た。西側には何度も作り替えられた柵列

が検出されており、比較的長い存続期間

が想定される。2間×2間の掘立柱建物

の柱穴は直径40cm前後の円形で、検出面

から柱穴底面までは80cm前後を測る。柱

穴鹿部には柱の沈み込みを防ぐための礫

が検出される。

Fig．165に出土遺物を示した。

1は土師器坏である。口径9．0cm、器

高2．0cmを測る。鹿部はヘラ切りされ、

色調は褐色を呈する。2は白磁碗である。

復元口径16・0cm、残存高5．0cmを測る。

体部下半より露胎とする碗で、釉調は乳

白色を呈する°

3は滑石製容器である°　鹿部は平底に

削り出され、器面全体に削り痕が残る。

これらの出土遺物よりこの建物の年代

は11世紀後半から12世紀前半の時期が考

えられる。

Fig・165SK－6018出土遺物実測図（S＝1／1．1／2）

SK－0773（Fig．166）

調査区南端のC－13区で検出した土坑である°　土坑南側は攪乱のため消

滅しており、正確な平面形は不明である。検出面から土坑底面までの深

さは20cm前後を測り、土坑内から土師器皿・青磁碗などの遺物が出土

する。土坑埋土は暗褐色土であり、やや粘性を帯びる。

Fig．167に出土遺物を示した。

1は龍泉窯系青磁碗である°　口径16．4cm、高台径5・2cm、器高6・8cm

を測る°　外器面には鏑蓮弁文が施され、内器面の素地面にはヘラ削り痕

が残る。釉調は淡オリーブ色を呈し、氷裂が見られる。釉は畳付きまで

施され、高台内は露胎とする°

Ph．180－SK－0773遺物出土状況・青磁碗（北西から）

Fig・166SK－0773遺構実測図
（S＝1／40）

Fig・167SK－0773出土遺物実測図（S＝1／2）
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SK－0873（Fig．168）

K－8区で検出された土坑墓である°　古墳時代の方形竪穴住居

であるSC－0871を切るように掘削される。検出面の標高は6・40

m前後を測り、北側半分は畑地開墾に伴う農水路の掘削により

底面以下の高さまで消滅している。検出された部分での平面形

は長方形を呈し、全長2．0m、残存幅0・63mを測る。検出面から

土坑底面までの深さは15cm前後を測る。土坑主軸はN－46°－

W方向を採る°　土坑底面西側から土師器坏・土師器皿・土錘など

の遺物が出土した。

Fig・169に出土遺物を示した。

1は土師器皿である°　口径10・Ocm、底径7．2cm、器高1．6cm

を測る°　鹿部は糸切りされ、色調は褐色を呈する。2は土師器

坏である°　口径11．4cm、底径8．6cm、器高2．0cmを測る°　鹿部

は糸切りされ、体部はナデ調整される。3は礫石錘である。長

軸方向に全周するように切り込みが施され、糸掛かりを作る。

全長7．9cm、全幅2・9cm、全厚2．5cmを測る。

SK－1101（Fig・170）

E－13地区で検出された土坑である。農水路によって西側を

切られる。検出面の標高は6．30m前後を測る。現状での平面

形は南北方向に延びる楕円形を呈し、長径1．4mX短径1．2m

前後を測る°　検出面から土坑底面までは20cm前後の深さを

測り、砂質を多く含む暗褐色粘質土が堆積する°　土坑内から

は土師器坏・龍泉窯系青磁碗などの遺物が出土した。

SK1249（Fig・171）

B－8区南側で検出した土坑である。平面形は東西方向に

延びる楕円形を呈し、長径2．4mX短径1・7mを測る°　検出面

の標高は610m前後を測り、検出面から土坑底

面までは50cm前後を測る。土坑内には上層に暗

灰褐色砂質土が堆積し、下層には暗褐色粘質土

が堆積する。土坑内から土師器坏などの遺物が
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Fig・168SK－0873遺構実測図（S＝1／40）

Fig．169SK－0873出土遺物実測図（S＝1／2）
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Fig・171SK－1249遺構実測図（S＝1／40）



SK－1100（Fig．172）

C－12区で検出した廃棄土坑である。平面形は南北方向に延びる楕円形を呈しており、長径3・75

mX短径2・57mを測る。検出面の標高は6．00m前後を測り、検出面から土坑底面までは1．0m前後の

深さを測る。土坑の埋土は西側からの流入層が多く、上層の1層には暗褐色土が堆積する。1層には

炭化物・土師器坏．土師質土器などの遺物が多く含まれる。2層には黒灰色粘質土が堆積し、拳大の

礫や土器片等が検出される。埋没段階に廃棄土坑として転用された可能性も考えられる。土層観察か

ら埋没途中に掘り直しが行われており、それ以前の埋没層からは遺物の出土はなかった°　土坑内には

直径1・4m前後の円形土坑が掘削される。第一次掘削段階の土坑であり、用途は判然としなかった°

上層部分から検出される土鍋などの遺物は被熱しているものが多く、使用中に破損したものが廃棄さ

れたものと考えられる。遺物はコンテナケース4箱分の土師器皿・土師器坏・土師質土器・瓦質土

器・青磁碗．滑石製品が出土した°

Fig．173に出土遺物を示した。

1～30は土師器皿である。1は口径9．0cmi器高1．5cmを測る。2は復元口径8．0cm、器高1．3cm

を測る°　3は口径8．4cm、器高1．2cmを測る。4は口径8・Ocm、器高1・1cmを測る°　5は復元口径

8．0cm、器高1．2cmを測る。6は復元口径7．6cm、器高1・2cmを測る。7は口径9．0cm、器高1．3cm

を測る。8は復元口径8．1cm、器高1．4cmを測る°　9は復元口径7・4cm、器高1．5cmを測る。10は口

径8・Ocm、器高1．5cmを測る°11は復元口径9．6cm、器高1・2cmを測る°12は復元口径9．0cm、器高

1．5cmを測る。13は復元口径8．4cm、器高1．2cmを測る°　いずれも鹿部は糸切りされ、板目圧痕を持

つものもある。焼成は良好で、色調は褐色から橙色を呈する。

14～29は土師器坏である。14は復元口径11・6cm、器高31cmを測る。15は復元口径11．6cm、器

高3．1cmを測る。16は復元口径12．0cm、器高

2．6cmを測る。17は口径13・0cm、器高2．5cmを測

る。18は口径12・2cm、器高2．9cmを測る。19は復

元口径13・6cm、器高2・8cmを測る°　20は復元口径

11．2cm、器高2・5cmを測る。21は復元口径12．4cm、

器高2．9cmを測る°　22は復元口径12・Ocm、器高

1．45cmを測る°　23は口径11・6cm、器高2・7cmを測

る。24は復元口径10．8cm、器高2．4cmを測る°　25

は復元口径12．4cm、器高3・0cmを測る。

Ph．182SK－1100遺物出土状況（西から）

Ph・181SK－1100遺物出土状況（南西から）

Ph．183SK－1100遺物出土状況（北東から）
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Fig．172SK－1100遺構実測図（S＝1／40）

Fig．172
SK－1100土層
1．暗褐色土　炭化物混入
2．黒灰色粘質土
3・黒色粘質土　灰色砂混入
4．黒灰色粘質土
5・暗灰色粘質土
6．黒灰色粘質土
7．暗灰褐色粘質土
8．暗灰褐色砂

9．暗灰褐色砂質土＋暗灰褐色粘質土
10．暗灰褐色砂質土＋黄褐色粘質土
11・暗褐色砂質土＋黄褐色粘質土

26は復元口径12・Ocm、器高2．5cmを測る。27は復元口径12・6cm、器高2．6cmを測る。28は復元

口径12．0cm、器高3・3cmを測る。29は復元口径14・Ocm、器高3．3cmを測る。

30は白磁小皿である。口径9．6cm、高台径4．8cm、器高2・4cmを測る。体部中程まで施釉され、そ

れ以下は露胎とする。31は土師質土器の香炉形土器である。復元口径6．6cm、残存高4・Ocmを測る。

32・33は龍泉窯系青磁碗である。高台部のみが出土し体部は欠損する。高台径6．0cm、6．2cmを

測る°　内面見込みには片切彫りによる文様が施される。釉調は暗オリーブ色を呈する°

34～36は瓦質土器の片言鉢である。34は口径26．6cm、器高9・9cmを測る。片言部は指押さえで成

形され、ナデ調整される。焼成は良好で色調は灰褐色を呈する。35は復元口径27・6cm、器高

10．6cmを測る。内器面には横方向の刷毛目調整が施され、三本一組の条線が日録部方向に向かって

施される。36は復元口径23．4cm、残存高7．9cmを測る。内器面には細かい刷毛目調整が施されてい

る。

37・38は瓦質土器の捨鉢である。37は口径27．4cm、器高10．1cmを測る。外器面には指頭圧痕が

残り、内器面には刷毛目調整が観察できる。焼成は良好で色調は暗灰褐色を呈する°　38は復元口径

30．0cm、残存高10．6cmを測る。外器面には指頭圧痕と刷毛目調整が残り、内器面には横方向に施さ

れる刷毛目調整が観察できる。焼成は良好で色調は灰褐色を呈する。39は滑石製石鍋である。復元

口径21・2cm、残存高5・2cmを測る。外器面は激しく被熟し炭化物．煤が付着する。内器面には付着

物はなく丁寧に研磨されている。40～42は土師質土器の土鍋である。40は復元口径34・2cm、残存高

13・Ocmを測る°　体部は被熱により一部赤変化する。41は口径35．2cm、残存高16．1cmを測る。外器

面鹿部付近と内器面は刷毛目調整が施される。42は復元口径38．6cm、残存高12・Ocmを測る。被熱

による摩滅で外器面の器面調整はほぼ失われる。

これらの出土遺物よりこの土坑の年代は13世紀後半頃の時期が考えられる。
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Fig・173SK－1100出土遺物実測図（S＝1／4）
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（二）掘立柱建物
中世に属すると考えられる掘立柱建物は前述のように多数検出されたが、建物として復元できたの

は数棟だけであった。これらの建物からは遺物の出土はなく正確な時期は比定Lがたい。

SB－1627（Fig．174）

D－8区で検出した2間×2間の掘立柱建物である。建物を検出した遺構面の標高は6．90～7．00m前

後を測る。建物規模は南北長4．0mX東西長4．5mを測り平面は東西方向に延びる長方形を呈する。建

物の主軸はN－29。－E方向を採る。柱穴の掘方は直径20～30cm前後の円形で、検出面から柱穴底面

までは20－40cm前後を測る。柱穴底面には径15cm前後の柱圧痕が残る。

三二三

◎一一一一

◎

Fig．174SB－1627遺構実測図（S＝1／40）

SB－1628（Fig・175）

E－11．12区で検出した2間×2間の掘立柱建物である。建物を検出した遺構面の標高は6．80m前後

を測る。建物規模は南北長3．8mX東西長3・6mを測り平面はやや南北方向に延びる長方形を呈する。
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建物の主軸はN－40。－W方向を採る。柱穴の掘方は直径20～30cm前後の円形で、検出面から柱穴

底面までは30～40cm前後を測る。柱穴底面には径20cm前後の柱圧痕が残る。柱穴埋土は暗灰褐色

粘質土で、礫が一点出土した。

◎　　◎

ノ♂

Fig．175　SB－1628遺構実測図（S＝1／40）

SB－1631（Fig・176）

H・I－9区で検出した掘立柱建物である。2間×2間の総柱建物であり、検出した遺構面の標高は

6．90～7・00m前後を測る。建物規模は南北長4・8mX東西長4．4mを測り、平面形はやや南北方向に延

Ph・184SB－1631検出状況（南東から） Ph．185SB－1631検出状況．近景（南東から）
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びる長方形を呈する。建物の主軸はN－31。－E方向を採る。柱穴の掘方は直径20－40cm前後の円形

を呈し、検出面から柱穴底面までは15～40cm前後を測る。柱穴底面には径15cm前後の柱圧痕が残

る。柱穴内には暗灰褐色粘質土が堆積していた。

以上のように中世に属する掘立柱建物について報告を行ってきたが、これらの建物はN－30。－E前

後、またはこれに直交するの方向に主軸をとるものが多い。中世中頃の時期に付近一帯には規則性を

持って建てられた建物群が存在していたことが推測される°

オ／

195　A区の概要

Fig．176SB－1631遺構実測図（S＝1／40）



（三）井戸
A区の調査では5基の井戸か検出された。いず

れも中世の時期に属するもので、有機質の井筒を

持つものと石組の井筒を持つものに分けられる。

なお、調査区南側の地点では標高4・5～4．8m前後

の高さで涌水する。調査区北側では4．00m前後で

の涌水が確認された。調査区南側で検出された井

戸3基についての報告を行う。

SE－0241（Fig・177）

B－9．10で検出された井戸遺構である。南側半

分は調査区外に位置しているため、北側半分の調

査を行った。直径2．6m前後の掘方を持ち検出面

から井戸底面までは1．7m前後を測る°　土層観察

より井筒は抜き取られていることが分かる。井戸

底面から桶の底が検出される。埋土からは土師器

皿・土師器坏・貿易陶磁・瓦質土器などの小片が

出土した。

Ph．186SE－0154完掘状況（南から）

Ph．188SE－1642完掘状況（東から）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

6・00m

Fig．177SE－0241遺構実測図（S＝1／40）

Ph・187SE－0154完掘状況．部分（南から）

Ph．189SE－1642完掘状況・部分（西から）
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SE－0154（Fig．178）

B－8区で検出された石組井戸遺構である。検出面の標高は6・20m前後を測る。井戸の掘方の直径は

長軸2．7m×短軸2．0mを測る。涌水が激しく倒壊の危険性があったため完掘していない°石組は10

段前後が積まれる。上面では30cm前後大きさの扁平な石材を使用し形を整える。中段付近はやや小

振りな礫を使用し井戸の平面形は多角形状になる。鹿部近くでは長さ50cm前後の石材が使用されほ

ぼ方形に組まれる。遺物は埋土より土師器皿・土師器坏・貿易陶磁片などが出土した。

SE1642（Fig．179）

B－7区で検出された石組井戸遺構である。検出面の標高は6．50m前後を測る。井戸の掘方ほぼ円形

を呈し、直径は2．2～2．3mを測る。石組の中段より上部は廃絶時に抜き取られており、下段3段分が

検出される。平面形はほぼ方形を呈するように石材の面を揃えて組まれている。石組の下には井筒

が検出されるものと考えられるが、壁面が涌水によってゆるみ崩壊の可能性も考えられたため、下

部の調査は断念した。埋土より土師器皿・土師器坏・貿易陶磁片・瓦質土器などの遺物が出土した。

Fig．178SE－0154遺構実測図（S＝1／40）
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Fig．179SE，1642遺構実測図（S＝1／40）



（四）溝
A区では多数の溝遺構が検出された。こ

れらの溝の多くは人為的に掘削されたもの

ではなく、雨水などの作用によって遺構面

が削られてできた自然流路と考えられ、流

路上に存在していた遺構の遺物を包含す

る。人為的に掘削された遺構として認定で

きるのは、中世の方形区画溝などがある°

SD－1025．SD－1248等があげられる°

SD－1248は前述のように一辺35m前後

の方形区画を巡るように掘削された溝であ

り、その内部には建物・井戸・廃棄土坑な

どが検出された。

SD－1025

H～し10・11区で検出される溝遺構であ

る。G－11・12区では農水路が重複するよ

うに掘削されており溝の肩は失われる。

H－10区でほぼ直角に折れ、北東方向へ延

びる。角の溝底面には10cm程度の礫が敷

き詰められていた°　溝はN－30。－E、ま

たはこれに直交する主軸で掘削される°　こ

のSD－1025とSD－1248はほぼ同方向に掘

削されており、隣接する屋敷の区画溝と考

えられた。区画内で検出される遺構の主軸

もほぼ同方向を採ることもこれを裏付ける

ものであろう°　SD－1025の幅は1m前後

を測り、検出面から底面までの深さは30

～50cm前後を測る°　溝の断面形は緩いU

字形を呈しており、溝内には暗灰褐色砂質

土が堆積する。
Fig．180SD－1025出土遺物実測図（S＝1／2）

Ph．190SD－1000土層断面（北東から） Ph．191SD－1025土層断面（北東から）
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Fig・180に出土遺物を示した。

1は白磁碗である°　復元口径16．0cm、残存高4．6cmを測る。体部中程まで施釉し、以下を露胎と

する。外器面にはピンホールが観察される。釉調は淡乳白色を呈する。2・3は龍泉窯系青磁碗であ

る。2は復元口径16・2cm、残存高5・7cmを測る°　3は口径16・4cm、高台径6．0cm、器高6．1cmを測

る。共に外器面には鏑蓮弁文が施される。4は石錘である。

その他の出土遺物（Fig．181）

これまでの報告では遺構から出土した遺物についての説明を行ってきたが、遺構検出時．他の時期

の遺構からも古代・中世の遺物が出土している。以下にその遺物についての説明を行いたい。

1～4・10～12は土師器皿である。1は口径7．0cm、底径5．6cm、器高1．6cmを測る。鹿部は糸切

りされる。2は口径9・8cm、器高1．3cmを測る。鹿部はヘラ切りされる皿で、焼成は良好で色調は褐

色を呈する°　3は口径9．8cm、器高1．2cmを測る。鹿部はヘラ切りされる。4は復元口径10．0cm、

器高1．3cmを測り、鹿部はヘラ切りされる。焼成は良好で、色調は淡褐色を呈する。10は復元口径

8．2cm、器高1．0cmを測る。鹿部はヘラ切りされる。11は復元口径9．8cm、器高1．35cmを測る。鹿

部は糸切りされる。焼成は良好で色調は淡橙色を呈する。12は口径9・6cm、器高1・45cmを測る。

5～9．13は土師器坏である。5は復元口径10・Ocm、器高2．7cmを測る。鹿部は糸切りされる。

6は復元口径10．0cm、器高2．8cmを測る。鹿部は糸切りされる。焼成は良好で、色調は淡橙色を呈

する。7は復元口径14．4cm、器高2．8cmを測る。鹿部は糸切りされ、板目圧痕が加えられる。焼成

は良好で色調は淡褐色を呈する°　8は口径12・8cm、底径7．0cm、器高3．0cmを測る。鹿部は糸切り

される。9は復元口径12．8cm、器高2・Ocmを測る。13は復元口径11．4cm、器高2．4cmを測る。焼成

は良好で色調は褐色を呈する。鹿部は糸切りされる。

14は土師質土器の担鉢である°　内器面には横方向の刷毛目調整が施される°　色調は灰褐色を呈す

る。15は瓦質土器の脚付盤の脚部片である。盤鹿部にナデ付けられた脚部であり、先端部は欠損す

る。色調は黒灰色を呈し、ナデ調整痕が残る。

16は瓦器椀である。口径15．6cm、高台径7．0cm、器高5．8cmを測る。鹿部はヘラ切りされ、高台が

貼り付けられる。外器面には横方向のヘラ磨きが施され、内器面にも同様に横方向のヘラ磨きが施さ

れる°　焼成は良好で、色調は黒灰色を呈する。17は黒色土器の塊である。口径17．2cm、高台径

7・2cm、器高5・8cmを測る。内器面が黒色を呈するもので、ヘラ磨きが施される。18は土師器塊であ

る。体部は欠損する°　高台径は7・6cm、残存高2．0cmを測る。鹿部はヘラ切りされ、高台が貼り付け

られる。

19は土師器坏である。復元口径14．8cm、残存高3・Ocmを測る。体部は丸味を帯び、鹿部はヘラ切

りされたものと考えられる°　焼成は良好で、色調は褐色を呈する。20は土師器坏である。復元口径

14．2cm、器高4．0cmを測る。鹿部はヘラ切りされる。焼成は良好で、色調は淡褐色を呈する°

21は須恵器碗である。言緑部付近は欠損する°　高台径は10・8cm、残存高2．9cmを測る。外鹿部付

近に断面方形の高台部が貼り付けられる。焼成は良好で、色調は灰色を呈する。22は須恵器碗であ

る。高台径9．6cm、残存高31cmを測る。高台はやや高く、断面形が長方形を呈する°

23は青磁碗である°　復元口径12．2cm、器高4・3cmを測る。釉調は淡オリーブ色を呈し、外鹿部付

近まで施釉される。15・23はSD－1248より出土した遺物である°

24は須恵質土器の碗鹿部である。底径5・6cmを測り、鹿部はヘラ切りされる。色調は灰褐色を呈する。

25は須恵質土器の壺口縁部片である。復元口径15・Ocm、残存高3．5cmを測る。口緑部付近は刷毛目

調整が施される。色調は灰褐色を呈する。26．27は土師器甕の口縁部片である。26は復元口径
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21．6cm、残存高5．7cmを測り、27は復元口径21．6cm、残存高5．3cmを測る。28は土師質土器の片言

鉢である。口径28・Ocm、器高9．6cmを測る。SK－0155より出土した°　29は瓦質土器の片口鉢である。

復元口径34・2cm、残存高9．5cmを測る。30は龍泉窯系青磁碗である。外器面には鏑蓮弁文を施し、

内面見込みには片切彫りで花文を施す。31は方形の硯である。半分が欠損する。残存長5・8cm、残存

幅6・Ocm、器高1．4cmを測る。
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Fig・181その他の出土遺物　古代・中世（S＝1／2・1／4）



3．B区の概要

B区は遺跡群の北東、第1次調査の西、丘陵の東斜面標高7m～10mの間に立地する。調査区の東

は第1次調査地点が位置する。同区は当初、区画整理予定区外であり、後に追加された地域であった。

このため未試掘であったため、まず試掘から始めた。平成12年8月7・8日に試掘を行い、対象地全域

に重機によって15本のトレンチを設定した。その結果、削平による地形の改変が著しく、特に斜面

の高所において遺構は確認されず、下所の2，522㎡について調査を行うこととなった。調査は引き続

き重機で表土を除去することから始めた。厚さ10～20cmの表土を除去すると黄褐色粘質土～粘質シ

ルトとなり、この面で遺構を検出した。検出した遺構は縄文時代及び同時代と考えられる土坑11基、

古代～中世の掘立柱建物8棟、造成遺構1、土坑、柱穴多数、近世以降の溝3条等である。出土遺物

は調査面積に比べて非常に少なくコンテナ10箱程である。

201B区の概要

Ph．192B区全景



縄文時代の調査

時期が確定できる遺構はSK－2183のみで

ある。他は遺構埋土等から同時代の可能性

を考えた。また調査区中央の不定形の窪み

（風倒木？）からは石鏃が出土している。

遺構は調査区中央から北にかけて集中す

る。

SK－2183（Fig183　Ph．193）

調査区中央に位置する。平面形は不整形

を呈し、長さ161cm、幅109cm、深さ

31cmを測る°

遺物は図化できなかったが縄文時代後～

晩期と考えられる土器片が出土している。

SK－2186（Fig・183）

調査区中央に位置する。平面形は楕円形

を呈し、中央部が一段低くなる。長さ

140cm、幅83cm、深さ36cmを測る。

出土遺物はなかったが、遺構覆土がSK－

2183と似ており同時代の可能性が考えられ

る。

SK－2188（Fig．183）

調査区北に位置する。平面形は楕円形を

呈し、長さ116cm、幅60cm、深さ23cm

を測る。

出土遺物はなかったが、遺構覆土がSK－

2183と似ており同時代の可能性が考えられ

る。

SK－2190（Fig．183）

調査区北に位置する。平面形は楕円形を

呈し、長さ105cm、幅63cm、深さ24cm

を測る。

出土遺物はなかったが、遺構覆土がSK－

2183と似ており同時代の可能性が考えられ

る。

SK－2191（Fig．183）

調査区北に位置する。平面形は不整形を

呈し、長さ152cm、幅84cm、深さは西側

最深部で60cmを測る。

出土遺物はなかったが、遺構覆土がSK－

2183と似ており同時代の可能性が考えられ

る。

SK－2192（Fig．183）
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Fig．182B区遺構配置図（1／500）
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Fig・183SK－2183．2186．2186．2188・2190～2196遺構実測図（1／40）



Ph・193SK－2183

調査区北に位置する°　平面形は楕円形を呈し、

長さ106cm、幅78cm、深さ22cmを測る°

出土遺物はなかったが、遺構覆土がSK－2183

と似ており同時代の可能性が考えられる。

SK－2193（Fig．183）

調査区北に位置する。平面形は楕円形を呈し、

長さ95cm、幅47cm、深さ17cmを測る°

出土遺物はなかったが、遺構覆土がSK一2183

と似ており同時代の可能性が考えられる。

SK－2194（Fig．183）

調査区北に位置する。平面形は不整形を呈し、長

さ157cm、幅85cm、深さ19cmを測る。

出土遺物はなかったが、遺構覆土がSK－2183と似ており同時代の可能性が考えられる。

SK，2195（Fig．183）

調査区北に位置する。平面形は方形を呈し、長さ107cm、幅78cm、深さ32cmを測る°

出土遺物はなかったが、遺構覆土がSK－2183と似ており同時代の可能性が考えられる。

SK－2196（Fig．183）

調査区北に位置する。平面形は楕円形を呈し、長さ83cm、幅50cm、深さ21cmを測る。

出土遺物はなかったが、遺構覆土がSK－2183と似ており同時代の可能性が考えられる°
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古代以降の遺構と遺物

掘立柱建物

現段階で8棟検出した。ただし、柱列が2間程度並ぶものが幾らかあり、さらに数棟増える可能性

がある。建物は調査区中央に集中する。SB－2012が古代と考えられる以外、大半は中世に属するもの

と考えられる。

SB－2003（Fig．184　Ph・194）

調査区北に位置する建物である。建物中央部に柱があることから高床であろう°　主柱穴間は2．2～

2・3mを測る°　東西方向には束柱を有する°　柱穴は30－40cmの円形で15cm程度の柱痕跡が認められ

る。

出土遺物はなかった°

SB－2006（Fig．184Ph．195）

調査区中央、SX－2011の西に位置する1間×2間の建物である。柱穴は40cm前後の円及び楕円形

で15cm程度の柱痕跡が認められる。

出土遺物はなかった°

◎

＼ゝ：＼、

◎

Ph．194SB－2003
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1暗褐色土

2　赤褐色粘質土＋1のブロック
3．赤褐色粘質土ブロック

Fig．184SB－2003・2006遺構実測図（1／80）

SB2006

2m

Ph・195SB－2006
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Ph．198SB－2009

SB－2007（Fig．185　Ph．196）

調査区中央、SB－2008の西に位置する2間×

2間の総柱建物である。柱穴は30～40cmの円

及び楕円形で10～15cm程度の柱痕跡が認めら

れる°

出土遺物　SP－2070より龍泉窯系の達弁の青

磁椀（Fig．188－1）が出土している。他に土師器

の小片が出土している°13世紀代と考えられ

る。

SB－2008（Fig185　Ph．197）

調査区中央、SX－2011の南に位置する2間×

3間の総柱建物である。柱穴は30cm前後の円

及び楕円形で10～15cm程度の柱痕跡が認めら

れる。

出土遺物　SP－2084より須恵器の高坏の脚部

（Fig．188－2）が出土している。他に土師器の小

片が出土している。

SB－2009（Fig．186　Ph．198）

調査区南に位置する2間×3間の建物である。

柱穴は30～40cmの円及び楕円形で10－15cm

程度の柱痕跡が認められる。

出土遺物は土師器の小片のみである。

SB－2012（Fig．186）

調査区南に位置する。柱列が3間確認された

が、調査区外に広がり規模は不明。柱穴は直径

40～60cmの円形で15cmの柱痕跡が認められ

る。各柱間隔は1．5～1・8mを測る°

出土遺物　SP－2025より土師器の把手

（Fig．188－3）が出土している。他に各柱穴より

土師器、須恵器が出土している。時期は8世紀
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Fig．187SB－2198遺構実測図（1／80）
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Fig．188　建柱建物出土遺物実測図遺構実測図（1／4）

代か。

SB－2197（Fig・187）

調査区中央、SX－2011内に位置する2間×3間の建物である。柱穴は30～45cmの円及び楕円形で

10～15cm程度の柱痕跡が認められる。

出土遺物は土師器、須恵器の小片である。

SB－2198

調査区中央、SX－2011内に位置する°　庇を有する2間×2間以上の建物である。東側が調査区外に

延びるため規模は不明。段下の溝と庇の位置関係や建物方向からSX－2011と一体となって建てられ

たと考えられる。

出土遺物　SPp2155より青磁椀（Fig．188－4）、SP－2160より青磁皿（Fig．188－6）、SP－2167

（Fig．188－5）より青磁椀が出土している。他に白磁、土師器の小片が出土している。時期は13世紀

代と考えられる。
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土墳墓・土坑

古代以降と考えられる土坑は調査区の中央から南側にかけて確認された。その中でも、古代は南側、

中世は中央に集まる傾向にある。

SX－2010（Fig．189　Ph．199）

SX－2011内に位置する土墳墓である°　平面形は長方形を呈し、長さ130cm以上、幅80cm、深

さ16cmを測る。南西隅に青磁と土師器の皿が副葬品として配置される。

出土遺物（Fig．189）青磁の皿と土師器の小皿が出土している。1は岡安窯系の皿で口径10．2cm、

器高2．1cmを測る。鹿部に墨書がある。2は土師器小皿で口径9．1cm、器高1・2cmを測る。鹿部は糸

切り。3は復元口径8・6cm、器高1・3cmを測る。器壁が荒れて調整不明。他に埋土から土師器小皿の

小片が出土している。13世紀前半と考えられる。

SK－2002（Fig．190　Ph．200）

調査区北に位置する。平面形は円形を呈し、南北96cm、東西89cm、深さ28cmを測る。壁の上部

が厚さ約2cm程度焼けており、下部と底面はほとんど焼けない。上層より平らな石が1点出土したが

特に焼けてはいない。下層には細かい炭が残存している。他に出土遺物はなかった。

SK－2004（Fig．190　Ph・201）

調査区南にSK－2005を切って位置する。平面形は楕円形を呈し、北側にテラスが付く°長さ184cm、

幅124cm、深さ33cmを測る°

出土遺物（Fig．191）1は土師器の把手部分。2は須恵器の椀。3は龍泉窯系青磁の椀。時期は図化し

ていないものを含め大半の遺物から古代と考えたいが3の出土により疑問が残る。

SK－2005（Fig．190　Ph．202）

SK－2004に切られて位置する°平面形は楕円形を呈し、北側長軸にテラスが付く。長さ150cm程度、

幅122cm、深さ25cmを測る°

1m

：車

1

）

」　　　工－．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

軍書＝⊆≡ヲ2

－「‥　　3

0　　　　　　　1。cm
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Fig・189SK－2010遺構及び遺物実測図（1／40．1／4） Ph・199SK－2010
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1褐色砂質土
2明褐色粘質土（地山流入土）
3炭化木層（あまり形にならない）

SK2004

1褐色砂質土
2暗褐色粘貿土

（地山フロック、炭化物
1cm¢を含む）

1m
1　－－－＿－－一　一5

Fig．190SK－2002．2004．2005－遺構実測図（1／40）
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Ph．200SK－2002

Ph．201SK－2004

Ph．202SK－2005



士‥

Fig．191SK－2004・2005－出土遺物実測図（1／4）

出土遺物（Fig．191）4は須恵器の甕。復元口径40・0cmを測る。破片の一部がSX－2011出土遺物と接

合した°

SK－2017（Fig．192）

調査区南にSK－2018に切られて位置する。幅90cm程度、深さ6cmを測る。

出土遺物は土師器、須恵器の細片である。時期は古代であると思われる。

SK－2018（Fig．192）

調査区南にSK－2017を切って位置する°　幅83cm、深さ21cmを測る。

出土遺物（Fig．194）1は土師器の甑。復元口径25・8cm、高さ22・5cmを測る。調整は外面が斜方向

のタタキ、言緑部がナデ、その下位に3条の太い沈線を施す。内面は上位が横ナデ、下位がタタキ

後ナデを施す°　他に土師器、須恵器の細片が出土している°　時期は古代であろう。

SK－2019（Fig．192）

調査区南にSK－2018を切って位置する°　平面形は楕円形を呈し、長さ206cm、幅124cm、深さ

27cmを測る°

出土遺物は土師器、須恵器がみられる。時期は古代と考えられる。

SK－2021（Fig．192）

調査区南に位置する°　長さ88cm、幅54cm、深さ18cmを測る。

出土遺物　2は須恵器の椀。他に土師器の細片が出土している。時期は8世紀前半代と考えられる。

SK－2022（Fig．192）

調査区南に位置する。長さ113cm、幅98cm、深さ11cmを測る。

出土遺物は土師器、．須恵器がみられる。時期は古代と考えられる。

SK－2038（Fig・192）

調査区南に位置する。SK－2039と切合い関係にある。先後関係は不明。長さ250cm程度、幅

130cm、深さ17cmを測る。

出土遺物（Fig．194）3は龍泉窯系の青磁椀。復元口径17・Ocmを測る°　他は土師器、須恵器が出土

している。時期は13世紀代であろうか。
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SK－2039（Fig・192）

調査区南に位置する。SK－2038と切合い関係にある。平面形は長方形を呈し、長さ200cm以上、幅

133cm、深さ17cmを測る。

出土遺物は土師器、青磁の小片がみられる°

SK－2085（Fig．192）

調査区中央にSK－2086を切って位置する°　平面形は楕円形を呈し、長さ116cm、幅90cm、深さ

20cmを測る°

出土遺物は土師器、須恵器がみられる。

SK－2086（Fig．192）

調査区中央にSK－2085に切られて位置する。平面形は楕円形を呈し、長さ275cm、幅175cm程度、

深さ15cmを測る°

出土遺物は土師器、白磁細片がみられる°

SK－2092（Fig・193）

調査区中央に位置し、東側は調査区外に延びる。平面形は楕円形を呈し、幅220cm程度、深さ

30cmを測る。

出土遺物　4は龍泉窯系の青磁椀。5は土錘。両端の孔は擦れて摩耗している°他は土師器、須恵器、

炉壁片？がみられる。

SK－2105（Fig．193）

調査区中央、SX－2011内に位置する。平面形は楕円形を呈し、長さ226cm、幅150cm、深さ20cm

を測る°

出土遺物（Fig194）6は土師器の甕°　全体に風化しているが調整は外面にタタキを施す。所謂、玄

海灘式製塩土器か°　7は土錘°　両端の孔は擦れて摩耗している°　他に須恵器が出土している。

SK－2123（Fig．193）

調査区中央、SX－2011内に位置する。長さ193cm、幅140cm、深さ28cmを測る。

出土遺物は土師器の細片である°

SK－2125（Fig・193）

調査区中央、SK－2092を切って位置する。平面形は楕円形を呈し、長さ180cm、幅140cm、深さ

11cmを測る°

出土遺物（Fig・194）9は育白磁の合子°10～12は龍泉窯系の青磁椀°13は須恵質の鉢°　他に土師

器、須恵器、白磁が出土している。時期は13世紀代と考えられる。

SK－2166（Fig・193）

調査区中央、SX－2011内に位置する°　長さ88cm、幅72cm、深さ東側最深部で23cmを測る。

出土遺物は土師器小皿がある。復元口径8・8cm、器高0・9cm前後を測る。歪みが大きい°　鹿部は糸

切り。時期は13世紀代と考えられる°

SK－2184（Fig．193）

調査区南に位置する°　平面形は楕円形を呈し、長さ184cm、幅74cm、深さ7cmを測る°

出土遺物はなかった°

SK－2185（Fig．193）

調査区南に位置する°　平面形は長方形を呈し、長さ98cm、幅80cm、深さ5cmを測る。

出土遺物はなかった。

SK－2187（Fig．193）

調査区中央に位置する。長さ88cm、幅69cm、深さ10cmを測る。

出土遺物はなかった。
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8．7m

217　B区の概要

1．暗褐色土
2．暗褐色土に橙色粘質土（地山）ブロックを含む
3．暗褐色土と橙色粘質土の互層
4．橙色粘質土
5暗褐色土
6褐色土

Fig．195SX－2011遺構実測図（1／100）

2層以下は整地をしている
可能性有り
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Fig・196SX－2001出土遺物実測図（1／4・1／2）

その他の遺構

SX－2011（Fig．195）

調査区中央に位置する。SX－2010やSB－2198を造営するための段造成と考えられる。斜面上方を

掘削し平坦面を造り出している。斜面下方側は調査区外に延びる。幅は約20m。

出土遺物（Fig・196）は多く、B区の大半はここからの出土である。1～3は土師器。1は把手、2・3

は甕。4～7は須恵器。4は蓋。復元口径17．0cmを測る。5は椀。復元口径14．6cm、高さ3．7cmを測

る°　6は高坏。7は甕。復元口径18．6cmを測る。いずれも混入であろう。8～10は龍泉窯系の青磁椀。

11・12は岡安窯系の青磁皿。11は復元口径10・Ocm、器高1・9cmを測る。12は復元口径10．0cmを測
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Fig．197B区その他の出土遺物実測図（1／4）
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ロ

る°13～17は陶器。18は鉢の口縁部。19～21は土師器小皿°　22は滑石製の石鍋。23～25は土錘。

26は耳環。古墳を破壊した際の混入であろう°

その他の遺物（Fig・197）

今回掲載した遺構以外から出土した遺物の一部である°　大半は柱穴出土°1は土師器の甕である°

器面の風化により調整不明。SP－2015出土°2は須恵器の蓋。復元口径16・Ocmを測る。SP－2015出土。

3は須恵器の椀。4は須恵器の長頭壺の肩部か。内外面ともナデを施す。SP－2049出土。6は須恵器の

甕。外面はカキメ、内面はナデを施す。7は須恵器の壷か。8は須恵器の蓋°復元口径15．2cm、器高

2・7cmを測る。焼成不良。天井部は回転ヘラ削り、他はナデを施す°SP－2081出土°　9は須恵器の椀、

高台部。SP－2082出土。10は土師器小皿。口径8．4cm、器高1・Ocmを測る°　鹿部は糸切り。SP－2152

出土。11は土師器小皿。復元口径8．8cm、器高0．9cmを測る。鹿部は糸切り。SP－2152出土。12は

土師器の坏。復元口径17・2cm、器高1・9cmを測る。器面が風化し調整不明。SP－2180出土。他に今

回図示していないが縄文時代の石鏃、石匙が出土している。出土遺物からみて古代は調査区中央より

南側に集中し、中世は中央に集まる傾向がある。
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小結
今回調査を行ったB区は後世の削平により調査面積に比べて遺構、遺物とも少ないが、多くの知見

を得ることができた。まず時期については縄文時代から近世に至るまで遺構が確認された°　この中で

中心をなすのが古代と中世である°　主として古代の遺構は調査区南側に、中世の遺構は中央周辺に展

開する°

古代に属するものはSB－2012及びその周囲の柱穴群、SK－2005、可能性の高いものにSK－2004が

あげられる°　東に位置する第1次調査では生産遺構や掘立柱建物が確認されており、調査者は「贅」

としての生鮮食品を頁納していた「厨戸」の可能性を指摘している。これを積極的に追認する資料は

みられないが、SB－2012は生産遺構や掘立柱建物と軸方向が近いことから同時期に存在したものと考

えられる。遺物で特徴的なのは数は多くないものの所謂、玄界灘式製塩土器と考えられるタタキを有

する甕（Fig194－6）やその調整特徴を持つ甑（Fig194－1）の出土である。本集落の生業の一端を示

すものと思われる。時期は他の遺構を含め概ね8世紀代と考えられる。

中世に属するものはSB－2012以外の建物群の大半、SX－2010の土墳墓、SX－2011の造成遺構、土

坑等があげられる。時期は13世紀以降と考えられる°　SB－2198は周囲に庇を有する建物でSX－2011

と一体で計画的に建てられる。当集落の中心を構成するものであろう。他の建物は軸方向がそれぞれ

ずれており、時期幅があると考えられる°　遺物は大半がSX－2011からの出土である。土師器、貿易陶

磁が多くを占める。土錘等の漁労具も出土しいるが、その立地に比べ、出土量を考えると集落の性格

を決定できるほど多くはない。またSX－2011からの出土した耳環は古墳のものと考えられるが、消滅

したとされる三苫京塚古墳群4号境のものであろうか。中世の集落については5次調査全体をみると

C区が12世紀後半代、A区が14～15世紀代と各地点で時期が異なり、集落の中心が移動し、拡大し

た可能性がある°

第二章　調査の記録　220



4．C区の概要

C区はA区の西の丘陵、標高約8m～22mの間に立地する。この丘陵は古砂丘がベースとなってい

る。近代以降の畑による地形の改変が著しく、段造成されている。このため遺構は段の縁部分に残る

のみである。厚さ10～20cmの表土を除去すると地山となるが、段直下では砂層まで達している°

遺構はシルト質から粘質のある地山面で確認される。また調査区の中部分には谷が入り込んでいたよ

うである。検出した遺構は弥生時代の貯水遺構、古墳10基（調査は8基）、中世の造成遺構である。

尚、今回調査を行った古墳群は事前調査においても確認されておらず福岡市文化財分布地図に登録さ

れていない古墳群であったため、本古墳群を三苫古墳群B群として登録し、これに伴い三苫京塚古墳

群を三苫古墳群A群と改称した。

221C区の概要

Ph．203C区全景
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SX－3011（Fig・199・200）

調査の経緯
SX－3011はC区東端部で検出した弥生時代に掘削された貯水遺構である。SX－3011が検出された

地点は、調査着手段階では調査対象範囲内には含まれておらず、C区調査作業用のユニットハウスを

設置する予定の箇所であった°古墳群の検出された丘陵西側斜面と正反対の東側斜面裾部に位置する。

丘陵東側は過去の開墾により3m前後の高低差を持つ段造成がなされ、現状は竹林であった。ユニッ

トハウス設置に先立って重機により整地を行ったところ、現地表面より20～40cm程掘り下げた標高

9．00m前後の高さで、遺構の埋土または包含層と考えられる、遺物を多く含んだ暗茶褐色土層が検出

された。この暗茶褐色土は検出面で方形の平面形を持つ遺構と判断できたため、表土掘削の範囲を拡

大し遺構全体の検出を試みた。その結果、南北長12・5mX東西長15．0m以上を測る長方形の遺構であ

ることが確認され、この結果を受け現地にて原因者と協議を行った°　協議の結果、調査区を拡張し調

査を行うこととなり、遺構の掘り下げを開始した。

SX－3011南側には最近まで使用されていた廃棄坑が掘削されており、調査区南側壁面の土砂が緩ん

で掘り下げの途中に倒壊する危険性があったため、安全対策をとることとなった。ユニットハウスを

撤去した後、南東側の攪乱層を除去し、合わせて南東側に調査区の拡張を行った。

検出遺構
SX－3011とした遺構は弥生時代中期中頃に掘削され、後期前半まで存続する貯水遺構である。掘り

下げを開始した段階では灌漑用の溜井遺構としての可能性も考えられ、これに伴う水田遺構の存在も

想定されたため、SX－3011の開口する東側のA区北側谷部の低位面で試掘を行った°　試掘の結果、弥

生時代の水田遺構等の遺構は検出されず、最近まで使用されていた水田が検出された°　造成により攪

乱され消滅してしまった可能性も考えられる。

SX－3011は検出された部分で南北長28．0m前後、東西長17．0m前後を測る。平面形は東側方向に

閉じる台形状の長方形を呈している°　遺構の東側一帯は池の周提を造成する際に削平されており排水

施設などの遺構は検出されなかった。

SX－3011北西側隅部には丘陵の雨水を受け、遺構内に貯水するための導水部が設けられる。段造成

された北西側壁面上においても、断面逆三角形を呈する導水部が掘削されており、標高11・Om前後か

ら丘陵東側斜面を削り込んで貯水場を造営していたことが判明した。導水部底面は流水によって数カ

所が土坑状に挟られており、その中より弥生土器無頸壺が出土する°　水に関わる祭祀に使用されたも

のと考えられた。南側隅部においても導水部の痕跡と考えられる西側壁面の屈曲が検出された。西側

壁面は中央部付近で東側へわずかに脹らむが南側隅部付近では西方向へ折れ、調査区外へと延びる。

Ph．204SX－3011調査着手時（西から）

223　C区の概要

Ph1205SX－3011完掘状況（東から）



北西側隅部導水部と同様に丘陵からの雨水を受ける構造をとっていたものと考えられる。

SX－3011内では2m以上堆積する埋土が観察された。遺構上層には古墳時代から近世にかけての遺

物を含む包含層が堆積する°　包含層は土層観察から4層に分層され、堆積状況より西側の丘陵上部方

向からの流入層であることが分かる°　包含層から出土する遺物は、遺構西側に存在していた遺構が雨

水などより流失し、土砂と共に流れ込み、埋没途中のSX－3011内に堆積したものと考えられる°　これ

らの包含層を除去すると、黒褐色粘質土層が検出される°　これ以下で検出される層は基本的に水性堆

積であり、弥生時代中期後半から後期にかけての遺物が出土する°　最下層に堆積する10層とした黒

褐色粘質土層からは、土器片に混じって木片などが多量に検出される。木器は調査区内では検出され

なかった。この層は更に細分できたとものと考えられるが、土質．色調の差異は観察できなかった。

SX－3011は他の調査区の基盤層であり遺構検出を行った黄褐色粘質土層を掘り抜いており、その下

に堆積する暗灰色粘質土層まで掘削される°　この暗灰色粘質土は5．25m前後の高さから検出される層

で、A区土層観察トレンチ底面においても検出された層である°

SX－3011は完掘できておらず、正確な形状は判然としないが、断面形は逆台形を呈しているものと

考えられる°　壁面・底面は流水等の水の作用によって現状では起伏の激しい状況であるが、本来は壁

面e底面共に平坦に削り出されたものと推測された。遺構西側壁面上には多数のピットが検出される。

樹木生痕なども存在するが、明らかに人為的に掘削されたピットも検出され、弥生土器片が出土する。

遺構の西側斜面は他方向の壁面よりも傾斜が急であり、西側斜面からの土砂の流入を防ぐ目的で作ら

れた柵上施設の柱穴列の痕跡であろうか°　また、水際での作業足場等の柱穴としての可能性も考えら

れる。これらのピットは標高7．00m以下の壁面では検出されなかった。標高7．00m付近の壁面は水生

植物由来の鉄分沈着層が表面を覆い、それ以下では水の作用によって壁面が挟られた痕跡が観察され

る。使用されていた当時、この7．00m付近まで水が貯水されていたものと考えられる。

Ph・206SX・3011完掘状況（東から）

Ph．208SX－3011土層断面（北西から）

Ph．207SX－3011導水部（東から）

Ph．209SX－3011壁面遺構検出状況（東から）
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／プクプ

確認トレンチ

Fig．199SX－3011全体図（S＝1／200）
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Flg200
SX一3011土壌
1．現地表面から耕作土壌
2暗茶褐色土
3暗茶褐色砂質土
4暗茶褐色砂質土＋暗灰褐色粘質土
5暗褐色砂質土＋鉄分沈着層
1－5層は丘陵上からの流入推積層であり
これ以下の層は水性推積層に区別される

6．黒褐色粘質土＋青灰色細砂この層上面から涌水するC7黄褐色粘質土　地山由来の土層
8．黒褐色粘質土　しまりがあり、細砂が混入
9黒褐色粘質土
10黒褐色粘質土　有機物と土器片が多量に混入

本来はさらに細分できたものと考えられる
この最下層から遺物が集中して出土する
10層直下では暗灰色粘質土の地山層が検出される

／

Fig．200SX－3011遺構実測図（S＝1／50・1／100）
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Fig・201SX－3011遺構断面実測図（S＝1／100）

第5次調査地点から東側3kmの地点には、三苫永浦遺跡が所在しており、SX－3011とほぼ同時期に

造営される9基の溜井遺構が調査されている。これらの溜井遺構は平面形が不整長楕円形を呈し、多

くの溜井が涌水屑まで掘削される。涌水と雨水を貯水し灌漑用に利用していたと考えられている。こ

れらの溜井遺構は連続して構築され、継続的に水田へ配水してしており、出土遺物からも長い存続期

間が想定されている。これに対して本調査地点で検出されたSX－3011は出土遺物や埋没状況から短期

間だけの使用が想定される。貯水施設を造営したものの、水田経営には不適合な地形であったため廃

棄されたと考えられる。

Ph．210SX－3011遺物出土状況（南から）

Ph・212SX－3011遺物出土状況（南から）
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Ph・211SX－3011遺物出土状況（南から）

Ph．213SX－3011遺物出土状況（南から）



Fⅰg．202にSX－3011の復元図を示した。検

出された部分より西側壁部分は29・Om前後、

東西長30・Om前後の台形状の平面形が復元さ

れる。丘陵側からの雨水を導水部から集約し

貯水し、東側部分には水利を管理するための

周提・井堰などの排水施設が設けられていた

ものと考えられる。標高11・0以上から丘陵東

側斜面を6．00m前後掘り下げて造営したもの

であろう。掘削には大規模な集団による作業

が想定されるが、短期間で廃棄するなど不明

な点が多い。SX－3011底面からは土器・木片

が多量に検出された。標高5・00m前後に検出

される段際に土器は集中しており、水位の低

い時期に投棄されたものと考えられた。出土

する土器は破片が多く、完存する土器は導水

部より検出されたものだけである。

Fig．203．204．205・206に出土遺物を示した。

1は導水部から出土した弥生土器無頸壺で

ある。口径13．6cm、底径6．4cm、器高

－

12．1cmを測る°　外器面にはヘラ磨きが施さ　　　　　　Fig・202SX－3011復元図（S＝1／400）

れ、内面は指ナデ調整される°　色調は褐色を呈する。2は高坏坏部である。復元口径28．2cmを測る。

内外器面には横方向のヘラ磨きが施される°　3～16は甕口緑部片である。復元口径は23・6cm～

44．8cmを測る°　外器面は縦刷毛目調整が施されるものが多いが、5．13はヘラ磨きが施される。内

器面はナデ調整が施されるものが多い°17～20は壺口緑部片である。17は復元口径22．6cm、残存高

8・5cmを測る。18は復元口径20．4cm、残存高7・0cmを測る。19は直言壺の口縁部片である。復元口

径19・Ocmを測る。20は広言壺の言縁部片である°復元口径33・6cm、残存高6．2cmを測る°外器面に

は縦方向のヘラ磨きが施され、内器面には横方向のヘラ磨きが短い単位で施される。色調は褐色を呈

する°　21・22・43・47は壺鹿部片である。21は復元底径9．0cmを測る。22は底径7．4cmを測り、外

器面にはヘラ磨きが施される。43は底径6．0cmを測る。47は底径9・0cmを測る。外器面には縦方向

のヘラ磨きが施される°　色調は褐色を呈する°

23・50～52は土錘である。24～26・32・33・48・49は壺胴部片である°　24は胴部最大径

24．0cmを測る。突帯を有し、ヘラ削りが施される°　25は胴部最大径37・2cmを測る。丁寧なヘラ磨

きが施される°　内器面は指ナデ調整される。26は胴部最大径38．0cmを測る。32．33・42・49は胴

部突帯部であり、ヘラ状工具突端部による刺突文が施される。27～31は甕鹿部片である。底径はそ

れぞれ5・6cm、7．0cm、7．0cm、7．8cm、8．1cmを測る。34は壺口縁部片である。瀬戸内地方のもの

で搬入品と考えられる°　復元口径21．0cm、残存高3．0cmを測る。色調は黒褐色を呈する。言縁部に

は二条の沈線を施す。35・36は壺頚部片である。頸部突帯には刺突文による刻み目が施される。37

－41は器台である。39は底径9．6cm、残存高12．2cmを測る。外器面には刷毛目調整が施され、内器

面はナデ調整される。42は弥生土器鉢である。口径13．0cm、底径6・Ocm、器高5．1cmを測る。44～

46は甕鹿部片である。

これ以後の遺物は包含層より出土したものであり、丘陵上部より流入した遺物である。53～59は
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Fig・203SX－3011出土遺物実測図1（S＝1／4）
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Fig．204SX－3011出土遺物実測図2（S＝1／4）

石鏃である°　縄文時代のものが多い。60は石剣である。先端部付近の部位であるが、両端部が欠損

し正確な形状は不明である。全面に研磨痕が残る。61は安山岩製のスクレイパーである。

62～66は白磁碗である°　67は青磁碗である。68～70は須恵器坏である。71は土師器坏である。

72は土師器塊である。73・74は瓦器椀である。75～77は用途不明の滑石製石器である。78は滑石

製ミニチュア土器である。79はガラス玉である。直径4．2mm、器厚3．1mmを測る。エメラルドグリーン

の色調を呈する。80は有頭石錘である。79・80は弥生時代の遺物である。81～93は礫石錘である。

第二章　調査の記録　230



1

祐／ l田此／邦

／

l

l

＼ 爪5。

瀾・、爪54

廟凡55

231C区の概要

涌58

棗①5。

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

＼

5cm
1　　　－1　　　　－　　　　　－　　　　．　－　－－－1

Fig・205SX－3011出土遺物実測図3（S＝1／1・2／3・1／4）



67

68

65　　　　　　0 ’’・＼町一
1

ィ

／

1

　

．

－

．

封

イ

㎡

∵
㍉
－
－
　
㍉
主
上

／．．1／
l
＼
ト
ぷ
l
、

l
ヽ
1
1

－◎－・・
ロコ

79

3cm
：　一一一一一一　　一　　　　　　　一　　　　　　　一ゴ

82

Fig1206SX－3011出土遺物実測図4（S＝1／1．1／2・1／4）

5cm

第二章　調査の記録　232

－



古墳

今回調査を行った古墳群は、従来確認されていない古墳群である。古墳は10基確認したが、（後述

するSK－3020が古墳であれば11基）調査工程上、対象地内のみの確認で、古墳群全体は把握出来て

いない。調査を行った古墳は後世の造成によってかなりの部分が破壊されている。ほとんどの古墳は

墳丘は削平され、特に東斜面に立地する1、2号墳は腰石付近まで削られている。出土した遺物も多

くはないが、石室埋土から土器の他、玉類、耳環、馬具や鉄鏃等の鉄器類が出土している。

Ph．214三苫古墳群B群全景
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Ph・2151号墳～4号墳（1）

Ph・2171号墳～4号墳（3）

Ph．2197．9・10号墳

Ph・2161号墳～4号墳（2）

Ph・2187号墳～10号墳
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1号墳
（1）位置と現状

標高20．0mの東斜面に位置する。削平により墳丘は消失しており、石室は腰石部分のみ残る。右壁

側は段造成が行われている°

（2）墳丘

地山整形

削平が地山整形面まで達しているため不明であるが、石室が南北方向の等高線に平行して構築され

ることから左側壁西側の斜面を掘削したものと考えられる。周溝は確認・されなかった。

墳丘

墳丘は削平のため全く遺存しない°

（3）埋葬施設

1号境の埋葬施設は主軸をN－3。－Wにとり、南に向かって開口する単室の両袖型横穴式石室である。

後世の削平により破壊が著しくほとんど腰石しか遺存しない。

石室掘り方

地山整形面まで削平されるためどの面より掘削されたか不明である。また右壁側が段造成により破

壊されている。長さ4・6m、推定幅3・2mを測る。

玄室

左壁の奥壁側隅に2段目が遺存する以外、すべて腰石のみの遺存である。奥幅推定1・5m、前幅1．5

m、右壁推定長2．5m、左壁2．3mを測る。奥壁は2石を用いるが右壁側は消滅している。左壁側は幅

1．0m、高さ0．8mの石材を横位に立てて腰石としている。両側壁は幅0．7～0．9m、高さ0．3～0．7mの

石材を4石、横位に立てて腰石としている。右壁は奥壁側と前壁側の2石が消滅している。

20．5m

＼　ン／／／
／が／／／

－

ア‾、＿

一＝　一一一．一　一一玉

メ■イグ
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Fig．2081号墳石室実測図（1／60）
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Ph・2201号墳全景

Ph・2211号墳石室（南から）

237　C区の概要

Ph．2221号墳石室（北から）



床面は盗掘時に奥壁側が撹乱されている°

羨道

羨道も腰石のみの遣存である。右壁1．1m、左壁1・3m、奥幅0・7m、開口部0．85mを測る。腰石は

右左壁とも2石を用いる。仕切石は2カ所配される。開口部に幅0・2m、長さ0．75mの石材を1石、玄

門部より0・3m下がったところに幅018m長さ0．7mの石材を1石、基盤面を掘り下げて据えている°

墓道

墓道は羨道に連接して直線的に延びる。幅1．0m、長さ4．5mを測る°

閉塞施設

第2仕切石の前面に30cm大の礫を積み上げる°　最下部のみの遺存である°

（4）遺物

大半は石室内の埋土からの出土であるが、盗掘時や造成時のものと考えられる陶磁器等の遺物も混

入していた。遺物の量は少なくコンテナ1箱に満たない°

土器1・2は羨道部出土。提瓶である°　同一個体であろう。調整は外面は口縁部、体部共にカキメ

を施す。体部中頃には2条の直線上のヘラ記号を施す。内面は言縁部がヨコナデ、体部は青海波紋が

残る。3は羨道部出土。土師器の坏である。口径13．4cm、器高4．6cmを測る。器面は風化し調整不明。

4は羽口°　被熱により赤変している。石室内出土°

玉．耳環　玉、耳環とも石室内より出土°　玉の大半は埋土を節にかけての出土である。詳細について

は分析を含め後述する°

鉄器　20・21は鞘口金具。22～30は鉄族。22は平根式の三角形鏃。茎の部分に木質が付着している。

23～30は長頸式鏃°　Fig211－31－34は弓金具である。これまでの出土例などから、鉄の薄板を円筒

状に加工したもの（皮金）に鉄アレイ状の金具（芯金）を通した二重構造で、弓の本粥に取り付けら

れ、装飾や音響効果をねらったものと考えられる。本例も透過X線による内部構造の観察を試みたが、

腐食のため詳細な構造を明らかにすることはできなかった。芯金の両端は皮金からの脱落を防ぐため

膨らみを有する。現状では錆により若干変形しているが、片側の頭部が大きく作られているのに対し、

もう一方は、それほど突出しておらず左右非対称である°　この外観からは、予め皮金を加工し弓に取

り付け、そこに一方に膨らみを成形した芯金を通した後、もう一端をかしめる取り付け方法が想定さ

れる。また皮金の端部は数カ所に切れ目を入れ、折り返して弓本体に固定されるため、花弁状を呈す

Ph・2231号墳墓道土層（南から）

20・Om
1．

2

3．

4．

5．

6

暗褐色粘質シルトに明褐色土ブロック（1～3cm¢）まじる
暗褐色粘質シルトにわずかに明褐色土ブロックまじる
1に同じ
2に同じ

2・よりやや明褐色土ブロック多い

褐色粘質シルト
※各埋土はすべて

しまっている

書

0　　　　　　　　　1m
1　　　　　　－　　　　－　　　　－　－－　　ニ　ー」
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Fig・2091号墳閉鎖部実測図（1／40）
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10cm

Fig．2101号墳出土遺物実測図1（1／4）

ることになる。34には比較的良好に折り返しが残るが、他の個体では破損し失われている。皮金に

は弓の木質が遺存しているのが観察され、この幅が弓の太さを示している。その計測値はそれぞれ

1・99cm、2．12cm、22．5cm、22．5cmを測る。31が若干幅が狭く、弓の、より上部に取り付けられた

ものであろう。Fig212－35～47は馬具で、いずれも頭繁に関連するものと考えられる部材である°

鐙や鞍周り、装飾のための杏葉等の部材は見られない°　35は鉄製環状鏡板付轡である。一部、欠失

した部分も見られるが、全容が把握できる程度は残存している。鏡板は幅7・5～7．7cm、立間も含め

て縦8・2～8．4cmを測る。また立間の孔は縦0・6～0．7cm、横21．～2．4cmである。衝は二連で1本の衝

は環の中心間で7・0～7．3cmである。また引手は鏡板に直接取り付けられる。片方は途中で破損して

いるが、全体が残る側では環の中心間で15cmを測る°　また、この引手の途中には頭路を固定するた

めと思われる環状の金具と責金具、及び頭の径が7mmほどの笠鋲が銹着している。いずれも鉄製と

見られる。鋲はこの他にも同様の大きさのものが5個体あるが、いずれも脚は欠損し本来の長さは不

明である。責金具も他に複数片が出土しているが、個体数は復元し得ない。この他、餃具が2点出土

している。これも頭路の固定に係るものと考えられる。ほぼ全容の分かる36では縦5．4cm、推定幅

3cm、刺金の長さ5．8cmを測る。いずれも6世紀中頃～後半頃に通有の馬具型式であり、少ないなが

らも出土している須恵器の年代観とも特に敵齢を来さないものと思われる°

239　C区の概要
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Ph・2241号噴出土遺物
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2号墳
（1）位置と現状

1号境の北東、標高20．0mの東斜面に位置する。古墳の北側は谷が入り、急激に落ちる°1号境と

の間からSX－3011に連なる谷頭が存在したと思われる°　墳丘は削平により消失しており、石室は堀方

の下方と腰石部分のみが残る。また1号墳では確認できなかった周溝が遺存している。右壁側は段造

成により削られる。集落との比高差は約13mを測る。これより低い地点で古墳は確認されていない

が、後世の造成が古墳を破壊しながらも、その存在を意識して避けていることから1・2号境の下に

は墳丘を有する古墳は当初から存在しないと考えられる。C区の表土剥ぎを2号墳付近から開始した

ため、古墳と分からず左壁の奥壁側の1石は重機で動かしてしまった。

（2）墳丘

地山整形

削平が地山整形面まで達しているが、石室は丘陵東斜面に南北方向の等高線に平行して構築される。

このため墳丘西側の斜面の掘削を行い周溝と基底面を造りだしている。周溝が残ることを考えると1

号境に周溝が存在したのであれば、1号境より削平は弱く、本来の整形面からさほど下がってないの

かもしれない。

墳丘

墳丘は削平のため全く遣存しない。周溝の位置から推定すると径15m前後か。

Fig・2132号墳地形測量図（1／200）
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Fig．2142号墳石室実測図（1／60）

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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Ph・2272号墳石室2（南から）

Ph・225　2号墳全景

Ph．226　2号墳石室1（南から）

245　C区の概要



（3）埋葬施設

2号境の埋葬施設は主軸をN－6。－Eにとり、南に向かって開口する単室の両袖型横穴式石室で

ある。後世の削平により破壊が著しく側壁及び天井部は消失し、腰石のみ遺存する。

石室掘り方

地山整形面まで削平されるためどの面より掘削されたか不明である。長さ4．45m、幅2．6mを測る。

壁体は掘り方からやや間を開けて構築される。

玄室

すべて腰石のみの遺存である。奥幅推定0．95m、前幅推定0．7m、右壁推定長2．2m、左壁推定長

2・2mを測る。奥壁は1石を用いる。幅0・95m、高さ0．7mの石材を横位に立てて腰石としている。両

側壁は幅0・6～0．7m、高さ0．2～0．5mの石材を4石横位に立てて腰石としている。両側壁とも各1石が

消滅している。腰石より上の両側壁及び天井部は遣存しない。床面は比較的良好に遺存する。5～

30cmの石材を敷き詰める。石室中央から奥壁にかけて床石がかなり雑に積み上げられていた。盗掘

の痕跡と思われるが、これから考えると、床面は2両存在した可能性がある。

羨道

羨道も腰石のみの遺存である。右壁は消滅している。左壁1．8m、奥幅推定0．6m、開口部推定0．7

mを測る。腰石は右壁が2石を用いる°　右壁も同様と思われる。腰石より上の両側壁及び天井部は消

失している°　この長さであれば天井石は1石構架されたものと考えられる。仕切石は2箇所配され、

開口部に幅0．2m、長さ0・6mの石材を1石配し隙間に小石を詰め込み、もう1箇所は玄門部より0．4m

下がったところに幅0・15m、長さ0・55mの石材を1石、基盤面を掘り下げて据えている。1号墳とと

もに石室の大きさに比べて羨道部が短いことが特徴的である。

墓道

墓道は羨道に連接して直線的に延びる°　東側は段造成により削平されている。幅0．9m、現存する

長さ2・9mを測る。現在の法面のやや下側に本道が存在し、1号墳と共にこれに取り付き、集落へ下

っていくのではないかと思われる。なお、墓道からは原位置を保つと考えられる須恵器の坏蓋が2個

0　　　　　　　　　1m
L二一　　　一－一一二二±

Fig．2152号墳閉鎖部実測図（1／40）

体出土している。（Fig．2165・6）

閉塞施設

両仕切石の間に30cm大の礫を積み上げる°

最下部のみの遺存である。

（4）遺物

土器は石室内出土もあるが、周溝出土のも

のが多い。その他のものは大半が石室内出土。

総量でコンテナ1箱である。

土器　1～6は須恵器の蓋°1は復元口径

9．2cmを測る。調整は内外面とも横ナデを施

す内面に「×」印のヘラ記号を有す。石室床

面出土。2・3は石室内出土。2は外面は回転

ヘラ削り、内面はヨコナデを施す。内面にヘ

ラ記号を有す。3は外面は回転ヘラ削り、内

面はヨコナデを施す。4は外面は回転ヘラ削

り、内面はヨコナデを施す。周溝内出土。5

は口径13．1cm、器高3．7cmを測る。調整は

外面天井部が回転ヘラ削り、他はヨコナデを
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施す°　天井部に「川」字状のヘラ記号を有す。6は口径12・8cm、器高3．2cmを測る。調整は外面天井

部が回転ヘラ削り、他はヨコナデを施す。天井部に「川」字状のヘラ記号を有す。5・6ともに墓道

出土。7～9は壺°　7は外面に調整が分からないほど自然釉が被っている。内面はヨコナデを施す°　8

は外面はヘラ削り、内面はヨコナデを施す。9は外面はヘラ削り、内面はヨコナデを施す°　いずれも

周溝内出土。10～13は甕。11は復元口径23．8cmを測る。歪みが著しいため口径は前後する可能性が

ある。調整は外面は自然釉が被るため判別し難いがタタキを施す。頸部に2条のヘラ記号を有す。内

面は青海波紋の当具痕が残る。7と同時の焼成か。いずれも周溝内出土。他に周溝内からは甕の胴部

の破片が出土している°

玉・耳環　玉、耳環とも石室内より出土。玉の大半は埋土を稀にかけての出土である。詳細について

は分析を含め後述する°

鉄器　いずれも石室内出土。33～35は刀°　それぞれ接合しないが同一個体であろう°　錆による腐食

が進み、刃部は層状に剥離しかけて膨れている°　35の茎部分は目釘孔が確認できる°　36は鞘尻。内

部には木質が付着している°　37～52は鉄鏃。左壁前壁側の隅角に集中して出土した。37～51は長頸

式鉄鏃で鏃身は柳葉形で平造のものが多い°　茎の部分は大半のものに木質が付着している。52は平

根式の方頭鏃°

247　C区の概要
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Ph・2282号墳出土遺物
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3号墳
（1）位置と現状

1号墳の北、標高21．5mの東斜面に位置する。削平により墳丘は消失しており、石室は左壁側のみ

残る°　右壁側は段造成が行われ、石垣が石室を囲うように築かれていた。このため当初は古墳と認識

できず、石垣を除去する過程で確認した。この石垣に3号墳を含め、古墳の石材がかなり使用されて

いると考えられる°

（2）墳丘

地山整形

削平が地山整形面まで達しているため不明であるが、石室が南北方向の等高線に平行して構築され

ることから墳丘西側の斜面を掘削したものと考えられる°　周溝は確認されなかった°

墳丘

墳丘は削平のため全く遺存しない。

（3）埋葬施設

3号境の埋葬施設は主軸をN－11。－Wにとり、南に向かって開口する単室の横穴式石室である°

石室掘り方

地山整形面まで削平されるためどの面より掘削されたか不明である°　また右壁側が段造成により破

壊されている°　左壁は掘り方に腰石を接するように構築される。

玄室

奥壁、右壁は段造成のため破壊されており左壁のみの遺存である。左壁推定長1．9mを測る。左壁

は幅0．5～0・7m、高さ0・3mの石材を横位に立てて腰石としている。2段目以上は0．3～0・4m大の石材

を水平方向に目地が通るように横積みされている°　天井は遺存しない。　床面は10～200m大の扁平

21・5m

？・一一＿1－11日一一　一一　　　5rn
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，．　　　　　　　　　　　　　　　　－，　　　　　　　　　　　　　　　　　』

Fig・2193号墳地形測量図（1／200）
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Fig．2203号墳石室実測図（1／60）

2m
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Ph・2293号墳全景

Ph・2303号墳石室（南から）

253　C区の概要

Ph．2313号墳石室（北から）

Ph．2323号墳石室（東から）
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Fig．2213号墳出土遺物実測図1（1／4）

な石材を使用しており奥壁側が盗掘のためか遺存しない°

羨道

左壁側に1石のみ遺存する。長さ0・7m、幅0．5mの石材を縦位に立てて腰石としている。右壁及び

仕切石は消失している。

墓道　閉塞施設

墓道、閉塞施設は段造成による破壊のため遺存しない。墓道は羨道に連接し、南側へ延びたものと

思われる°

（4）遺物

遺物は原位置を保つものはほとんどなく、石垣等の周囲から出土したものが多い°　また造成時のも

のと考えられる陶磁器等の遺物も混入していた。遺物の量は少なくコンテナ1箱に満たない。

土器1・2は須恵器の蓋。1は外面天井部にヘラ記号を有す。調整は外面は回転ヘラ削り、内面はヨ

コナデを施す°　3号墳付近検出時出土。2は復元口径14．6cm、器高2．3cmを測る。扁平の摘みを有し、

端部にはかえりが付く。調整は外面天井部が回転ヘラ削り、他は内外面ともヨコナデを施す。石垣か

らの出土°3は須恵器の椀。復元口径14．0cm、器高5．2cmを測る°調整は内外面ともヨコナデを施す。

鹿部は未調整。石室内と石垣出土のものが接合。4・5は高坏の脚部°4は内外面共に裾部はヨコナデ

を施す°　5は内外面共に裾部はヨコナデを施す。焼成不良。石垣出土。6は壺°　3号墳付近出土°　7は

土師器の坏。口径13．4cm、器高3．0cmを測る°器面の風化により調整は不明。3号墳付近出土°

玉・耳環　玉は石室埋土を節にかけての出土。耳環は13は石垣出土。14は石室内出土。詳細につい

ては分析を含め後述する。

鉄器15・16は刀。15は3号墳付近出土°16は石垣出土。いずれも錆が進み層状に剥離しかけてい

るが、16は目釘が残る°他に破片が出土しているが図化できない。17は刀子。茎部に木質が付着す

る°18は長頭式鉄鏃。鏃身は方頭形、断面は平造を成す°石室内出土。ただしその形状から古墳よ

りも時期が下る可能性があるのではないかとの指摘をうけた。他に茎部の小片が出土している。
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Rg2223号墳出土遺物実測図2（1／1・1／2）
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Fig．2234号墳地形測量図（1／200）
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4号墳
（1）位置と現状

3号墳の北、標高21．5mの東斜面に位置

する°　削平により墳丘、石室はほとんど消

失しており、石室は側壁と思われる腰石1

石のみが残る。直下は段造成が行われてい

る。

（2）墳丘

地山整形

削平が地山整形面まで達しているため不

明であるが、墳丘西側の斜面を掘削したも

のと考えられる。

墳丘

墳丘は削平のため全く遣存しない°

（3）埋葬施設

石室掘り方及び石室

掘り方は石材の背後南側にわずかに残る。

石室は側壁と思われる腰石が1石遺存す

る°　幅0・9m、高さ0．4mの石材を横位に立

てている°　その上に小振りの石材が2石積

み上げられている°　掘り方の巡り方、石材

の傾斜から考えると右側壁であろうか。プ

ラン、規模を含め羨道、墓道等は不明°

（4）遺物

遺物は確認されなかった。
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5号墳
（1）位置と現状

丘陵西斜面に位置する。天井石が露出しているが墳丘も遺存しており、本古墳群においては良好な

遺存状況の古墳である。南向きに開口する横穴式石室であろう。東西方向にトレンチを設定したが、

周溝等は確認できず墳丘規模は確定できなかった。尚、遺構配置図、付図に示した波線は現状での高

まりを示すものであり、墳丘の規模を示したものではない。地区公園予定地に位置し、現状保存され

る予定のため本調査は行っていない。

6号墳
（1）位置と現状

丘陵西斜面、5号墳の西に位置する°　低い高まりが残っており古墳と考えられるが、断定できない。

高まりの裾まで東西方向にトレンチを2本設定したが、表土を剥ぐと地山となり盛土は確認されなか

った。トレンチ内から遺物は確認されなかった。尚、遺構配置図、付図に示した波線は推定線であり、

墳丘の規模を示したものではない。5号墳同様地区公園予定地に位置し、現状保存される予定のため

本調査は行っていない。

257　C区の概要



7号墳

（1）位置と現状

丘陵西斜面、標高約21・5mに位置する。7号墳を避けるように周りがすべて削り出されて段を成し

ている。

（2）墳丘

墳丘は削平のため全く遺存しない。しかし地形測量図をみると明らかに7号境を避けるように造成

されている。これは造成の直前まで墓として認識されていたためであろう°　これを考えると墳丘は存

在していたと考えられる。地山整形については石室が斜面に直交するように築かれていることから奥

壁の背後を掘削したと考えられるが、本墳が丘陵の尾根線頂部に近いことから考えると、さほど大き

な造作は行っていないと思われる°

（3）埋葬施設

石室掘り方及び石室

石室堀り方はどの面より掘削されたか不明である。また、左壁側及び前面が造成により破壊されて

いる°　現状での長さ2・2m、幅2．52mを測る。石材は堀方よりやや間を開けて構築される。

石室は開口部側を破壊されるため、この部分の構造がわからない。主軸をN－66。－Eにとり奥幅

0．96m、現状で右側壁138mを測る°　腰石は奥壁で高さ0．6m、幅0．9mの石材を1石、横位に立てて

いる°右側壁は2石、左側壁は1石遺存する°右側壁の上方は間が開いて積まれており動いている可

能性がある°　床面は10～20cm大の扁平な石材を敷いている。

墓道等、開口部側は削られれて不明である。

（4）遺物

石室埋土を節にかけたが、出土遺物は確認されなかった。

／′了‾一一千一一一一デー」

Fig12257号墳地形測量図（1／200）

0　　　　　　　　　　　5m
」　　　一一一一一一一一一一一一」一一一一一一一一一一一玉－　　1
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Fig．2267号墳石室実測図（1／60）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

L．　一　一　一　Ⅰ　　　　　　　－」

Ph・2357号墳石室（南から）
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Ph．2367号墳右側壁



8号墳

（1）位置と現状

丘陵西斜面、本調査区の北端、標高約21mの地点に位置する。

調査概要で述べたように、本来地区公園予定地内に位置することから調査は行わない予定であった。

しかし事業計画の変更により墓道の一部が開発にかかることになった。このため石室部分は残るもの

の養壁の直上になり、今後調査が不可能になることから急遽、調査を行った。今回、調査を行った古

墳で唯一天井部の残る古墳である。しかしながら他の古墳同様、段造成により墳丘は削られており、

天井部及び両側壁は露出した状態であった。また天井石上には木が樹立しており根が石を巻き込んで

いた°

調査は伐採後、羨道部から石室内の埋土を除去することから始めた。ある程度掘り進み、石室まで

至ると石室の変形による圧迫のためか、土が異常に締まっており、天井石の1つが崩落した。左側壁

の変形が強くこのまま掘り進むと崩壊する危険があることから、安全確保のため急速工程を変更し、

不安定な天井石と側壁上部の石材を除去することとした。このため石室上方の一部および羨道部の一

部が測量できず未図化となってしまった。尚、記録保存を前提に調査を行ったが、調査最終段階にな

って組合より要望があり保存することとなり、完掘していない。解体途中の石室の内外に土嚢袋を積

み上げ養生を行い、調査を終了した。

Fig．2278号墳地形測量図（1／200）
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Ph．237　8号墳全景

Ph．2388号墳全景（南から）

263　C区の概要



Ph．2398号墳開口部 Ph・2408号墳（東から）

Ph．2418号墳石室（北から）　　　　ph・2428号墳石室（南から）　　　　Ph．2438号墳石室奥壁左隅角

Ph．2448号墳石室奥壁

Ph．2468号墳石室左側壁 Ph．2478号墳石室右側壁
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Fig・2308号墳俯瞰図及び閉塞部実測図（1／60・1／40）



、　　　　　　　　　　　　　．　1

10

′　′

／
’15

11

7〒

Fig・2318号墳出土遺物実測図1（1／4）
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（2）墳丘

地山整形

石室は丘陵の西斜面、等高線に直交して構築される。このため奥壁背後から側壁にかけての斜面の

周溝掘削と墳丘基底面の整地が行われている。

墳丘

墳丘は前述のとおり、両側壁側は消失しているが、石室背後に基底面より最大で約50cm程遺存す

る。盛土は周溝内側を基底面として行われる。墳丘は土層観察及び周溝の位置から東西10m、南北8

～9m前後と推定される。

（3）埋葬施設

8号墳の埋葬施設は主軸をN－33°－Eにとり、西に向かって開口する単室の両袖型横穴式石室である°

石室掘り方

基本的に地山整形面から掘削されると思われる。長さ4．8m以上、幅3・2mを測る。左右両壁及び奥

壁共に掘り方からやや間を開けて構築される°土層を観察すると石室の裏込め土は墳丘に比べ大きな

単位で埋め戻されている。

玄室

奥幅1．8m、前幅1．69m、左壁2．62m、右壁2・66m、高さ1．7mを測る。壁体は奥壁は高さ0．6m～

0．8rnの石材を2石、横位に立て、両側壁は幅0．8m～1・Om、高さ0．4m～0．5mの石材を各3石、横位

に立て腰石としている。腰石より上方は石材を横位に積み上げる。上に向かい石材は小さくなり、積

み方は雑になる°　床面からの高さ約1mのところに目地が通り、石材の大きさ、積み方が変わる。こ

の高さは地山整形面であり、ここで工程が変わると思われる。この高さまで構築した後、石室も裏込

めを行い、さらに壁を立ち上げ天井を構架したと考えられる。天井は3石使用するが前壁側の1石が

石室内を掘削中に落石した。全体的にずれている。床面は一部、盗掘のため剥がされるが比較的良好

に遺存する。20～30cm大の扁平な石を敷き詰める。
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Ph・2488号噴出土遺物

羨道

羨道は開口部が破壊されている。左壁2．3m、右壁2．1m、奥幅0・72m、開口部0．70m、高さ1・2m

を測る。左壁の墓道側の1石は間が空いており、原位置を保っていない可能性がある。腰石は両側壁

とも幅0．6m～0．8m、高さ0・4m～0．6mの石材を3石横位に立てて用いる。腰石より上方は玄門部し

か残らないが、比較的大きな石材を横位に積み上げている。天井は1石のみ遺存する。本来は2石乃

至3石構架されていたものと考えられる。仕切石は2石配される。玄門部から開口部に向かい30cm

下がった所に長さ65cm、幅20cmの石材を1石、さらに50cm下がったところに長さ70cm、幅

30cmの石材を1石配置される。床面には敷石がみられる。当初、閉塞石の一部と考えたが、床面と

同様の扁平な石を規則的に配置していることから敷石と考えた。1．2号墳に比べ長さ、石材の積み

方が大きく異なる。

墓道

墓道は羨道に連接して南西へ延びるが、途中より段造成のため破壊されている°　幅1．2m、現状で

の長さ1mを測る°

閉塞施設

羨道開口部に50cm大の石を据え、その内側に石を積み上げる。下層部のみの遺存である°
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（4）遺物

遺物は石室埋土と墓道周辺を検出した時点で出土したものが多い°

土器1は須恵器の蓋。復元口径13．8cmを測る。天井部の境は稜を成し、言縁端部は段を成す°周溝

南（段下）からの出土°2～4は須恵器の坏°2は口緑端部は丸くおさめる。内外面共にヨコナデを施

す。焼成はやや不良°石室埋土からの出土。3は内外面共にヨコナデを施す。墳丘出土。4は内外面

共にヨコナデを施す。周溝内からの出土°5は長頸壷の頚部°　内外面ともナデ調整。外面に1条の沈

線が巡る。墓道周辺検出時出土。6は平瓶か。外面はカキメを施す。焼成時の灰を全面に被る。内面

はナデを施す°石室埋土より出土。7～12は甕。7～11は石室埋土より出土°　7は内外面共にヨコナ

デを施す。8は外面はカキメ、内面は当て具痕？が残る°10は頭部内外面はヨコナデ、肩部は外面は

タタキ、内面は青海波紋の当て具痕が残る。9．11は接合しないが同一個体であろう。頸部に4段の

刺突文を施す°　内面はヨコナデを施す°12は8号境の段下から出土した°　言緑部を下にして出土°

本来の位置は保っていないと思われる。直接的に8号境との関係は分からないが周囲の状況からから

考えると8号墳の墳丘等のものではないかと考えられる。口径25．2cmを測る°調整は言縁部が内外

ともナデ、胴部外面が格子目タタキ、内面は青海波紋が残る。他に甕の胴部の破片、土師器の破片が

石室埋土、墓道周辺検出時に出土している°

玉・耳環　玉、耳環は石室床面、及び埋土からの出土。大半は埋土を館にかけての出土。詳細は分析

を含め後述する°

鉄器　89は刀°錆が進み層状に剥離して膨れているが平造りであろう。墓道周辺検出時出土°　他に

剥離した破片が同地点から出土°90～105は鉄鏃°90～92は平横式で90は腸挟三角形鏃。91も同様

か。92は方頭鏃°93－105は長頸式鉄鏃。鏃身は柳葉形、関部は台形を呈するものが多い。茎部は

断面が丸のもの、方形のものがある°106は釣り針°　先端の逆刺部分は欠損している。本古墳群で唯

一出土した漁労具である。石室埋土からの出土。107はU字形鋤先である。石室埋土と墓道周辺検出

時の破片が接合した°106・107は被葬者の生業を示すものか。
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9号墳
9号墳

（1）位置と現状

丘陵西斜面、標高19mに位置する。開口部側に向かい段造成により削れる°　このため天井部及び

開口部側が破壊されている°

（2）墳丘

地山整形

石室は等高線に直交して構築される。このため奥壁背後の斜面の掘削が行われている。掘削北側は8

号境の周溝を切っている。10号境との間には攪乱が入っているため先後関係は不明である。時期的

にさほど差はないのかもしれない。

墳丘

墳丘は削平のため遺存しない。掘削面と石室の関係から考えて石室後方の盛土はあまり高くなかっ

たものとおもわれる°

（3）埋葬施設

9号墳の埋葬施設は主軸をN－45。－Eにとり、西に向かって開口する単室の横穴式石室である。

石室掘り方

基本的に地山整形面から掘削されると思われる。長さ3．6m以上、幅2．3mを測る。左右両壁及び奥

壁共に堀り方に腰石を接するように構築される。

玄室

奥幅1・04m、現状での左壁長1．66m、右壁長2．30m、高さ1．16mを測る。壁体は奥壁は高さ0・5m、

幅0．6mの石材を横位に、高さ0．7m、幅0．55mの石材を縦位に立て、両側壁は高さ0．3m、幅0．4～0．6
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Ph12509号墳石室（南から）

Ph12529号墳左側壁

273　C区の概要

Ph．249　9号墳全景

Ph・2539号墳右側壁



Fig．2369号墳出土遺物実測図1（1／4）

m程度の石材を左壁で3石、右壁で4石、横位に立てて腰石としている。比較的遺存状況のよい奥壁、

右壁では、腰石より上方は20～40cm大の石材を横位に積み上げている。積み方は雑で、目地は通っ

ていない。天井石は遺存しない。床面は良好に遺存する。まず、＿腰石の周囲に配石し、次にその内側

から順に中央に向かい配石している。石材は10～20cm大の扁平な石を敷き、間を小石で充填する。

墓道　閉塞施設

墓道、閉塞施設は段造成による破壊のため遣存しない。

（4）遺物

出土遺物は土器は多くなく、他の遺物も大半は石室埋土を節にかけての出土である。総量はコンテ

ナ1箱程である。

土器1は平瓶°　言緑部が欠損しているがほぼ完形。器高15．6cm、口径は7cm程度か。調整は言緑

部が内外ともナデ、胴部外面はカキメを施す。肩部から上は焼成時の灰が付着している。鹿部には

「A」字形のヘラ記号を付けられている。石室内出土。2は蓋。復元口径13．4cm、器高2・8cmを測る。

全体的に歪んでいる。天井部は回転ヘラ削り、他はナデを施す。周溝より出土。3は甕。復元口径

20．2cmを測る。外面に雑な波状文を施す。周溝の南側より出土。

玉　玉は石室埋土を節にかけての出土°本古墳から耳環は出土していない。詳細は分析を含め後述する。

鉄器　本古墳が最も多く鉄器（特に鉄鏃）を出土している。すべて石室内からの出土。30・31は刀

の鍔である。30は倒卵形を呈し、8個の透孔が付くと思われる。縁が肥厚する。長軸径9．5cmを測る。

31は長軸径6・9cmを測る。透孔は付かない。これらに伴うであろう刀の破片も出土しているが錆の進

行により層状に剥離しており原型をとどめていない。32・33は鞘口金具。33は内側に木質が付着し

ている。34～76は鉄鉱。すべて長頸式で鏃身は柳葉形が多い。55のみ片刃である。断面形は片丸造

が多いようであるが、錆膨れのため判別しがたい°鉄身部分の残るものは22本を数える。
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Ph．2549号墳出土遺物
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10号墳
10号墳

（1）位置と現状

丘陵西斜面、9号墳の南、標高19mの地点に位置する°　開口部側に向かい段造成により削れる°

このため天井部及び開口部側が破壊されている。

（2）墳丘

地山整形

石室は等高線に直交して構築される。このため奥壁背後の斜面の掘削が行われている。9号境との

間には攪乱が入っているため先後関係は不明である。時期的にさほど差はないのかもしれない。

墳丘

（3）埋葬施設

石室掘り方

基本的に地山整形面から掘削されると思われる。長さ2．6m以上、幅2・6mを測る。左右両壁及び奥

壁共に掘り方に腰石を接するように構築される。

玄室

奥幅1．2m、現状での左壁長1．32m、右壁長1．44m、高さ1．4mを測る。壁体は奥壁は高さ0．4m、幅

0．5～0．6mの石材を2石横位に立て、両側壁は高さ0．2～0・4m、幅0．4～0・5m程度の石材を横位に立

てて腰石としている。腰石は開口部に向かい小さくなる。腰石より上方は石材を横位に積み上げる。

石材は上に向かい小さくなる。床面は良好に遺存する。5～10cm大の扁平な石材を敷き詰める。

墓道　閉塞施設

墓道、閉塞施設は段造成による破壊のため遣存しない。

（4）遺物

土器　土器の出土は非常に少ない。特に石室内からはほとんどない。1は須恵器の蓋。外面は回転へ
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Ph．25510号墳全景

Ph．25610号墳（南から）

Ph．25810号墳石室左側壁

281C区の概要

Ph．25710号墳石室（南から）

Ph．25910号墳石室右側壁
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Fig・24210号墳出土遺物実測図（1／2．1／4）

ラ削り、内面はナデを施す。周溝内からの出土。2は須恵器の甕。外面は2段の刺突文を施す。内面

はナデを施す。周溝内からの出土。周溝からは他に明らかに時期の異なる青磁椀や陶器類も出土して

いる。

耳環　耳環は6点出土している。3～5．7は石室内出土。6は古墳南の木根による攪乱出土。8は取り

上げ時の注記ミスにより不明であるが、本古墳のものと思われる。9号境とは逆に玉類は全く出土し

ていない。詳細は分析を含め後述する。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

赤褐色粘質土
橙色粘質土

赤褐色粘質土（締まりがかなり強い）
暗赤褐色粘質土（締まりが強い）
赤褐色粘質土（締まりが強い）
鈍い赤褐色粘質土（締まりが強い）
赤褐色粘質土
暗赤褐色粘質土（炭含む）
5．に暗赤褐色粘質土ブロック混じる
暗赤褐色粘質土に地山ブロック（橙色粘質土）混じる
暗赤褐色粘質土
赤褐色粘質土
赤褐色粘質土に地山ブロック混じる

暗赤褐色粘質土　　　　　　　0

Fig・243SK－3020～3024遺構実測図（1／40）



Ph・260SK－3021

Ph．262SK－3022

Ph・261SK－3021土層

Ph．263SK－3023

土坑

SK－3020（Fig．243）

1号墳の西、標高約21mに位置する土坑である。長さ276cm、幅172cm、深さ26cmを測る。規

模及び方向から石室掘り方の最下部の可能性を考えたが、確定できなかったため土坑として扱った。

古墳であれば西側へ開口すると思われる。

出土遺物はなかった°

SK－3021（Fig．243　Ph．260・261）

調査区西に位置する長方形の土坑である。長さ218cm、幅142cm、深さ126cmを測る°

出土遺物はなかった°

SK－3022（Fig・243　Ph．262）

調査区西に位置する円形の土坑である°　鹿部には石が敷いてある。長さ102cm、幅89cm、深さ

10cmを測る。石材の大きさは15～20cm程度。

出土遺物はなかった。

SK－3023（Fig・243　Ph．263）

調査区西に位置する土坑である。鹿部には石が敷いてある°　長さ140cm以上、幅110cm、深さ

14cmを測る。石材の大きさは15～20cm程度。

出土遺物はなかった°
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1．暗褐色土
2．褐色土に暗褐色土ブロック混じる

1　暗褐色土
2．褐色土に暗褐色土ブロック混じる
3．褐色土　暗褐色土混合
4．極暗褐色土

1．暗褐色土
2．褐色土に暗褐色土ブロック混じる
3　褐色土
4・極暗褐色土
5　褐色土に極褐色土ブロック混じる

Fig．244SX－3001遺構実測図（1／80）
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Ph．264SX－3001

その他の遺構

SX－3001（Fig・244Ph・264）

標高約16mに位置する段造成遺構である。B区検出のSX－2011と同様のものであろう°斜面上方

を掘削し平坦面を造り出している。壁際には溝が付く。下方は近代の段造成によって削平されており、

大半を消失しているため内部構造は不明である°

出土遺物1～4は弥生土器。5は須恵器。いずれも混入であろう。須恵器については古墳からのもの

と思われるが、弥生土器については丘陵の高所に遺構が存在した可能性が考えられる。SX－3011と併

せて考えるべきものであろう。6～12は白磁。6は玉緑を成す椀である。復元口径16．2cmを測る。

13．14は陶器。15は瓦器椀で復元口径14．6cm、器高4．8cmを測る。調整は器面の風化により外面は

不明。内面に一部ミガキが残る。16～32は土師器の坏及び16は椀で口径16．1cm、器高51cmを測る。

器面の風化により調整不明。18は復元口径16．0cmを測る°調整は外面は風化のため不明°　内面はヨ

コナデを施す。19は坏で復元口径15．0cm、器高3・8cmを測る。調整は内外面ともヨコナデを施す。

鹿部はヘラ切りか。20は復元口径15・8cmを測る。調整は器面の風化により不明。21は復元口径

15．0cm、器高3．4cmを測る。調整は内外面ともヨコナデを施す°鹿部はヘラ切り。22は鍋か°外面

に煤が付着する。33～42は土師器小皿。口径は7・8cm～9．7cm、器高は11cm～1．6cmを測る°鹿部

はヘラ切り、糸切りが混在する。43～47は土錘°　中央部に集中して出土°　孔の端部は擦れている。

これらから12世紀後半代と考えられる。
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小結

三苫古墳群B群は現状で10基からなる古墳群である。今回の調査はこの内の8基について行った°

古墳の遺存が悪く、出土遺物も多くはないが限られた資料から以下、簡単に述べたい°

石室構造 須恵器 ．土師器 その他の遺物

1 号 墳 両　 袖　 単　 室 堤瓶　 坏 耳環　 玉類　 馬具　 武具

2 号 墳 両　 袖　 単　 室 蓋　 坏　 壺　 甕 耳環　 玉類　 武具

3 号 墳 両 袖 ？単 室 蓋　 坏　 高坏　 壺 耳環　 玉類　 武具

4 号 墳 不　　　　 明 無し 無し

5 号 墳 未　 調　 査

6 号 墳 未　 調　 査

7 号 墳 単　　　　 室 無し 無し

8 号 墳 両　 袖　 単　 室 蓋　 坏　 平瓶　 壺　甕 耳環　 玉類　 武具　 農耕具　 漁労具

9 号 墳 両 袖 ？単 室 蓋　 平瓶　 甕 玉類　 武具

10号 墳 単　　　　 室 蓋　 甕 耳痍

古墳群は立地及び開口方向から斜面東側に立地し、南向きに開口する1～4号墳と、斜面西側に立

地し、西向きに開口する7～10号境の2群に大きく分けられる。この2群のなかで石室平面形の全

体がわかる1、2号墳と8号墳を比べると1、2号境は羨道部が短く、8号墳は長く延びる。時期差

によるものか、あるいは系統差であろうか。また後者のなかで9、10号境はその位置関係から近い

グループとおもわれるが、出土遺物を比べると9号墳は装身具が玉類のみで耳環の出土はなく、10

号墳は逆に耳環のみで玉類の出土はなく両者の関係が興味深い。前者の集落は墓道の方向から斜面下

の集落であろうが、後者については同じ集落である可能性と、西斜面側に未検出の別の集落が存在す

る可能性の二つが考えられる。

古墳の年代について

出土遺物をみると数が少ないものの須恵器についてはⅢA期～Ⅵ期にかけて出土している。この中

で8号墳出土遺物が古い傾向を示し、石室形態から考えても最も古く6世紀中頃以降に築造されたと

考えられる。出土遺物の無い7号墳を除く他の古墳はほぼⅣ期を上限にしているが、上限はさかのぼ

る可能性がある°石室形態を比較すると1、8号境が先行し、他の古墳が後出すると思われる°その

営まれた期間は7世紀後半～末が下限であろう°

被葬者の性格について

古墳の立地、出土遺物から考えて海に基盤を持つ集団が推定される。出土遺物は土器の他、武具、

馬具、装身具等がでているが、これらの内、8号墳出土の釣り針は直接的に海との関連を示す遺物で

あり、1号墳出土の弓金具、9号墳出土の重層ガラス玉は出土例は多くなく、共に大陸あるいは半島

との関連を指摘する意見がある遺物である。

これらから考えると三苫京塚古墳を中心とした集団に属する高位に位置する集団であったと思われ

る。ただし8号墳に釣り針と共にU字形鋤先が出土することから生業基盤の一方は農業であったと思

われる。
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5．D区の概要
（一）調査の概要

三苫遺跡第5次調査は区画整理事業対象地内の文化財包蔵地を対象にして発掘調査を行っていた

が、平成12年度の調査が終盤を迎えた段階で事業計画に幾つかの変更が生じ、それに伴い調査対象

面積が拡大することが明らかとなった°　C区西側の4000㎡ほどの未調査部分が自然公園として保存

されることになり、その保存範囲が確定されたことで、区画整理自体の設計変更が行われたのである。

D区は調査対象範囲内の北西側端部に位置しており、区画整理範囲内に計画された周回道路建設予

定地を対象として行った調査である。区画整理の設計変更を受け、保存範囲が確定したことを受けて、

調査対象地が確定し調査に着手することとなった。

周回道路は現在使用されている幅2．0m程度の遊歩道を東側に拡幅して、舗装．整備を行う計画で

あり、拡幅による掘削を受ける部分で文化財包蔵地にかかる約450㎡についての調査を行った°調査

区の現状は低木の生い茂る荒れ地である。

遊歩道は丘陵西側先端部の北西側斜面を2m前後掘削して設置されたもので、この道路部分の遺構

は消滅していた。道路拡幅は東側に10m、長さ30m部分が調査対象地にかかっており、調査に先立

って約500㎡の範囲で伐採を行い樹木の搬出が終了した後の平成13年7月に調査に着手した。

調査区はA区で集落・C区で古墳群が検出された丘陵の西側端部、高さ20m前後の断崖と丘陵と

の境目付近に位置する。丘陵は調査区南側で南西方向に折れ、海岸部に突出しており、遊歩道は一部

丘陵を分断するように設置されており、分断された部分の遺構面は消滅する。D区とした調査区付近

も他の調査区と同様に近代以降の畑地開墾によって段造成がなされており、調査区北側は南側より一

段深く下げられていた。遺構画はシルト質を含む黄褐色粘質土層面上にて設定した。遺構面の標高は

19．5～22・Om前後を測る。

遺構は円形土坑・楕円形土坑・不定形土坑・溝などが検出された。調査区中央部付近には北西側の

方向へ開く小規模な谷頭が検出される。埋土は暗褐色土で、遺物は検出されなかった。この他には方

形区画の畑の畦・農水路が検出される。調査区北側のSX－4001とした遺構上には古墳時代の遺物を

含む包含層が厚さ5cm前後で堆積していた。遺

物は縄文時代から古墳時代にかけての土器．石

器などがコンテナケース1精分出土した。弥生

土器・土師器などの遺物は細片が多く摩滅され

ており、石器以外は図化できなかった°

SX－4001（Fig．247）

調査区北東側端部で検出された不定形の土坑

である。土坑北側は削平され消滅する。検出さ

れた部分では南北軸8・Om以上、東西軸5．3m以上

を測る。土坑内からは直径20～50cm前後のピ

ットが数個検出された°　土坑中央部付近には長

軸3．7mX短軸1．8mを測る楕円形の土坑が検出さ

れた。土坑は検出面より底面までの深さが20cm

前後を測り、土坑内には暗褐色砂質土が堆積し

ており、5～10cm前後の礫が20点前後と土師

器の細片などの遺物が出土した。
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土坑北西側には方形土坑状の掘り込みが検出され、この方形

土坑の南側壁付近には白色粘土・焼土．炭化材が集中して検出

される。白色粘土は土坑南側壁に貼り付けられた状態で検出さ

れ、白色粘土前面には炭化材・炭化物・焼土などが充填された

ピットが検出される。構造より方形竪穴住居に付設されたカマ

ド部分の可能性も考えられるが、検出された部分からは判断で

きなかった。焼土の中からは被熱して赤変化した土師器甕の鹿

部片などが出土した。この方形土坑内には暗褐色砂質土が堆積

していた。仮にこの方形土坑が竪穴住居である場合、古墳時代

の集落が丘陵斜面全面に展開していた可能性も考えられたが、

本調査地点は海岸部に接しており、年間を通して強風に晒され

る厳しい条件下でもあるため、居住には適さない場所であった

と考えられる。季節的な作業用施設や前面に画する海岸で行わ

れたであろう漁労作業時の見張り小屋などの用途が推測され

た。

（二）その他の出土遺物（Fig・248）

D区の調査からは、遺物として縄文時代から古墳時代にかけ

ての土器・石器などがコンテナケース1箱分出土している。弥

生土器・土師器の甕鹿部片などの土器類は細片資料が多く、図

化できなかった。

出土遺物をFig．248に示した。

1～3は遺構検出時に出土した石鏃である。1は安山岩製の

無茎鏃であり、全長2．9cm、全幅2．02cm、器厚0．7cm、重量

3・07gを測る。色調は暗灰褐色を呈する。2は黒曜石製の石鏃

であり、全長2．48cm、全幅1・87cm、器厚05cm、重量1．01g

を測る。脚の片側は中程より欠損する。3は全長3．31cm、全幅

1・55cm、器厚4．1cm、重量1．98gを測る。石材は砂岩系のもの

が使用される°

4は遺構検出時に出土した黒曜石製の剥片石器である。側

面・背面の一部には自然面が残る。全長2．82cm、全幅2・82cm、

全厚1．1cm、重量7．27gを測る。打面・剥離面の調整はなされ

Ph・266SX－4001検出状況（南西から）

Fig．246D区全体図（S＝1／400）

Ph．267SX－4001検出状況（東から）
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Fig．247SX－4001遺構実測図（S＝1／50）

Ph・268SX－4001検出状況（北東から）
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爪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
Fig・248D区出土遺物実測図（S＝1／1）

ているが、刃部調整はなされていない。

爪3

0　　　　　　　　　　　　　3cm
5　　　　　　　．－　　　　　　　－　　　　　　∴一」

D区での遺構の初現は、古墳時代であった。遺物は縄文時代前期から古墳時代にかけての土器・石

器などが出土した。本調査地点では古墳時代以前の遺構は確認されなかったが、出土遺物より縄文時

代から古墳時代にかけて生活領域として利用されていたことが分かる。特に古墳時代に属する遺構は

住居である可能性も考えられ、海岸に画した本遺跡の性格を理解する上で貴重な知見を得ることがで

きたと言えよう。

Ph・270SX－4001検出状況（北東から） Ph．271SX－4001検出状況（東から）
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第三章　まとめ

以上、簡単であるが三苫遺跡第5次調査で調査された各調査区検出の遺構と遺物について説明を行

った。最後にこれまでの説明を簡単に整理し、今後の調査における問題点の指摘を行いたい。

（一）遺構の概要

第5次調査はA区・B区．C区・D区の四地点に分かれて行われた調査であり、遺物の初現は後期

旧石器時代の石器である。遺構は縄文時代後期の土坑の検出が初現となる。弥生時代の遺構は中期後

半から後期にかけての土坑・貯水遺構などが検出された。

弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけては遺構・遺物の検出がなく、集落は断絶し、一端放棄さ

れた感があるが、4世紀後半代になると住居が再び営まれ始める。5世紀代に入り住居にはカマドが

付設され始め、住居数もやや増加する傾向が見られる。

5世紀末から6世紀代は、集落は最盛期を迎え住居は爆発的に増加する。住居数軒を一単位とし丘

陵東側斜面上に集落は展開する。5世紀代の住居は丘陵裾部付近から低位面にかけて検出されるが、

6世紀代には丘陵斜面上にも展開し、集落が丘陵斜面高位面へと拡大する時期と考えられる。

6世紀後半以降には丘陵頂部付近に群集境が築造され始める。出土した遺物より7世紀代にまで追

葬．墓前祭祀が行われていたと考えられるが、集落の最盛期後半に築造された古墳群と考えられ、本

集落に伴う墓域と言えよう。集落から古墳群への墓道は未調査区に位置しているものと考えられ、調

査での検出はなかった°　三苫古墳群A群とした三苫京塚古墳群は、6世紀第3四半世紀に築造が開始

された古墳群と報告されており、今回調査を行ったB群の古墳群よりやや先行するものの存続期間は

ほぼ重複する。京塚1号墳からは朝鮮半島由来の遺物が出土し、海人集団の墳墓と推定されている。

7世紀代に入り住居は減少し、掘立柱建物群に移行する。検出される建物群は住居と同様に数軒一

単位として構築されており、隣接する第2・3次調査においても同様な配置が見られる。第1次調査

で指摘された「厨戸」に関連する遺物は本調査では検出されていない。

中世後半の段階では丘陵端部を造成し、区画溝によって画された屋敷地などの遺構が検出される°

これらの遺構は整然と配置され中世中頃から後半の時期まで長期間にわたり存続してする。

（二）縄文時代の調査

縄文時代の調査では後期後半の時期が考えられる黒曜石石核原石の埋納遺構が検出された。該期に

おける黒曜石の流通形態・経路を考える上で貴重な資料である。出土した黒曜石は腰岳産のものであ

り、海岸線伝いの交易が想定される。検出された埋納遺構は博多湾を挟んで対岸に位置する元岡遺跡

の調査においても検出されており、海岸部で検出されることに注目される°　この原石が加工・未加工

のいずれかの状態で内陸部方面へ流通していたのかは現段階では判然としない°　腰岳周辺の縄文時代

後期以降の遺跡の調査においても、石鏃などの製品の出土量は少量で原石．石核．大型剥片などの出

土量が大部分を占めていることを考慮すると、採集地→海岸部の集積地→内陸部の集落という確立さ

れた流通形態が想定される。流通経路の末端であり消費地である集落遺跡などで石鏃などの製品への

最終調整が行われていたことは明確であるが、本遺跡のような海岸部に位置する集積地遺跡では黒曜

石原石にどのような調整までを行っていたかは不明な点が多い。本調査では打面調整を行った石核が

出土しており、石核としての製品状態で集落へ流通していたことも想定されたが、礫状態の原石での

出土数の方が多く、流通形態の解明には今後の検討を要する。
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（三）弥生時代の調査

弥生時代の調査では削平により大部分が消滅していたものと考えられ、住居は検出されず集落の範

囲の特定はできなかった。周辺の調査で検出された円形住居や、本調査で検出された土坑．貯水遺

構・出土遺物から本調査区が該期に生活嶺域に含まれていたことは確実なものと考えられる。博多湾

岸を見渡せる丘陵頂部付近は古墳時代の群集墳築造に伴い、弥生時代の遺構の検出は全くなかったが、

三苫永浦遺跡では高地性集落が検出されており、付近にも存在していた可能性が考えられる。

三苫遺跡群周辺は河川による灌漑が困難な地域であり、湧水．雨水に頼る水田経営を行っていたと

考えられる。その痕跡として三苫永浦遺跡では9基の溜井・貯水遺構が検出されており、本調査で検

出された貯水遺構もそのと評価される。

第5次調査で検出される遺物は、中期末から後期前半代の時期に限定されたものであり、比較的短

期間の活動が想定された°　SX－3011とした貯水遺構は、埋没状況より短期間の使用で廃棄されたこと

が考えられており、集団がより良い居住条件を求めて移動していた積極的な活動の痕跡と評価される。

（四）古墳時代の調査

古墳時代に属する遺構は、60軒以上の住居群と10基の古墳が検出された。集落は4世紀中頃から

集住が開始されており、6世紀前半代には爆発的に住居が増加する。後半代になっても一定の数量の

住居が構築されているが、7世紀代には住居は減少し遺跡の主体は掘立柱建物群へと移行する。

住居は規模．主軸方向．竃の構造から分類することが可能であるが、時期的な分布には大きな差違

は見られなかった°　住居の規模は一辺5mを越える大型のもの、中型のもの、一辺3m未満の小型住

居に分けられる。住居の配置の傾向として、大型住居と中型住居、もしくは小型住居の2～4軒を直

線上に配置した住居群を一単位として、集落内に点在していたことが調査成果より伺える。

5世紀代に入り、住居にはカマドを付設するようになる°　6世紀代に入り集落は最盛期を迎えるが、

（Ⅰ）カマドの支脚に逆位の据えた高坏を使用するものと、（Ⅱ）円柱状の礫を使用するもの、（Ⅲ）

支脚を使用しないものに細分化される。これらは時期的な差異とも考えられたが、三者を採用する住

居がほぼ同時期に近接して営まれており、住居から出土する遺物にも大差は見られなかった。どのよ

うな理由で選択・採用されるのかは不明であるが、可能性として住居の性格、または居住する集団の

差異に由来するものと考えられる°　第2・3次調査で報告された滑石工房のカマドには支脚石が採用

されており、本調査で滑石工房と考えられたSC－0865のカマドにも支脚石が採用されていた°　滑石工

房などの作業行為を伴う住居のカマドには支脚石が採用されていたことが推測される°　逆位土器を支

脚として使用していた住居・支脚を使用しない住居からも、滑石臼玉未製品．滑石屑は出土するが、

その出土量は少量であり埋没時の混入と考えられた°　検出された住居の中には未製品・滑石屑が全く

出土せず、臼玉などの製品のみが大量に出土するものもあり、住居の用途・性格の解明には今後の検

討を要する°

住居主軸は、住居が位置する丘陵斜面上の地形的制約に規制されるものと考えられたが、南側斜面

と東側斜面上の異なる立地条件下でありながら同主軸を採る住居群が検出されている。住居主軸は大

きく分けて四方向に集中しており、（a）N－45°－Wより西側に振れるもの、（b）N－10～30。－Wを採る

もの、（C）N－10～30。－E方向を採るもの、（d）N－45°－Eより東に振れるものに分類される。これら

の主軸の異なる住居は時期的な変遷を追うことができ、基本的には集軸方向が東側方向より西側に振

れていったことが調査成果より判明している。
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A区検出竪穴住居一覧
（単位はcm）

遺 構 名 検 出 区 長 辺 × 短 辺 住 居 主 軸 カ　 マ　 ド 備　　 考 時　　　 期

S C ．0 0 4 7 J－5 4 4 0 × 4 3 9 N －6 5 －。－E 有 ．支 脚 土 器 焼 失 住 居 6 C 前 半

S C －0 0 4 8 Ⅰ・J－5 ・6 4 8 0 × 3 6 0 N －1 3 。－W 不 明 ．支 脚 石 5 C 後 半

6 C 前 半

6 C 前 半

5 C 末

4 C 後 半 か

6 C 前 半 か

6 C 後 半 か

5 C 後 半

5 C 中 頃

6 C 後 半 ～ 末

6 C 中 頃 ～ 後 半

6 C 前 半

5 C 末 ～ 6 C 初

5 C 後 半 以 前

6 C 中 頃 ～ 後 半

6 C 前 半

6 C 中 頃 ～ 後 半

6 C 初 頭

S C －0 0 4 9 Ⅰ・J－5 ・6 4 0 5 × 3 7 0 N －2 8 。－W 有 ・支 脚 土 器 陶 質 土 器

S 0 －0 0 5 0 Ⅰ．J－6 ・7 5 4 5 × 5 0 5 N ．5 5 °－W 有 ・支 脚 石 焼 失 住 居 ・滑 石 臼 玉

S C －0 3 8 4 D －1 2 一 辺 3 4 5 N ，2 8 °．W 不 明

S C －0 3 8 5 D －1 1 一 辺 3 8 0 N －3 6 °－W 不 明

S C －0 3 8 6 E －1 1 4 5 0 × 4 0 0 N －3 6 。－W 不 明 滑 石 勾 玉

S C －0 3 8 7 E －10 3 7 0 × 3 7 0 N －17 。－E 有 ・支 脚 石

S C ，0 3 8 8 E －10 一 辺 3 2 0 N －6 7 。－W 有

S C －0 3 8 9 F ，9 一 辺 4 0 0 N ．3 5 °－W 不 明

S C －0 3 9 0 F －9 4 0 0 × 4 0 0 N ＿3 0 。－E 不 明

S C ■0 3 9 1 F －9 一 辺 3 5 0 N －4 1 。－W 不 明

S C －0 3 9 2 F －9 ．1 0 3 0 0 以 上 N －6 6 。－W 有 ．支 脚 石 滑 石 臼 玉 未 製 品

S C －0 3 9 3 F －10 2 6 0 以 上 N －6 4 。－W 不 明

S C －0 3 9 4 F －10 2 2 0 以 上 N 13 1 。－W 不 明

S C －0 3 9 5 F －1 1 3 9 5 × 3 7 0 N －3 0 °＿W 有 ．支 脚 石 滑 石 臼 玉 ・滑 石 屑

S C －0 3 9 6 F －12 3 4 5 × 3 4 5 N －4 1 。－E 有 ・支 脚 石

S C －0 3 9 7 E －1 2 4 0 0 N 13 4 。－W 有 滑 石 臼 玉 ・有 孔 円 盤

S C ・0 3 9 8 D ・E －1 2 4 4 5 × 4 4 5 N ＿4 9 。一W 有 ・支 脚 石

S C －0 3 9 9 D －1 3 4 9 0 × 4 9 0 N －3 5 。＿E 有 6 C 前 半 ～ 中 頃

S C －0 4 0 0 F －13 4 7 0 × 4 0 0 N －2 9 。＿W 有 滑 石 勾 玉 ．臼 玉 6 C

S C －0 4 0 1 F －12 一 辺 4 8 5 N ＿6 7 。一W 有 臼 玉 未 製 品 6 C 中 頃 ～ 後 半 －

S C －0 4 0 2 G －1 1 一 辺 3 5 0 N －4 5 。－W 有 陶 質 土 器 ′6 C 後 半

S C －0 8 6 5 I－12 3 8 5 × 3 6 0 N 一1 7 0 °．E 有 ・支 脚 石 滑 石 工 房 6 C 中 頃 ～ 後 半

S C ．0 8 6 6 Ⅰ－1 1 ．1 2 一 辺 5 0 0 以 上 N －4 5 °－W 不 明 6 C 前 半

S C －0 8 7 1 K ．7 ・8 一 辺 4 1 0 N －3 9 。－W 有 滑 石 臼 玉 6 C 前 半

S C －0 8 7 2 J－8 一 辺 4 1 0 N －5 1 。－W 有 5 C 後 半

－S C －0 8 7 4 K －8 一 辺 4 0 0 N －4 2 。－W 不 明 6 C 中 頃 ～ 後 半

S 0 －0 8 7 5 K －8 一 辺 3 4 0 N ＿1 5 °－W 不 明 6 C 初 頭

S C －0 8 7 6 K －9 一 辺 3 5 5 N －3 6 。－W 不 明 臼 玉 未 製 品 6 C 中 頃

S C ・0 8 7 8 J－8 一 辺 3 3 0 以 上 N －4 1 。－W 不 明 4 C 後 半 ～ 5 C 初

S C －0 8 9 0 L －5 一 辺 4 7 5 N ．3 5 。．W 不 明 未 設 置 か 5 C 前 半

S C －0 8 9 1 L －6 3 6 0 × 3 5 5 N －2 2 。－W 有 ・支 脚 無 し 子 持 勾 玉 6 C 前 半

S C －0 8 9 2 L －7 4 6 0 × 3 8 0 N ．1 0 。－W 有 ・支 脚 土 器 焼 失 住 居 ．未 製 品 6 C 初 頭

S C 10 8 9 3 J－1 2 3 2 5 × 3 1 5 N －3 1 。．E 有 ・支 脚 石 6 C 前 半 ～ 中 頃 －

S C ．0 8 9 4 J ・K －1 1 一 辺 5 1 0 N －4 7 。－E 未 設 置 か 滑 石 白 玉 未 製 品 5 C 前 半

S 0 －0 8 9 7 N －2 一 辺 4 8 0 N －3 0 。－W 有 ．支 脚 土 器 5 C 前 半 ～ 中 頃

S C －0 8 9 8 M －3 2 7 0 × 2 3 5 N －6 6 。－E 有 － 6 C 後 半 ～ 末

S C －0 8 9 9 L －4 ．一 辺 3 7 5 N －1 0 °■W 有 －． 6 C 前 半 ～ 中 頃

S C －0 9 2 1 J－13 4 2 5 × 3 7 0 N －2 5 °－W 有 ．支 脚 土 器 未 製 品 ・滑 石 屑 6 C 前 半 ～ 中 頃

S 0 －0 9 2 2 J－13 3 5 0 × 2 9 0 N －2 7 。一E 有 ・支 脚 石 、5 C 末 ～ 6 C 初

S C ・0 9 2 3 M －6 3 6 0 × 3 5 0 N －2 3 。－W 有 ．支 脚 土 器 6 C 前 半

S C ．0 9 2 4 J－12 ・1 3 ’2 7 5 × 2 7 5 N ＿4 7 。．W 有 ．支 脚 石 6 C 中 頃 ～ 後 半

S C ・1 1 10 C －1 1 2 4 6 × 2 2 8 N －6 8 。－W 不 明 7 C 前 半

S C －12 5 2 Ⅰ－1 3 一 辺 4 6 0 N －4 1 。－W 不 明　　　 － 滑 石 工 房 か　　 － 6 C 中 頃

S C －12 5 5 K ・L －1 1 一 辺 4 2 0 以 上 N －3 1 °－E 不 明 子 持 勾 玉　　 －

ベ ッ ド状 遺 構 ・白 玉

滑 石 臼 玉 －

大 型 住 居 か

大 型 住 居 か

大 型 住 居 か

6 C 後 半 ～ 末 －

S C －12 5 7 K －12 3 3 0 火 3 1 2 N －3 1 。－W 不 明 5 C 後 半　 ．

．S C －12 5 8 K －1 2 5 4 8 × 4 4 2 N ，3 0 。－W 有 6 C 前 半

S C －12 6 3 J－1 0 一 辺 4 8 0 以 上 N －4 2 －，W 不 明 5 C 後 半 ～ 6 C 初

S C ．13 6 4 L －1 0 5 1 0 N ＿4 6 。－E 不 明 5 C 後 半 ～ 6 C 初

S C －12 6 8 K －8 ．9 3 5 0 × 3 2 0 N －1 1 。－W 不 明 5 C 末

S C －1 2 6 9 L －8 ．9 一 辺 3 4 0 以 上 N －3 3 。－W 有　　　　 － 6 C 前 半

S C －1 3 5 4 ． G ．1 1 （4 0 0）　 － N ・5 2 °－W 未 設 置 4 C 後 半　　 ’

5 C 後 半 ～ 6 －C

5 C 末 ～ 6 C 初

5 C 中 頃 か

S C －1 3 5 5 G －1 0 （4 0 0） N －3 8 。－W 不 明

S C ．1 6 1 9 E －9 （3 5 0） N －6 8 。．W 不 明

S C －1 6 2 0 G －1 1 ・12 （4 0 0） N －1 9 °－W 不 明

S C －1 6 2 1 F －13 ’ （5 0 0 ） N －2 1 。－W 不 明

S C ．1 6 2 2 F －13 （4 0 0 ） N －3 5 。．W 不 明

S C －1 6 2 4 F －12 一 辺 4 0 0 以 上 N －2 5 °■W 不 明

S C －1 6 2 6 K －5 （5 6 0 ） N ．7 0 。－W ， 不 明

S C 一一1 6 3 3 Ⅰ－8 （3 5 0 ） N －4 4 。－W 不 明

S C －1 6 3 4 J－6 （5 6 0 ） N －4 4 。一W 不 明

S C 11 6 4 3 L －1 0 5 2 0 N －5 2 °－W 不 明 大 型 住 居 か
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C区で検出された古墳群は石室の開口方向より2群に分けられる。海側である西側方向に開口する

群（1群）と、集落側の南東側方向に開口する群（2群）である。1群とした古墳群が若干先行して

築造されるが、概ね6世紀中頃に位置づけられる。出土遺物より1．2群共に7世紀後半代までの追

葬・墓前祭祀が行われていたことが推測される。隣接する丘陵で調査が行われた三苫京塚古墳はほぼ

同時期、または少し先行して築造が開始されており、系譜上は一連の古墳群として捉えることができ

よう°石室の構造・出土遺物より被葬者間の差は見られるが、8号墳からは釣針などの遺物が出土し、

また、弓金具・ガラス玉などの半島由来の遺物も出土しており、従属層高位者などの被葬者像が推測

される。京塚一号境の調査成果では海人集団の墳墓との推定がなされていたが、本調査では石室から

鉄製農耕具などの遺物も出土しており、集落の生活形態は半農半漁を採っていたものと推測される。

集落では礫石錘・蛸壺などの漁扮具が検出されていることから、漁労に比重を置いた生活形態であっ

たことも推測される°

古墳時代における三苫遺跡周辺の遺跡存続年代

4 0 0　　　　　　　 －5 0 0　　　　　 5 5 0　　　　　 6 0 0　　　　　 6 5 0

住 居 群 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

1

l

掘 立 柱 建 物
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

．　・ －　－　－・　－1．　11－1

三 苫 古 墳 群 1 群 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　 －
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

－■．．1．．1－ ．－
l
－1 ■－1 ・■－．■一

一

l
．・1－　－　■1－1

1

三 苫 古 墳 群 2 群
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

■－ 1．11－■－．－1．■■■－ 1■
l 1

．．　－　．11　－
ll

三 苫 京 塚 1 号 墳
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
1　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　 －－－－ －－
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

三 苫 永 浦 1 号 墳
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　 －1 1 1 1 －
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

1
．1．1l

l

三 苫 永 浦 2 号 墳 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
1　　　　　　　　　　　　　 －・－－・■・　　　　　 t
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

（五）古代・中世の調査

古代・中世の調査では古代の掘立柱建物群、中世の区画溝・掘立柱建物群などの遺構が検出された。

古代の掘立柱建物は、第1～3次調査においても検出されており、6世紀代の住居群と同様に数軒一

単位での構築が見られる。この建物群が担っていた性格は今回の調査でも判明しなかった。

中世では、溝によって画された30m前後の区画と掘立柱建物群や廃棄土坑・井戸などの遺構が検

出される。検出される建物群は区画と同軸で複数の建て替えが行われており、存続年代は長期間にわ

たるものと考えられる°　これらの区画溝などの遺構は中世中頃～後半にかけてのものであり、大規模

な段造成などを行い、造営されている°

三苫遺跡群第4次調査では、中世後半から近世にかけての時期の溝状遺構．掘立柱建物・水田遺構

の調査が行われている。これらの遺構群はN－32。－W前後の方向で構築されるものが多く、第5次

調査で検出された方形区画とほぼ同一方向を採る。第4次調査地点と第5次調査地点は200m程離れ

ており、両調査区で検出された遺構群が一連のものであることを断定することはできないが、仮に両

地点の遺構群が同一のものであるならば、大規模な範囲で行われた区画を備える荘園と屋敷地群の存

在が推測される°

以上、簡単なまとめと今後の調査の問題点の指摘を行ってきたが、住居の変遷・遺跡の変遷などに

検討不足な点が多く、推測の域を出ないものが多くなってしまった。今後の検討課題としたい°
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装身具類の調査－ガラスと耳環を中心として－

比佐陽一郎・片多雅樹（福岡市埋蔵文化財センター）

はじめに

三苫古墳群の調査では、比較的まとまった数の装身具類が出土している。この内、ガラス玉や耳環

は組成や製作技法に幾つかの種類があり、これらの調査によって、その技術レベルを始め、歴史的変

遷や流通などに関する情報が得られると期待されるものである。出土ガラスは肥塚隆保民らによって

分析調査が進められ、4千数百年前ともいわれる古代メソポタミアでの初現以来、日本を含めたアジ

ア地域への広がりや変遷が明らかにされつつある（肥塚1998）。また耳環は、これまで外観から単純

に金環、銀環などと称されてきたが、これら貴金属の色調を得る背景には多彩な材料や金工技術が駆

使されるだけでなく、大きさや環の太さなど形態にも様々な種類のあることが、村上隆氏らによって

示されている（村上2002）。今回、三苫古墳群より出土した、これらの資料に関して科学的調査を行

う機会を得たので、ここにその結果を報告する。

資料観察の基本は肉眼観察である。しかし、組成や製作技法に関する情報取得をこの方法のみに頼

ることには限界があり、それを補うために各種調査機器を用いることとなる。資料の観察には実体顕

微鏡を用いた°　ガラスは内部に含まれる気泡の観察により、成形技法判別の手掛かりを得ることが可

能で、耳環についても製作時における工具の使用痕＼（ツールマーク）や、破損部分での構造観察にお

いて顕微鏡が主要な役割を果たすことになる。

また材質分析に当たっては、蛍光X線分析を行った。この方法は資料にX線を当て、資料に含まれ

る含有元素から生じる二次X線を検出器で捉え、Ⅹ線エネルギーとその強度をピークとして表すもの

である。ガラス資料の場合、局部的に強いX線を照射するとその部分が変色を来す現象が起きるため、

同じ蛍光X線分析法でも、X線強度が小さくても検出感度の優れたエネルギー分散型蛍光X線分析法

が有効である。また今回調査対象となっているガラス製品は数mm大の微細な資料が殆どであり、ま

た耳環についても細かい部分ごとに分析を行う必要があるため、X線の照射面積を絞った微少嶺域用

の装置を用いている。作業条件は以下の通り。

分析装置：エネルギー分散型微小領域蛍光X線分析装置（エダックス社製／Eagle〝plobe）／対

陰極：モリブデン（MO）／検出器：半導体検出器／印加電圧：20～40kV．電流値：任意／測定雰

囲気：真空／測定範囲0．3mm¢／測定時間300秒

なお、分析は非破壊による表面分析で行っている。また定量値算出のための標準資料も有していな

いため、その結果は得られた蛍光X線の特徴と相対強度から判定することになる。

この他、ガラス（及び石製玉類）に関しては、アルキメデス法による見かけの比重測定も行い、材

質推定の手掛かりとしている。

対象となる資料はガラスが5基の古墳から出土した105点、耳環は5基の古墳から出土したものと

出土古墳が不明のものをあわせて18点で、その概要を整理すると表1のようになる。

ガラス資料の調査

古代ガラスは、いずれも二酸化珪素を基本構造に持つ珪酸塩ガラスであり、肥塚氏による分類に従

えば、弥生～古墳時代のガラスは用いられる融剤によって、アルカリ珪酸塩ガラスと鉛珪酸塩ガラス

に二分される。更に前者は融剤に酸化カリウムを用いるカリガラス（K20－SiO2系）と融剤に酸化ナ

トリウムを用いるソーダ石灰ガラスに区別され、更にソーダ石灰ガラスは酸化アルミニウム含有量の

高いもの（Na。0－A120。－CaO－Si02系）と、低いもの（Na20－CaO－Si02系）に区分される。鉛珪酸塩ガ
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ラスには、鉛ガラス（PbO－Si02系）と鉛バリウムガラス（PbO－Ba0－Si02系）がある。

また、玉類の成形技法としては、心棒に半溶融状態のガラスを巻き付ける「巻き付け技法」、鋳型

に溶けたガラスを流し込む、あるいは細かく砕いたガラス片を鋳型に充填して加熱する「鋳型成形技

法」、引き延ばして作られたガラス管を細かく折って、再加熱により破断面を整形する「引き延ばし

（後再加熱）技法」の主に3種類が想定されている。これらは内部に残る気泡や、これが風化により

表層に顕わになった「蝕像パターン」の観察により推定可能である（中瀬1987）。

観察と分析の結果は一覧表に示す通りである。組成的には、あらゆる種類が検出されたといえる。

2号境では出土した14点のガラス全てが径8～9mmの比較的大粒の、巻き技法で成形された黄緑色

の玉で、材質も全点鉛ガラスと等質であったが、数の多い8号境や9号境では多彩な組成を示す結果

となった。この鉛ガラスは弥生時代に少量が流通し、古墳時代に入ると一旦途絶えるが、その後国産

品も含めて再び流通が始まる時期の資料に該当する。

材質的に最も数が多いのはソーダ石灰ガラスである。これは更に酸化アルミ含有量の低いタイプと

高いタイプに分類されるが、今回は定量値を算出しておらずX線強度の相対比較で判断しているため、

判断の難しいものもある。これらは、風化の影響により組成の変化しているものもあると思われるが、

低アルミナタイプではマグネシウムが強いピークとして現れるのに対し、高アルミナタイプではこれ

が微弱となっている特徴を指摘できる°　また前者は青紺色を中心とし、後者は淡青、緑、黄、黒など

多彩な色調を示す。一部、育紺色でマグネシウムが低く、アルミが強く検出されるものがあるが、こ

れは色調を細かく見ると、やや緑がかっており、通常の青紺色の着色要因とされるコバルトのピーク

が不明瞭となっている。

またカリガラスも確認できる°　特に目をひくのは8号境の切子玉で、鮮やかな青色を呈し、成形後

の研磨、穿孔により仕上げられているようである。小玉類でも青紺色、淡青色で比較的まとまった数

が見られる。この色調でのソーダ石灰ガラスとカリガラスの割合を見ると、8号境では7：3、9号

境ではほぼ5：5となっている。このタイプのガラスは古墳時代後期には衰退、消滅に向かうとされ

ているが、今回のようなデータの蓄積により、その終末期の様相がより詳細に見えてくるものと思わ

れる°

更に8号墳では鉛バリウムガラスが1点確認された。このガラスは中国の戦国時代や漠代、日本で

は弥生時代に盛んに流通する資料である。その後、衰退、消滅するが、古墳時代後期の例も希に存在

することが指摘されており、本例もこれに含まれるものであろうか。

なお1号墳のカリウム鉛ガラスは、中国宋代を初源とするガラスで、日本では中世の遺跡から出土

が確認されている°　この古墳でも中国青磁など中世異物の混入が認められることから、後世の混入品

と判断すべきと考える°

この他、特異な資料としては9号墳の重層ガラスが挙げられる°　気泡の多い白色ガラスと、透明度

の高い黄色ガラスの間に銀箔を挟み、金色の輝きを醸し出している。この種のガラスは金箔入りガラ

ス玉や、ゴールドサンドイッチグラスなどと呼ばれるが、本例のように銀箔が用いられている場合も

あり、ここでは金色重層ガラスと仮称しておく。長滝歳康氏はトンボ玉なども含めて、このガラスに

ついて詳細な調査を行い、北は岩手県から、奈良県など西日本を中心に9遺跡の事例が示されている。

その上で、日本での出土例は少ないこと、出土古墳は周囲の古墳に比べ異質な要素も包容されること、

トンボ玉との伴出事例が多いこと、紀元前後の中近東、黒海沿岸地域を中心として分布（中略）、朝

鮮半島でも数例出土していること等を指摘している（長滝2002）。筆者は福岡市内のガラス資料約

6800点を実見したが、その中で金．銀色の重層ガラスは本例も含め6遺跡9点を確認している。時期

不明の2点を除けば全て古墳時代のもので、全国的な数に匹敵する事例を確認したが、やはりガラス

全体からいえば稀少例であると言えよう。

第三章　まとめ　298



8号墳の232－76は、顕微鏡観察で全体に細かい亀裂が観察されており、粒状のガラスを鋳型で成

形した痕跡の可能性がある。市内のガラス小玉でこのような痕跡の見られる例はこれまでに無く、今

後、類例との比較など精査を要する。

耳環類の調査

続いて耳環であるが、これまでに明らかにされてきた耳環の構造を整理すると次のようになる°　基

本となるのは環状に成形された棒状（中実）や管状（中空）の金属素材で、これには金、銀、銅、錫、

鉛、鉄などが用いられるが、後三者は中実のみの使用で、中空では確認されていない°　この芯材が加

飾されることなく完結する場合もあれば（鉄を除く）、これに芯と別素材（金や銀、希に芯が鉄の場

合に錫）の薄板を巻いて加飾する場合、或いは芯材にアマルガムによる鍍金を施す場合、更には芯材

に巻かれた薄板にアマルガムによる鍍金を施す場合などの方法が確認されている°　ここでは仮に、芯

に巻かれる薄板を中間財、芯や中間財に施されるアマルガム法による加飾を表装材と定義する°

中間材は薄板を芯に巻く際に開口部端面で絞るように端部処理を行うことから、薄板の絞り敏がそ

の存在を示す特徴となる。逆に敏がなければ、中間材が存在せず、芯材のみか、芯材に直接、表装を

施していることを示す。また表面素材と異なる材料の腐食生成物が現れている（例えば金の表面に緑

青が吹き出している）場合などは、芯材の材質を推定する手がかりとなる。この他、表装材はアマル

ガムに水銀が用いられることから、分析による水銀の検出が判断の要素となり得る。これらの判断基

準による製作技法の推定と、形態や寸法などの外形的な特徴を併せることにより、同一種類の耳環の

認定が可能となり、手近なところではセット関係の判別、更に調査が進めば、製作者や製作工房の特

定などに言及できる可能性も考えられる。

三苫古墳群での出土例では、全体に腐食が進み遣存状況の劣悪な緑青色の中細環が多い。一見する

と銅のみで作られた様であるが、観察や分析で金や銀が確認されるものが多く、かつては加飾によっ

て輝いていたことが推測される。しかし、それが薄板によるものか、アマルガムによるものか迄は劣

悪な遺存状況に遮られ知ることはできない。いずれにしても、肉眼レベルで確認できない場合でも、

何らかの加飾の施されている可能性が高いことは指摘できよう。

10号境の中空耳環は希少な資料といえる。出土当初、環の中央付近で破損し、破断面から厚さ

0．3mmほどの銅板を二重に巻いた銅管の構造を観察することができた°　銅板の重なった部分では、

その接合に銀鏡を用いた例が報告されているが、本例における分析では接着剤を示す元素は特に検出

されていない。芯も表装も含め、極力材料を節約しながら効果的に金色の色調を得る、耳環としての、

ある意味、究極の姿であろうか。

また、特徴的な資料として錫製耳環の存在を挙げることができる°　腐食の著しいその外観は、類例

がなければ耳環とは思えない物である。福岡市内では古墳時代の錫製装身具（と思われるものも含む）

は本例も含め、7遺跡から11点が出土している。耳環全体360点からすれば、非常に珍しい資料とい

えるが、その数は決して特異な存在ではないことを示すと思われる。全国的には同時期の関東地方や、

若干時期の下る東北地方で類例が見られるが、その存在の意味については十分解明されておらず、今

後の課題である。市内出土の錫製装身具に関しては、分析等を含め別稿で詳しく調査を行っているの

で、そちらを参照されたい（比佐2003）°

おわリに

三苫古墳群のガラスが属する6世紀後半から7世紀初頭の時期は、大陸や半島から製品、半製品が

伝播し流通が始まる弥生時代と、国内でガラス製造が開始される古代との狭間で、古墳時代に特徴的

なガラスだけではなく、前後の時代に盛行する組成のガラスが残り、或いは先行して現れ、各時代の

ガラスが併存するという多様な様相が看取される°

耳環も、本遺跡を見ただけでも外観や製作技法は様々で、現状でその意味するところや当初示した
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ような目的に至ることは難しく、より多くの資料調査と、データの解析、比較検討など多くの作業を

必要とする。今後も引き続き作業を進めていきたい。

今回の調査に当たり、ガラスについては奈良文化財研究所肥塚隆保氏、耳環は同じく村上隆氏にご

指導、ご教示頂いた。また分析や計測などの作業では内海好絵、井上壽子、手島文代の各氏にお手伝

い頂いた。末筆ながら記して感謝申し上げます。
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古 墳 時 期 玉 類 耳環

ガ ラス 組成別 色 洞別 石．玻璃

－

土

K N a－C a P b P b TB a K －P b 滑紺 ．
膿常緑

育．淡
育

縁．黄
緑・青 －黄 白 茶 ．黒 その他

1 6 C 後 半 1 1 1 2 9 4

2 6 C 後 半 1 4 1 4 14 2 －3

3 6 C 後 半 ？ 4 4 3 1 1 2

8 6 C 中頃 ～ 6 4 1 3 5 0 1 3 4 1 9 4 1 1 －5 9 4

9 6 C 後 半 2 2 1 0 12 7 9 3 2 1 4 0

1 0 6 C 後 半 0 5

その他 0 2

計 1 0 5 2 3 6 6 1 4 1 1 4 1 2 8 2 5 1 1 8 1 1 5 1 2 2 0

K＝カリガラス／Na－Ca＝ソーダ石灰ガラス／Pb＝鉛ガラス／Pb－Ba鉛バリウムガラス／K－Pb＝カリウム鉛ガラス

表1三苫古墳群装身具一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

出土遺跡名 随萱重畳，腫物童到l墨塵」l色．」時期 巨星豊遡 掲載F ig

柏 原古墳群C －6号墳 794 4 100 51 丸玉 金 古墳後期～終末（土器の出土が無く詳細不明）12 5 8 9－19

柏 原古墳群（出土古墳不明） 794 4 10 14 1 小玉 金 古墳後期～終末（土器の出土が無く詳細不明）12 5 末図化

福岡城址13次（土壌SK －7 5 89 10 3 10 16 小玉 金 9－11C 頃 ？ 2 70 未図化

福岡城址13次（土壌SK －56 89 10 4 00 10 連玉 銀 9～iiC 頃 ？ 2 70 未図化

山崎古墳群C －1号墳 92 63 3 45 連玉 銀 古墳後期（6 C 末） 38 0 11－34 5

席田大谷2号墳 94 2 1 29 小玉 金 古墳後期（6 C 中頃） 5 37 9－28

石 ケ元古墳群 19号墳 96 56 3 03 64－小玉 金 古墳後期 74 4 6 8－12 1

右 ヶ元古墳群2 8号墳 96 56 3 05 05 丸玉 金 古墳後期 74 4 158－1 7

三苫古墳群 9 号墳 2 00 0 15 一連玉 金 古墳後期 74 3 2 37一8

表2　福岡市内出土金・銀色重層ガラス一覧 図1耳環計測部位
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療微鏡観察による所見

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1 号

2 1 1－5 管 玉 6．4 5 7 ．15 1．96 1．3 6 2 ・60 石 （碧 玉 ）

2 1 1－6 管 玉 1 0．9 0 3 1．10 2 16 8 6 17 3 2 ．59 石 （碧 玉 ）

21 1 －7 小 玉 青 緑 測 定 不 能 6 ．0 0 測 定 不 能 0・6 5 測 定 不 能

釦 鞄 醗 監 旗 畢 畢 畢

カ リ ウ ム 鉛 ガ ラ ス P b ，K 強 、 C u 有

21 1 －8 小 玉 5 ．95

l

4 ．7 5 1 ．19 0 ．1 2 測 定 不 能 土

2 11 －9 小 玉 5 ．80 4 ．80 1．6 1 0．12 測 定 不 能 土

2 11 －1 0 小 玉 6 ．00 4 ・8 0 1．4 1 0 ．1 3 測 定 不 能 土

2 1：土 11 小 玉 6 ・30 4 ・0 0 1．3 3 0．1 2 測 定 不 能 土

2 11 －12 小 玉 6 ・1 0 3．7 0 1．74 0・14 測 定 不 能 土

2 1 1－13 小 玉 6 ．1 0 5．6 0 0 ．5 6 0．16 測 定 不 能 土

2 1 1－14 小 玉 6 ・0 0 4 ．4 0 1．0 2 0．1 4 測 定 不 能 土

2 1 1－15 小 玉 6．2 0 4．2 0 1 15 8 0．16 測 定 不 能 土

2 1 ：） 16 小 玉 8．4 0 6．10 1．8 4 0・30 測 定 不 能 土

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

2 号 墳

2 1 7－14 小 玉 黄 緑 9．2 0 6．15 3・0 2 1．2 0 4・9 3
壺 配 嬰 餌 思 貼 至 宝 ぎ ら つ い て い る ・ 小 田 面 に螺

鉛 ガ ラ ス P b 強 、 K ，C a弱 、 C u 有

「）

2 1 7．15 小 玉 黄 緑 9．15 6 ．4 0 3．0 2 1・3 1 4．9 4
融 解 描 賎 親 鳥 い て い る 。 不 明 瞭 な が 鉛 ガ ラ ス P b 強 、 K ，C a弱 、 C u 有

2 1 7－16 小 玉 黄 緑 9．3 0 6 ．25 3．28 1．2 4 4．9 7
閃 訊 き 鮎 議 品 最 詣 融 遠 風 化 に

鉛 ガ ラ ス P b 強 、 K ，C a醇 、 C u 有

2 1 7－1 7 小 玉 黄 緑 8．4 5 6 ．15 3．0 1 ・06 4 ・9 2
一 部 風 化 に よ り 白 色 化 °　 明 瞭 な 螺 旋 状 の 巻 付 け 痕 °

鉛 ガ ラ ス P b 強 、 K ，C a弱 、 C u 有

2 1 7－18 小 玉 黄 緑 8．60 6 ．35 2 ．74 1・15 4 ．89 巻 付 け 痕 有 り 。 鉛 ガ ラ ス P b 強 、 K ，C a弱 、 C u 有

2 1 7－1 9 小 玉 黄 緑 8 ．60 6 ．1 5 2 ．87 1．0 4 4 ・90 巻 付 け 痕 有 り。
鉛 ガ ラ ス P b 観 、 K ．C a 弱 、 C u 有

21 7－2 0 小 玉 黄 緑 8 ．80 6 ．2 5 3 ．2 1 1．0 6 4 ・97 風 化 に よ り 凹 凸 が 著 し い 。 不 明 瞭 な が ら巻 付 け 痕 有 り 。 鉛 ガ ラス Pb 強 、 K ，C a 弱 、 C u 有

21 7－2 1 小 玉 黄 緑 8 ・90 6 ・8 0 3 ．08 1・19 4 ．95
風 化 に よ り 凹 凸 が 著 し い。 製 作 技 法 の 痕 跡 は 見 ら れ な

い °
鉛 ガ ラ ス Pb 強 、 K ，C a 弱 、 C u 有

2 1 7 －2 2 小 玉 黄 緑 8 ・60 5 ．9 5 2 ．69 1．0 9 4 ・98 明 瞭 な 螺 旋 状 の 巻 付 け 痕 。
鉛 ガ ラ ス Pb 執 、K ，C a 弱 、 C u 有

2 1 7 ，2 3 小 玉 黄 緑 8 ．60 6 ．2 5 2 ．5 2 1．1 4 ．96
祈 壇 酌 紆 凸 に よ り ざ らつ い て い る。 明 瞭 な 螺 旋

鉛 ガ ラ ス Pb 強 、 K ，C a 弱 、 C u 有

2 1 7 －2 4 小 玉 黄 緑 8 ．20 6 ．1 0 2 ．54 0 ・9 1 4 ．9 3 風 化 に よ り 凹 凸 が 著 し い く 、 白色 化 。 巻 付 け 痕 有 り 。 鉛 ガ ラ ス Pb 強 、 K ，C a 弱 、 C u 有

2 1 7 －2 5 小 玉 黄 緑 8 ．6 0 5．8 0 3．2 3 0 ．58 4 ・8 5
音 鏃 奇 警 は 細 か い 凹 凸 に よ り ざ ら つ い て い る ・ 巻 仲

鉛 ガ ラ ス Pb 強 、 K ，C a 弱 、 C u 有

2 1 7 －2 6 小 玉 黄 緑 8 ．6 0 5．7 0 2・57 0 ．97 4 ．7 2

賢 諏 肩 癖 堅 型 塑 型

鉛 ガ ラ ス P b 強 、 K ，C a弱 、 C u 有

2 1 7 －2 7 小 玉 黄 緑 9 ．3 0 6 ．00 2・7 1 1 ．3 4 ．5 5

破 損 し た も の を 接 合 ° 表 面 は 細 か い 凹 凸 に よ り ざ ら つ

呈 盲 錆 誉 田 鮎 戯 滑 ま高 い。 側 面 に 巻 付 け の 痕 跡
鉛 ガ ラ ス P b強 、 K ，C a討 、 C u 有

2 1 7 －2 8 小 玉 6 ．3 0 4 ．20 1．3 1 0 ．18 測 定 不 能 土

2 17 －2 9 小 玉 5．9 0 4 ・8 0 1．4 1 0 ．1 6 測 定 不 能 土

3 号 墳 －

2 22 －8 丸 玉 黒 ？ 13 ・5 0 8 ．8 3 ．8 3 2・17 2 ．6 2
那 警 部 貼 柑 （蔑 鮮 長 竿 緒 童 讐 旋 状 の 蝕 像

ソ ー ダ 石 灰 ガ ラ ス
N a，M g 明 瞭 、 A l高 低 不 明 、 K ＜ C a、 M n 微 弱 、

F e

2 2 2 －9 小 玉 縁 4 ．5 5 2．3 0 1 ．69 0 ・07 2・8 8
覇 雛 摂 関 誓 は 汚 れ ）が 孔 の 軸 方 向 に 平 行 し て

高 A 1ソ ー ダ 石 灰 ガ ラ ス
多譜 瞭 ・ M g 不 明 瞭 ・ A l高 ？・ K ≦ C a・ C u 輸

2 2 2－10 小 玉 緑 3・4 5 2．4 5 1 ・4 1 0 ．05 3 ．07
鷲 髭 配 あ 鮨 紆 素 状 物 質 が 筋 状 を 呈 し て い

高 A 1ソ ー ダ 石 灰 ガ ラ ス
調 構 M g 不 明 瞭 ・ A 1高 ？・ K ＜ C a、 C u 強 ・

2 2 2－1 1 小 玉 縁 3．8 0 2．15 1 ・4 3 0 ．0 5 3 ．00
霞 甥 朗 もミ： 葉 鮎 思 轟 甜 菜 だ 那 措 鏃 濃

高 A i？ソ ー ダ 石 灰 ガ ラ ス
淵 構 M g 不 明 瞭 ・ A l高 ？・ K ＜ C a・ C u 強 ・

2 2 2－12 小 玉 6．8 0 4．20 1 ．69 0 ．1 8 測 定 不 能 土

8 日

i4 2 3 2－1 3 変形勾玉 ？ 2 3．10 1 4・70 5・0 0 10 ．2 7 3．28 石（弟翠）

i5 2 3 2．14 管玉 9．50 2 5．50 3．3 7 4 ．3 0 2 ．55 石（碧玉）

i6 2 3 2－1 5 管玉 5．10 2 4．90 2．3 4 1・0 6 2 ．55 石（碧玉）

i7 2 3 2－1 6 棗玉 1 0・5 0 1 8．20 3．3 9 0 ．8 9 測定不能 玻泊

i8 23 2－1 7 丸玉 1 5．8 0 ′－1 3．60 4．6 9 4 ．0 3 2 ．60 石（瑞瑠）

i9 23 2 －1 8 丸玉 1 2．80 8 ．20 4 ．4 0 2．3 2 2 ．6 1 石（瑠璃）

10 23 2 11 9 丸玉 11 ．20 9 ・00 1 ・43 1・6 8 2 ．6 6 石（瑠璃）

11 23 2 －2 0 小玉 7．20 6．20 1．8 2 0．4 4 2 ．64 石（塙瑠）

12 2 32 －2 1 切子 玉 9．00 12 ．00 1．3 8 0 ．9 9 2．8 8 石（水晶）

43 2 32 －2 2 切子 玉 青紺 14 ・0 5 14 ．7 5 1．6 2 3．5 5 2．3 7

班 多鮎 捌 き踊 触 義湖 だ読恵警憲

カリ－ガラス N a無、K ＞C a 、M n 明瞭、C o不明、C u ，Pb 等無

44 2 32 －2 3 波滴玉 青紺 9．1 0 1 1．5 0 2．94 0 －98 2．4 2
齢 酢 航 憎延ばされ・若干ねじれた気泡や流 低A l？ソーダ石灰ガラス 構 ㌣魂 ㌔ A 1？・K ＜C a 、M n 薗・C o 有・C u 微

45 2 32 －2 4 方形玉 淡青 12 ．0 0 1 4．8 0 3．2 1 2 ．4 3 2 ．35

酢 鮨 放 胆 掴 締 紺 餌

低A l？ソーダ石灰ガラス？ N a ，M g不明瞭、低 A l、K ≦C a、 M n微弱、F e

46 2 32 12 5 切子玉 淡育 1 1．5 0 1 3．3 0 1・5 4 2 ．24 測定不能 批 翳義姦良棄配 、ら鱗状に剥離。透明度は商いが 低A l？ソーダ石灰ガラス？ 鑑 闇 鮎 鮎 軌 控 舘 K ＜C a・M n 微弱

47 2 3 2－26 小玉 育 9．1 5 8．4 5 1．9 9 0 ．88 2．4 3

錘 撃 鴇 摘 踊 識 翻 躍 髄 腔

高A 1？ソーダ石灰ガラス N a有、M g 不明瞭、高A l？、K ≦C a、C u 強、P b 有

48 2 3 2－27 小玉 黄緑 8・3 0 7 ．50 3．0 3 0 ．70 2．5 7
那 駕 離 開 離 船 不規則な流璃が見ら 低A l？ソーダ石灰ガラス？ N a不明瞭（見えない）、A l低？、K ＜C a、 M n 弱、

F e

49 2 3 2－28 小玉 青紺 8．6 5 6 ．4 0 2 ．71 0 ・5 7 2 ．4 3
酢 長軸に平行な気泡轡が多数。明瞭な引延しの痕 カリガラス N a 無、K ＞C a 、M n 強（＞F e ）、C O 有、 C u 微弱

50 2 3 2－29 小玉 育紺 1 0．15 6 ・9 0 2 ．1 5 1．0 9 2 ・52

禁瑞 難 完報 督暮雪1 彎 幣 夢誕浩志縁者警：

両小口は平坦に整形0　孔の形は非常に整った円形。
低A l？ソーダ石灰ガラス

ざ譜 も瞥 明瞭・低 A l？・K ＜C a 、低M n ・C O 有・

5 1 2 3 2－30 小玉 育紺 8．00 7．2 5 1 ．52 0 ．6 4 2 ．55

慧讐 ま羞謂 摘 警摘 軍潤 粕 葦乏整

低A l？ソーダ石灰ガラス
㍗琉 署聖 腰 痛 低A l？・K ＜C a ・低M n

5 2 2 3 2－3 1 小玉 育紺 7・70 5 ．20 1．9 5 0．4 8 2・4 9

等彎 守錫 鮎 箆節 誌錆 雪デ語款吾鮎 票差整

題．　 別 ・朋 イ　吏箆　　 鎚u一一
低A l？ソーダ石灰ガラス

ざ譜 蘭 潤 ㌔ A l？・K 一＜C a・低M n 、C 。有、

5 3 23 2 －3 2 小玉 育紺 8・50 4 ．75 1 ．85 0 ・4 9 2 ．58

等彎 守錫 鮎 癒姦鮎 舘 野 新 譜 耀 整

ⅱ．
低A l？ソーダ石灰ガラス 監 覿 瞥 明瞭・低A l？・K ＜C a、低M n ・C O 有・

5 4 23 2 －3 3 小玉 育紺 7．70 6 ．20 1．9 7 0・5 2 2・4 1 梨塾娼 志蝕 添免甥 誉警鞄列多数有。。側面に カリガラス N a 無、K ＞C a 、M n 強（＞F e ）、C O有、 C u 微弱

5 5 23 2 －3 4 小玉 青紺 8．2 0 6 ．3 5 1．5 5 0・6 0 2．5 6

蓋瑠 偉 鮭 弼 霊 器 蔑 藏 警：

低A i？ソーダ石灰ガラス
ざ漁 瑠 璃 鵬 K ＜ C a ・低M n ・C O 有・

5 6 23 2 －3 5 小玉 青紺 6．9 0 5 ．9 5 1．8 1 0・35 2．5 7 酢 ㌘ためか肘 が著しい。引延 L による気泡筋多数 低A l？ソーダ石灰ガラス ざ譜 ：拇 欄 ㌔ A ／？・K＜ C a ・低M n ・C o 有・

5 7 2 32 －3 6 小玉 淡青－ 6．2 3 3 ．7 5 1．73 0．18 2．4 2
那 幣 言淵 配 肝 を帯びる。大型の気泡が列を 高A 1？ソーダ石灰ガラス 嘘 恕紆 構 高A l？・K ＜C a・ C u 強

5 8 2 32 －3 7 小玉 青紺 4．3 0 2 ・3 0 1．3 9 0 ．0 5 2．5 7 引延 L による気泡列多数有り。 低A 1？ソーダ石灰ガラス

遇 滑 幣 b航 漂 亀 廟

5 9 2 32 －3 8 小玉 育（縁）紺 4．2 0 4．4 5 1．1 9 0 ．1 2 2．6 6
禦 舘 髭 鮎 甜 為している部分有。＝引延 高A l？ソーダ石灰ガラス ㌫練 譜 現 数 酷 品 厳望 施 療

60 2 32 －3 9 小玉 青細 3．9 0 2．4 0 0 ．98 0 ．0 6 2 ．89

芸謂 鐙 澗 齢 勅 澗 硯 畢

低 A 1？ソーダ石灰ガラス
無 精 整 腸 坩 禦 ‰ K ＜C a ・低M n

61 2 32 －4 0 小玉 育紺 3．5 5 3・6 0 1．0 5 0．08 2 ．59
預 炉 摘 轡 憮 く気泡も少ないが、列や筋が若 カリガラス 融 5・差蔚 a・M n 強（＞F e）・C o 有・C u

62 2 3 2－4 1 小玉 青紺 4．2 0 2・2 5 1．17 0 ．07 2 ．81 翔 暦 闇 禦 瀞 紺 、列や筋が 低 A l？ソーダ石灰ガラス N a，M g 漁、低A l？、K ＜C a 、低M n 、C 。有

、 C u，

63 2 3 2－4 2 小玉 育紺 4．15 2 ．65 1．5 3 0・0 9 2 ．74

亨冒甥 軍茅混 琵簑監 甜 菜猿 重富芝

l㌫　　　 昌ⅱ． 低A i？ソーダ石灰ガラス
識 据 甥 紺 ・K ≡C a ・低M n ・C o有、C u 有・

64 2 3 2－43 小玉 青紺 3．30 1 ．90 1．2 2 0．0 3 2 ．50 引延 L による気泡筋有り。小言面平坦に整形。 カリガラス 監 聖 n蒼＞C a・M n 壙（＞F e ）・C o 有・C u 微

表3－①　三苫古墳群出土ガラス玉一覧－①
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65

66

67

68

69

70

101

102

103

104

105

112

ⅰ13

114

115

ⅰ16

117

118

119

F ig －N o ・資 料名 色調

（m m ） （g ）

重量 比重 顕微 鏡 観察 に よ る所 見 材 質 分 析 に よる 所見径 厚 さ 孔 径

234－44 小玉 青紺 3．70 3．75 1．31 0．08 2．27 引延L による気泡列、筋有り。全体に丸みを帯びる。 カリガラス 構 無・K＞C a・M n坩（＞Fe）、CO有、Cu，Zn

232－45 小玉 育紺 3．95 3．10 1．11 0．07 2・58

讃雫庸 ㌣酢 甕窓宗呈寳彎畠書聖鴇 払 欝 法

＝引延し？。全体に丸みを帯びる。 カリガラス N a無、K＞C a、M n強、CO有、C u，Zn微弱

232－46 小玉 育紺 3・55 2．05 1．16 0．0 2．92

配 ヶた大型気泡と・列状を為す彿細な気泡有。＝引

低Aⅰ？ソーダ石灰ガラス

語 群 雛 鏃 駅 a遺 憾 融 に

232－47 小玉 青紺 3．60 2．10 1．21 0．04 2．80

織 豊 揖 詳 説 熟 覧 賢 票 決

非常に整った円形°　232－29を小型にしたような状況。 低Al？ソーダ石灰ガラス
配 曹 覿 戯 1㌔n鮮 Ca・－低M n・Co有・

232－48 小玉 青紺 3．5り 1．75 1．30 0．03 2．43 配 一塁森芝莞聖を恕謹驚き為す微細な気泡有り＝引 低Ai？ソーダ石灰ガラス 賢 奪 u評 陽 暦 亀 厨 C a・低M n・Co

232－49 小玉 青紺 2．70 1．40 1．18 0．02 2．67 離 配 覿 悟 聖指 5 9 ：窒深芝党富響餉 書㌘ 低Al？ソーダ石灰ガラス 理 数　 寳 囁 扱酢 監 者 ＜Ca、低M n

232－50 小玉 育紺 3．55 1．70 1．52 0．03 2．36

豊 禦 糟 一品翳禁書鏃 増 5 警護だ霊彗讐監禁

を帯びている。 カリガラス
静 無・K＞C a・M n強（＞Fe）・CO有・Cu・Zn

232－51 小玉 育紺 3．55 1．90 1．65 0．04 2．33 引延L による気泡列、筋有り° 低Ai？ソーダ石灰ガラス
聖 奪 。野 毛現 務際 12 姦表Ca・M n 日立

232－52 小玉 青紺 2．70 1．10 0．95 0．01 測定不能

だ箕皇崇 詑 2 重淫階 髭 鮎 壷彎 鮎 譜 攣

る。 高A l？ソーダ石灰ガラス

琶免 、h甥 肝 ・。謝 ？拷 賢建 語 蛸 n

232－53 小玉 青紺 2．65 1．55 1．04 0．02 測定不能－
謂 2 警茎絆 捨 線 腰 朋 脛 も若干存在＝

高A i？ソーダ石灰ガラス 賢 弓聾。馨紆 ・戯 ？9曙 は 評 建 n 目立

232－54 小玉 育紺 3．25 2．40 1．10 0．04 2・33

票憲 義損 誓燕 蓋志登霊芝霊岩野 晶議

低A 1？ソーダ石灰ガラス

賢 ・犠 贈 ・裔 紛・低M言 0有・C

232－55 小玉 青紺 2．45 1．40 0．93 0．01 測定不能

引延L と見られる気泡筋もあるが、気泡が両小言両側
に集まっている。全体に丸みを帯び整った形状を呈す
る。 高A l？ソーダ石灰ガラス

琶碧 う、璧 欝 聖 6 紺 野 ）臣慮 貪 漂 n

Zn有

232－56 小玉 青紺 2・60 1．55 1．36 0．02 3．00 気泡は小数ながら列を為す部分もある＝引延し° 高Ai？ソーダ石灰ガラス

浄 潤 滑 C曽霜 1鷲 ）’誇 露 だn

232－57 小玉 青紺 2．80 1・95 1．19 0102 2．71
驚幣 鸞 欄 禦 琶絆 す＝引延し。全体に丸みを 蕾銘 京狩 野 スま牢は混 離 碧 ・脚 軋 勇者だ音響も財 経

232－58 小玉 青紺 2・80 1．75 0・98 0．02 測定不能
寳禦誉鮎 営鷲敷 流れが見えない。若干列状らしく

高A l？ソーダ石灰ガラス

構 ・囁 野 ’C曽霜 1鸞 ）東 鏃 だn

232－59 小玉 青紺 2．80 2．25 1．10 0．02 測定不能 舞 緒 配 ）謬 珊 視 l延し。全体に丸 膏期 首相 好 スまたは混 琶憩 う、h煩 普 通 雛 肝 臓 紆 蛸 n

232－60 小玉 青紺 2．60 1．45 0．88 0．02 2．50 轡 2ま撃 緒 鶴 鮎 ㌘ 為す部分有。＝引延 高Al？ソーダ石灰ガラス ㍗班 醸 鴇 甜 監 事定 箕詔 呈巨監 言

232－61 小玉 淡青 3．80 2．50 0．96 0・05 2．68 歪翌鸞李碧さ羞戸泡列や筋が見られる＝引延し？°全体 高Al？ソーダ石灰ガラス 悪 囁 賢覧 紺 （微妙）、K ＜Ca・Cu非常

232－62 小玉 淡育 4．00 2．70 1．37 0．06 2．28 紳 法盃芝舘 ㌘弱音船 室冒定蟄豊里駁こ集まり流 高A l？ソーダ石灰ガラス 貨灸 豊g瑚 欝・高A i？、K＜Ca・Cu強、Pb

232－63 小玉 淡青 3．00 2．30 1．23 0．03 3．67

吾要撃 嘗甑 禦 釉 鮎 野 望絞 払 鍼

高A l？ソーダ石灰ガラス
賢 奪b蒜紆 習熟 高A 1？（微妙）・K ＜Ca・Cu

232－64 小玉 淡青 3．30 2．10 1．21 0．03 3．22 臓 だ 監 指 捕 チ数の気泡が列や筋を為す カリガラス Na無、K ＞Ca、Cu強、Pb．Zn 有

232－65 ／、玉 淡青 3．85 2．45 1．45 0．05 2．36 酢 欝 鮎 鷺 鳶 齢 盈ま微細な気泡が列を 高A i？ソーダ石灰ガラス ㍗空 輸M g有・高Ai？・K ＜Ca・Cd強・Pb有

232－66 小玉 淡育 3・50 3．60 1．37 0．06 3．00 糟 竺賎 ヒ腎 悪 鋒 凱 級 筋状の蝕像？は見ら カリガラス Na無、K ＞Ca、Cu強、Pb，Zn 有

232－67 小玉 淡青 5．25 4．05 1．65 0．14 2．63

透明度が低く微細な気泡が充満している。側面で気泊
列が多数確認できる。黒色板状の介在物が噛み込んで
いる（232－50と同様）。全体に歪み有り。 高A 1？ソーダ石灰ガラス

監 普・M g有・高Ai？、K ＜Ca、Cu強・Pb有、

232－68 小玉 淡育 4130 2．10 1．42 0．06 2．89 豊禦 薔聖 淫譜 繹 錦 曹 気泡は独立し流れが 高A i？ソーダ石灰ガラス Na強、M g有、高Aⅰ？、K ＜Ca、Cu他に比べる

232－69 小玉 淡青 3．90 2・40 1．25 0・06 2．52

鮭 ㌘ 桝 摘 締 瀾 鵜 融

低A l？ソーダ石灰ガラス
瞥 ・M g明瞭・低A 1？・K ＜Ca・Cu，Pb有・Zn

232－70 小玉 淡育 3．45 1．95 1．69 0・03 2・78

野 甕芸要描 き鏃 営為孝晶卵 射 強 浩 ⅸ

カリガラス Na無、K ＞Ca、Cu強、Pb，Zn 有

232－71 小玉 淡育 2．35 2．20 0．92 0．02 3．14 碧肝 ㌘雪垂産網 島鮎 望す書義理 砧 譜 ㌣が見 カリガラス Na無、K ＞Ca、Cu強、Pb，Zn 有

232－72 小玉 淡青 4．80 2．75 1．78 0．09 2．58 那 駅 既去璽露 だ 私 書献 腎 微細な気泡の 高A 1？ソーダ石灰ガラス Na明瞭、M g弱、高Ai？、堰≦C a、Cu強、Pb，Zn
微弱

232－73 小玉 淡青 3．55 3．40 1．34 0．06 2．54

鮮やかな色調。透明度が高く気泡も多いが独立したも
聖雪吉孟E ・？－豊 警綿 書きうに見える部分もある

カリガラス Na無、K ＞Ca、Cu非常に強、Pb，Zn有

232－74 小玉 淡青 4．30 2．80 1．64 0・07 2．70 垂折 ㌘堰 く気泡の流れが見えない。小口面は平坦に 高A i？ソーダ石灰ガラス 監姦毒㌢g不明瞭、高A l？、K ＜Ca・Cu強・Pb・

232－75 小玉 淡青 3．60 1．95 1・29 0．03 2．83

裏讐讐震轟孟霊貼 誉警抜畏 雫酢 既 報 議 警
射 精 誘 跨 貯 スまたは混 構 ・Mg有、高A l？、K ＞Ca・Cu有・Pb微軋 Z

232－76 小玉 縁 3．95 2・35 1．30 0．05 2．94

姦聖 こ禦窓提莞葦ね 譜 鵠 滝 駁 詣 群

は見えない。全体に丸みを帯びる。 高A i？ソーダ石灰ガラス
貨免 ㌍ 賀鮮 ・高A ll K ＜Ca・Cu蔵、Pb

232－77 小玉 緑 5．20 3．55 2．06 0．10 2．82

許 箪 独 欝 摂 藁莞滞 誓

高A i？ソーダ石灰ガラス
㍗璃 娼 g有・高A i？、K ＜Ca、Cu強・Pb有

232－78 小玉 緑 4．35 3．00 1．03 0．08 2．77 表面は微細な凹凸によりザラついているため気泡の流 ぢ融 鮮 魚、高A l？・K ＜Ca，Cu軋 Pb有・Zn

232－79 小玉 茶 4・20 1．95 1．55 0．05 2．35

豪君普 幣 繋 幣 豊 熟 澗 需 胡 用 っ －

低A i？ソーダ石灰ガラス

詳魂 厨 虫、低A i？・K＜Ca、M n弓虫（＞Fe）Cu・

232－80 小玉 茶 4．40 2・60 1．10 0．08 2．96

姦歴曹 繹 聖 紙 幣 髭 誓 鵠 鵠 禦

明。丸みを帯びる° 低A i？ソーダ石灰ガラス
鞄 掘 汽 摘 紺 、K＜Ca・M n強（＝Fe）・Cu・

232－81 小玉 黒？ 4．35 2．30 1．69 0．05 2・04
ほとんど光を通さないが表層付近で微細な気泡の列が
見られる＝引延し。丸みを帯びる。 高A i？ソーダ石灰ガラス Na強、M g不明瞭、高A l？、K ＜Ca、M n弱、Fe

非常に強、Cu有？（若干高まり有）、Zn明瞭

232－82 小玉
黒（透過光

では紫） 3．10 2．05 0．99 0．03 2．50

誌紐 帯 晶歳差蒜綿 完菅究誉㌘窯論語 謎 品薄

た？円形や半円形の蝕像で覆われる°　丸みを帯びる。 高A 1？ソーダ石灰ガラス 写譜 と弓麗g歪悪 妻 晶諒 K ＜Ca・M n弱・Fe

282－83 小玉 窯？ 3．30 1．50 1．05 0．02 2．75

鷲豊苧崇曹撮 紹 哲奈慧聖指 だチ基板幣 三野

ング状対を呈し丸みを帯びる。 高一A i？ソーダ石灰ガラス
散 聾。肝 要構 凛 霜 微妙）・K＜Ca・M n

232－84 小玉 黄 4・00 2．70 1．19 0．07 2．87 漂遺産豊 盲管浩宗鸞警糟 撃詔 5 習：側面で筋状 高A i？ソーダ石灰ガラス 構 岩窟 、盈 鍋 摺 督 、品 忌Ca・M 咽 、

232－85 小玉 白（半透明） 5．5　　　 4．5　　　 3．8　　　 0．6　　　 3．

風化により極端に痩せている°　気泡は少なく大型のも
留学貼 良識 晶粘 舘 夏空鮎 告期 狸 に沿

鉛バリウムガラス
翫 勝 野 Ca有・Pb強・Ba有・Al、K は殆

2 37 －4 管玉 5 ．00 2 0 ．00 1 ．68 0 ・8 2 2 ．4 6 石（碧 玉）

2 37 －5 管玉 4 ．50 8 ．10 1 ・62 0 ．2 5 2 ．6 2 石（碧 玉）

2 37 －6 丸玉 8 ．60 6 ．10 2 ．98 0 ．6 1 3 ．0 1 石（窮 翠）

2 37 －7 切子 玉 7 ．65 9 ．55 1 ．39 0 ．7 8 2 ．5 3 石（喝璃）

2 37 －8 金層連 玉 金 5 ．70 8．7 0 1 ．69 0 ．24 2 ．6 0

気 泡が多 く透明度 が低い 内層ガ ラスと透明度 が高 い外

層 ガラス の間 に銀 箔を挟み 金色 に発 色させ ている。 外

層 は引延 し痕が明 瞭に 見られる。 高A i？ソーダ石灰 ガラス

翫 構 甑 健 雛 甜 ＜

2 37 －9 小玉 青紺 6．9 0 5 ・35 1．77 0 ．4 1 2 ．5 0

鋼 魁 霊芝壺霊蝉 嘉 6 鵠 甘

低A 1？ソーダ石 灰ガラス
監 粁 繍 脇 K ＜C a ・低 M n 、C o 有・

2 37 －10 小玉
育紺（濃 く

濁
7．9 6．20 2．20 0．5 2．4 3 側 面を 中心に引延 し痕が見 られる。

高A 1？ソーダ石 灰ガラス 毅 聖 譜綜 構 亀 子・競 論 M n 有・F e

2 37 －11 小玉 青 紺 測定 不能 測 定不能 測 定不能 測定不 能 測定不 能
1／4 残存 。気泡 は多いが はとん ど独 立し流 れが見え な

い°
低A l？ソーダ石 灰ガラス 散 票 艶 岩 g 夏i看紺 1？、K ＜ C a・聖 n 、C o

2 37 －12 小玉 育紺 4．85 3．4 5 1 ．90 0 ・1 0 2 ．50
卵 綿 史 こ微細 な気泡 の列が見 られる ＝引延し。 丸

カ リガ ラス

2 37 －13 小玉 青 柑 4．50 1・7 5 2 ・02 0 ．0 5 2 ・8 8

欝 純 撃 禦 甥 湖 拍 糟

カ リガ ラス N a 無、K ＞C a、 M n 強、C o 有、 C u 微弱

2 37 －14 小玉 青 紺 3．8 5 2 180 1．51 0 ．05 2 ．56
側 面を 中心に微細 な気泡 の列が見 られる ＝引延し°　丸

み を帯び る。
カ リガ ラス

N a 無、K ＞C a、 M n 強、C o 有、 C u 微弱

23 7 －1 5 小玉 育 紺 4．4 0 2 ．90 1 ．50 0 ・0 6 2 ・7 1
盲 壁摘 し㌘甥 霊 宴締 鸞禦 な気泡 列や筋等 が見 られ カ リガ ラス

23 7 －16 小玉 淡 青 4．8 0 2．00 1・97 0 ．05 2 ．38

露 買謂 黙 芦壺 義壷差 押 着 用 起 獄 等

カリガ ラス N a 無、K ＞C a． C u 非常 に強、 P b有、 Zn 微弱

表3－②　三苫古墳群出土ガラス玉一覧－②
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F ig －N O ． 資 料 名 色調

（m m ） （g ）

重 量 比 重 顕 微鏡 観 察 によ る所 見 －材 質 分析 によ る所 見径 厚 さ 孔径

23 7－1 7 小玉 淡青 4．6 5 4 ．15 1・5 7 0．12 2 ．56

透明度は低く濁っており気泡の観察は困難。引延し痕
らしき流璃や気泡列が若干見られる。丸みを帯びる。
側面が潰れて面を形成している部分有り。 高A i？ソーダ石灰ガラス

監 章：撃ぼ 物 療 ⅰ？、K ＜C a ・M 喘 F e・

23 7－18 小玉 淡青 4．0 0 2 ・7 5 1．2 1 0．0 5 2 ．4 3 透明度は高く気泡も多いが独立しているものが殆どで
流れを読むのは困難。丸みを帯びる。 カリガラス N a 無、K ＞C a 、C u 非常に強、P b 有、Z n 微弱

23 7－1 9 小玉 淡青 3．9 0 2 ．60 1 3 5 0．0 5 2 ．78 巴讐認 綿 富 堝柁 為す気泡が見られる＝引延 カリガラス N a 無、K ＞C a 、C u 非常に強、P b 有、Z rl微弱

23 7－2 0 小玉 淡育 4．2 5 2 ．5 0 1．0 6 0．0 7 2 ・28

透明度は高く気泡も多いが独立しているものが殆どで
鸞聖 配 望ま豊 海継 曽さように見える部分もあ

カリガラス N a 無、K ＞C a 、C u 非常に強、P b 有、Z n 微弱

23 7 －2 1 小玉 淡青 3．7 5 2 ．6 5 1．4 1 0．0 6 2 ．52 透明度は低く濁っており気泡の観察は困難。引延し痕
らしき筋状の蝕像が若干見られる。丸みを帯びる。 高A i？ソーダ石灰ガラス 把 乱 逆 聴 ㌔ 鵠 弓K＜C a ・M 臓

23 7 －2 2 小玉 淡青 3・10 1．4 0 1．1 2 0．0 2 2 16 7

欝 蛋搾義窪乏由季雪島部 蒜豊 豊野 究至宝嘉島

高A 1？ソーダ石灰ガラス
畏 乳 避 箆 藏 1ゝ？・ K＜C a 、M n 弱、

2 37 －2 3 小玉 淡育 3．10 115 0 1．2 3 0．0 2 2 ．50
透明度は高く気泡も存在するが、独立しているものが
多く流れを読むのは困難。丸みを帯びる。

カリガラス N a 無、K ＞C a 、C u 非常に強、P b 有、Z n 微弱

2 37 －2 4 小玉 淡青 3．9 0 2．9 5 1．8 5 0・0 6 2 ．6 7

透明度は高く気泡も多いが独立しているものが多く流
れを読みにくい。列を為すように見える部分もある＝
引延し？。丸みを帯びる。 カリガラス N a 無、K ＞C a 、C u 非常に強、 Pb 有、Z n 微弱

2 37 －2 5 小玉 緑 4．2 0 2．3 5 1．4 5 0 ．06 2 ．7 1
透明度は低く濁っており気泡の観察は困難。側面で黄
色の粒子が筋や列を形成＝引延し。 高A l？ソーダ石灰ガラス 増 餌 膠 弱、高A l？、K ＜C a・M n 弱、F e，

2 37 －2 6 4 玉ヽ 緑 3．70 1．8 0 1．3 4 0 ．04 2 ．7 7

透明度は低く濁っており気泡の観察は困難。色素微粒
子の流れも殆ど見えないが、僅かに筋を為す部分もあ
る＝引延し？°　丸みを帯びる。 高A i？ソーダ石灰ガラス

増 臚 g瑚 毒高A l？・K ＜C a 、M 鳩 、 Fe ・

2 37 －2 7 小玉 緑 3．35 2．5 0 1．3 9 0 ．04 2 ．7 7

透明度は低く濁っており気泡の観察は困難。色素微粒
子の流れも殆ど見えないが、僅かに筋を為す部分もあ
る＝引延し？。丸みを苗びる。 高A l？ソーダ石灰ガラス

瑠 臚 頸 繋 ・高A i？・K ＜C a 、M 媚 、 F e・

2 37 －2 8 小玉 黒？ 3．25 2．10 1．2 2 0 ．04 2 ．8 6
鮎 誠 義き通さないため、気泡の観察は困難。丸みを 高A l？ソーダ石灰ガラス N a，M g微弱、高A i？、K ≦C a、M n 弱、F e弓軋

Z n

2 37 －2 9 小玉 黒？ 3．4 5 2．3 5 1．14 0 ．04 2 ．4 7 ほとんど光を通さないが、表層で微細な気泡の列等引
延し痕が見られる。丸みを帯びた外観。 高A 1？ソーダ石灰ガラス 鍋 据 甥 漕 A i？、K ≦C a ・M n 弱・F e 弓乱

表3－③三苫古墳群出土ガラス玉一覧－③

出 土

古 墳

掲 戟

F ig－No ．

計 測 部 位 （別 図 1 参 照 ・単 位 ：m m ） 重 量

（g ）
外 見 的 特徴 分析による所見

想定 される構造

A B C D E F G 芯材 中間材 表装材

1 2 1 1－1 7 2 3 ．9 0 17．10 1．0 0 2 2．00 16 ．6 0 2 ・85 2．90 2 ．58

腐蝕が著 しく開口部の状況 は不明。全体 に緑青化 して

いるが、表層 が残存 した部分 では細かい 筋状の凹凸 が
見 られ、そ の直下に広が る粉 状に腐蝕 した内部 とは異
なる様相 を呈す る。表面装飾 の痕跡は見 られない。

表層と、それが剥離した状態の部分で特 に違いは見ら
れない。銅が極端に強く、僅かに銀が見 られる。

銅（僅かに銀を
含む） 無 し 無し

1 2 1 1－1 8 24 ．5 0 17 ．00 1・5 0 L　23 ．60 1 6．70 4 ．20 4・00 4 ・7 0

腐蝕は著 しいが開 口部端面 は真っ直 ぐに処理 され てい

る。全体 に緑 青化 して表面 装飾は見 られ ない。開 口部
付近の表層残 存部で筋状 の凹凸が見 られ る。

表層と、それが剥離した状態の部分で特 に違いは見ら
れない。銅が極端に強く、僅かに銀が見 られ る。
（Fig 21 1－18 と似た状況） 銅（僅かに銀を

含む） 無 し 無し

1 2 1 1－19 2 1 0 0 14 ・40 0 －8 0 20 ．40 1 3．90 3 ．5 0 4・00 1 ．5 6

腐蝕が著 しく開口部の状況 も不明°表層 は緑青色 、表

層剥離部分 は暗赤紫色 を呈する。 中間材 、表装材 など

の表面装飾 は認め られ ない。

表層残存部、剥離部分いずれか らも若干 の金 と銀を検
出。他 に鉛 もしくは批素と思われる部分にピークがあ
るが、不明瞭で他のピークとの重複もあり詳細不明。
また水銀の有無も不明。 銅 無 し？ （＋銀 ？）

1 未 図化 計測 不能 計測 不能 計測不能 計測 不能 計測不能 2 ．2 0 2．40 計測 不能

非常 に細 く4 片に破損。殆 どが粉状の緑 青 と化 して腐

蝕が著 しい。開 口部の状況 も不明。一部 黒色の薄 い皮

膜の残存 ？が見 られ る。

表層剥離部分 と黒色層部分で定性的に違いはない。銅

の他、批素、臭素、銀を検 出°批素、臭素 は表層の方
が強く、銀は双方で変化無 く微弱なピーク。 銅（批素 を含

む）
不明（銀又は無
し？） 言左

2 2 1 7－3 0 1 5．00 11 ．40 2 ．80 13 ．6 0 11．00 1．9 0 2．00 0 ．3 9

元来小型 で細身であ るが、腐蝕が著 しく更に痩せ 細 り

開 口部 の状 況も不明。 一部金色の表飾残 存部が見 られ

る。

表層剥離部分では殆どが銅、それに若干銀が検出され

る。金の残存部では前記の他 に金 と水銀、若干の銀 と
臭素も検 出° 銅（僅か に銀を

含 む） 無し 鍍金

2 21 7－3 1 1 8．70 10 ．2 0 2．70 16 ．8 0 9．80 1．4 0 4 ．10 6 ・0 1

残存状況 は良好。全体 に金で覆われ、所 々緑青 が吹き
出 して いる。開 口部 は腐蝕 生成物 によ り不明瞭 な部分
もあ るが、表飾材の絞 り痕な どは見 られず平滑 に仕 上
げ られ ている。

表面の金が嘩かに破れた部分か ら芯材を分析 した とこ
ろでは、銅が顕著に現れているほか、鉛と批 素の部分
にピークが存在。重複によりそれぞれの強度 は不明。
他に銀も検 出。表面分析では銅、金、水銀、臭素、銀
を検出。－

銅（僅かに鉛又
は枇素、銀を
含 む） 無し 鍍金

2 21 7－32 2 5．30 18 ．5 0 1．00 23 ．6 0 16．90 3 ．3 0 3 ．60 2 ．8 2

腐蝕 が著 しく、表層 は殆どが剥落。 開口部の状況 も不

明。残存 部では緑青 の層の上に黒色層 、更 に金 ？色の

層が乗 っている。

表層剥離部分 の分析では殆どが銅。若干の銀 も見 られ

るが表飾の影響 も考えられる°表層残存部では銀が強
く珍出される。金は認められない。

銅（十銀 ？）

不明（何らかの
方法で銀を表
飾に用いる） 同左

3 22 2－13 2 0．60 15 ．2 5 2．90 20 ．6 0 16．00 2 ．3 0 2 ・70 1．03

腐蝕 が著 しく開 口部 の状況も不明°表 飾は確認 できな

い。表層 が剥落 した粉 状に腐食 している部分 と、表層
が残存 し皮状にな った部分 と層構造 に見え る。

表層剥離部分 の分析では銅と若干の鉛のピークが見 ら
れる。表層残存部では鉛等、銅以外の元素（土壌由来
も含む）が表層剥離部分よ り少し強 く表れる。 銅（僅かに鉛 を

含む） 無し 無 し

3 22 2－14 2 4 160 16 ．5 0 計測不能 2 3．7 0 15 ．00 4・30 4 ．8 0 4．64

腐蝕 が著 しく開 口部 の状況 も不 明。 表層は縁 青色で皮

状 を呈し、表層剥離 部分は淡紫色 で粉状に腐蝕 し、層

構造 に見える。表面 装飾は認 められない。

表層剥離部分、残存部分ともに同じような結果を示
す。非常に強い銅のピークを中心 に、明瞭な枇素、銀
が現れている。金L α、セレンK α線部分にピーク有
り。鉛も含まれるよ うであるが枇素 との重複により不
明瞭。

鋼（枇素他を
含む）

不 明（何 らかの
表飾 を有する
可能性有 り） 同左

8 23 2－86 3 2 ．20 1 7．70 1 ．30 1 9．0 0 16 16 0 7．00 7 ．－0 0 18．56

比較 的良好に残存。 鈍い金色 を含 む銀色の薄 板で覆わ

れ るが、破れた部分 か ら緑青色 に腐蝕 した芯 材が覗

くO 開口部端面 に銀 板の絞 りが見られる。

表飾材の破れた部分か ら芯材を分析 した ところでは、
非常に強い銅と若干の銀が見られる。 この他セレンの
部分にもピークが存在する。表面では銅の他、明瞭な
金 と水銀、これらを上回る銀のピークが見 られる°

銅（銀は中間材

か らの可能性
もあり） 封 鍍金

8 2 32－87 3 0 ・10 15・90 計測 不能 2 7．70 15 ．2 5 7．10 7 ．0 0 18．42

F ig232－86 と酷似。 比較的良好 に残存。鈍 い金色を含
む銀 色の薄板で覆 われるが、破 れた部分か ら緑青色 に
腐蝕 した芯材 が覗 く。開 口部 は両端が近接 し観察困難

表飾材の破れた部分か ら芯材を分析 した ところでは、
非常 に強い銅と若干 の批素、銀が見 られる。こちらで
セ レンは確認できない。表面は86 と同 じ定性結果で

銅（枇素を含 む

。銀は中間材
か らの可能性

銀 鍍金であるが、銀板 の絞 りが あるもの と思われ る。 あるが、金が銀を上回っている。 もあ り）

8 未 図 化 計測 不能 計測不能 計測 不能 計測不能 計 測不能 計測不能 計測不能 計測不能

中空耳環の破片 と思われ る小片 。暗紫灰色 で微細な 凹

凸を有す る材 の内面に緑青層 が、外面 には比較的厚 い

金 色の表飾層 が乗ってい るO

金色 の部分では銅と同程度の金、他に水銀、銀が見ら
れる。表飾剥離部分 では銅が強く、若干の金、臭素、
銀が見 られる他、鉛 もしくは批素と思われるピークが
ある°内面緑青層では臭素が見 られない他は同様な状
況。－ 銅中空 無 し 鍍金

8 2 32 －88 計測 不能 計測不能 計測 不能 計測不能 計 測不能 5 ・00 6・00 2 ．6－8

環の1／4程 が残 存。暗灰色 で著 しく凸凹 に変形 し、亀

裂が全面 に入 る°表飾は見 られない。

錫が最 も強 く、他に鉛が確認できる°銅、亜鉛のK α
線部分 にもピークがあるが、K β線部分はバ ックグ ラ
ウンドに埋 もれており、その存否は不明で ある。

錫（鉛 の他、
銅、亜鉛を含
む可能性有
り） 無し 無し

10 2 42 －7 計測 不能 計測不能 計 測不能 計測不 能 計測不能 6 ．7 0 6．70 4 ．2 8

環の1／4程 が残存。暗灰色 で著 しく凸 凹に変形 し、 亀

裂が全面 に入 る。表飾 は見られない。分 析結果 も含 め

Fig232－88 と同 じ状況で ある。

錫が最も強 く、他に鉛が確認できる。銅、亜鉛のK α
線部分にもピークがあるが、K β線部分はバックグラ
ウン ドに埋 もれており、その存否は不明である。

錫（鉛 の他、

無し 無し

銅、亜鉛を含

む可能性有
り）

10 2 42 －3 26 ．0 0 16 ．90 1．30 25 ．2 5 1 6・40 4 ．2 0 4．50 6 12 5

それほ ど劣悪ではない残 存状況 を示す。 全体 に淡 紫灰
色を呈 し表飾 は認め られ ない。開 口部 端面は平坦 に仕

表層残存部、剥離部分共に同様の分析結果とな った。 銅（批素またを

同左

銅が最も強 く、枇素または鉛のピークも見られ るが重 鉛を含むが他 何 らかの表飾
上げ られ ている。部分 的に孔蝕や筋状 の凹凸が認 め ら
れ る。

複により不 明。 この他金や銀 も若干検出される。 の微量元素は
不明）

を有する可能
性有 り

10 242 －4 2 1・60 14 ・3 0 1．10 22 ・9 0 16．20． 3 ．6 0 3 ・50 2 ．8 4

腐蝕が著 しく表飾は確認 できない。 開口部の状況 も不

明瞭で あるが平坦に処理 されてい るよ うで ある。

表層残存蔀では銅以外にピークは確認できない。表層
剥離部分ではセ レン、銀のK α線部分にピークが検 出
されている。

銅（セレン、銀
を含む可能性
有り）

無し 無 し

10 24 2－5 3 2．00 16 ．8 0 2．20 30 ．2 0 16 ．40 10 ．00 7 ．8 0 5・74

中空 である。緑青色 の芯材に金色 の表飾が施 されてい
る。破 断面で芯材 の板 を円筒状 に丸めた部材 の重複部
分 と、開口部内面で 端面に蓋 をして何らか の方 法で接
合 した痕跡が見 られ る。

金の残存部では強度の強い順に、銅、金、水銀、銀が
見 られる。表層剥離部分の分析 では殆 どが銅。批素や
銀が含まれる可能性有 り。

銅中空 無し 鍍金

10 24 2－6 計 測不能 計 測不能 計測不能 1 9．70 15 ．6 0 2・80 2 ．6 0 1．16

全体 に腐蝕 し変形 も見られる。表 面的には緑 青に覆わ
れ るが、一部赤褐色 の中心部が 露出 してい る。顕微鏡
で は緑 青中全体 に、腐蝕 した金 箔のよ うな金 色に輝 く
微粒 子が散在 して いる。

表層では強い銅 と共 に明瞭な銀、臭素が検出される。
鉛 も若干検出。表層剥離部分では銀が弱 くな り鉛も見
えな くなる。

銅（鉛を含 む）

不明（何 らか
方法で銀 を表
飾に用 いる） 同左

不 明 19 6－26 17．00 1 0・3 0 計測不能 計測不能 9 ・3 0 3・70 3 ．5 0 0．88

腐蝕 が著 しく開 口部 は失われ ているが、環 の内面を 中
心 に金色の表飾が残 存。表飾 は非常に薄 く、その直下
（剥 離 した部分）には黒色の緻密 な面が存在 。それ以外
は粉状に腐蝕が進 み紫灰色 を呈する。

表面が残存した部分では銅の他に金、水銀 と若干の銀

を検出。表層剥離部分で も若干の金、銀が認め られ
る。 銅（微量元素

明） 無 し 鍍金（＋銀 ？）

不 明 24 2－8 計 測不能 計測不能 計測不 能 計測不能 計測 不能 5・50 6 ．0 0 2．05

環 の1／4程が残存。 暗灰色で著 しく凸凹 に変形 し、亀

裂 が全面に入 る。 表飾は見 られない。分析 結果 も含 め

F ig232－88、242－7と同 じ状況 である°

錫が最 も強く、他に鉛が確認できる。銅、亜鉛のK α
線部分 にもピークがあるが、K β線部分はバックグラ

ウンドに埋もれており、その存否は不明である°

錫（鉛の他、
銅、亜鉛を含
む可能性有
り） 無し 無し

表4　三苫古墳群出土耳環一覧
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